
        
            
                
            
        

    





























本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　１






　学期末テスト、最後の科目が終了した──。

「一いち夜や～～っ」

「いきなり理由も言わずに人の机で泣き出すのはやめろ。鬱うつ陶とうしいから」

　テストが終わるなり、僕は後ろを振り返って一夜の机に突っ伏して泣いた。心底いやそうな一夜の声が頭上から降ってくる。

「だってさ、聞いてよ、一夜」

「……なんや」

　面倒くさそうに返事をする一夜。

「最後の問題さ、チャイム鳴る直前に閃ひらめいたんだよ。ぴっきーん、て。これぞ天てん啓けいと思って大急ぎで書き換えたらさ──」

「どうせ、それが間違ってたとか言うんやろ」

「そうなんだよ。それもどうやら最初に書いてた答えのほうが正解っぽいんだよ。どうしよう、一夜……」

　あぁ、口にしたらまた落ち込んできた。再び机に突っ伏した僕の頭の上から「鬱陶しい……」と微かすかに一夜のつぶやきが聞こえてくる。落ち込む親友を慰なぐさめようという優しさはないのか、この冷れい血けつ漢かんめ。

「千ち秋あき～～っ」

　と、そこに僕の名を呼ぶ女の子の声が聞こえてきた。

　顔を上げるとこっちに向かってくる宮みや里さと晶あきら（通称サトちゃん）の姿があった。しかも、大粒の涙を撒まき散らしながら走ってきやがる。

「うわあ……」

　鬱陶しいことこの上ない。

「ごめん、一夜。僕もあんなだったのね」

「わかればええ」




　前の席のイスに座り、僕の机に伏せて泣く宮里晶（通称サトちゃん）。

　数分前の僕と同じ恰かつ好こうだ。

「居い内うちさん、これ、いる？」

　まだ残っていた隣の席の居内加か代よ子こさんに聞いてみたが、ものすごい速さで首を横に振られてしまった。仕方ない。

「よし、一夜。帰るか」

　が、席を立とうとする僕のカッターシャツが、むんず、と摑つかまれた。その手の主は、もちろん宮里だ。あいかわらず机に伏せているものだから、ほんのりホラーチック。

「どーした、宮里（通称サトちゃん）」

「カッコ通称サトちゃんはよけいよ～っ」

「怒るか泣くかどっちかにしろよ……」

　かと言って、笑われてもいやだけど。宮里の場合、顔の下半分口にして大笑いしてる間に別の物体に変身しそうだ。いかでびるとか、あーゆーの。

「とりあえず、やり直し」

「……おけ」

　面倒だけどつき合ってやるか。

「では、改めて──どうした、宮里。君が泣いてるなんて……う、ごめん。途中で気分が悪くなった……」

「いい度胸ね、千秋」

　顔を上げた宮里が半はん眼めで睨にらんでくる。

「いや、だって宮里だろ？　どうせろくでもない理由に決まってるし」

「じゃあ、これが居内さんだったら？」

「もちろん心配するさ」

「遠とお矢やは？」

「心配する……と、思う」

　さっきひどい仕打ちを受けたばかりだから、少し自信がなくなっているけど。

「じゃあ、学園のアイドル、片かた瀬せ先輩──」

「罠わなだ！」

「……は？」

「そんなの罠に決まってるだろ！　あの先輩が普通の理由で泣くと思うか。何か企たくらんでるにちがいない。心配して近寄ったら先輩の思うつぼ。最悪、喰くわれるぞっ」

「……あんた、あの片瀬先輩にどういうイメージもってるのよ……」

「うん、まぁ、ちょっと、ね。……今のは忘れてくれ」

　呆あつ気けにとられる、というか、どこか戦せん慄りつしているようにも見える宮里の様子に、僕ははっと我に返った。

「それで、宮里はどうしたのさ？」

　話を変えるようにして改めて聞いてみる。

「あ、でも、テストで正解から間違いに書き直したとかはなしな。それは今さっき僕がやったばかりだから……って、えぇー、何その残念そうな顔……」

　図ず星ぼしかよ。ていうか、やることが宮里と同じなんだな、僕。……オーケー、ちょっぴりショックだ。

「だいたいさぁ、数式とか関数とか、将来なんの役に立つわけ？　こんなものできなくたって死にはしないわよ」

　足を組み、頰ほお杖づえをつきながら宮里が言う。

　今度は一気にやさぐれたな、サトちゃん。今にも「けっ」とか言い出しそうだぞ。

「そういう文句は普通、試験勉強中に言うもんじゃない？　宮里ってあれだ。人殺した後、追いつめられたら『こうなったらひとり殺すのもふたり殺すのも同じだー』とか言い出すタイプだろ？」

「だろって言われても、そんな状況になったことないから、その例えはピンとこないんだけど？」

「それもそうか」

　でも、想像したらすっごい似合ってたんだけど、言ったら怒るだろうか。

「……まぁ、すでに終わったことで悩んでても非建設的ってことで」

「わかったようなこと言うじゃないの」

「うん、まぁ、宮里より遡さかのぼること数分前に同じ道を通ったからね」

　あははー、と乾いた笑いが口から漏もれる。

「確かにそれも一いち理りあるわね。……んじゃま、終業式までの休みと、さらにはその後に待ち受ける夏休みを有意義に過ごすことでも考えますか」

　さっきまでの落ち込みはどこへやら、宮里はさっぱり晴れやかに言った。このへんの気持ちの切り替えの速さが宮里のいいところなのだろう。

「でも、終業式には通知表が返ってくるけどね」

「げふ」

「赤点があったら夏休みに入っても、しばらく学校通いだね」

「ああーっ」

　たったふた言で宮里は再び机に突っ伏し、未来を悲観して落ち込み出した。

「あい・あむ・うぃなー。……よし、サトちゃんも沈めたし。帰るか、一夜」

「……お前は鬼か」
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　教室を出て昇降口に行くまでの間に一夜とは別れた。何でも知り合いに用があるとかで別べつ校こう舎しやに行ってしまった。

　そんなわけでひとりで昇降口を出──そこでくるりとあたりを見回した。

（先輩に会いたかったんだけどな……）

　別のクラス、別の科の友達と一緒に帰ろうと待っている生徒は多いけど、そこに司つかさ先輩の姿はない。

　宮里が言うように、今日、期末テストを終えて、明日から終業式までの一週間ほど学校は休みになる。同じ敷地内にいたり、昼休みに学食に行けばたいてい会える今の状況とは随分と変わってくる。だもんで、今日のうちに一度司先輩と顔を合わせておきたかったのだ。

「やっぱ先輩いないなぁ」

　もう一度あたりに目をやる。テストで凝こり固かたまった筋肉をほぐすついでもあったので、首は三次元的に回った。

「先輩って？」

「わあっ」

　いきなり後ろから声をかけられて飛び上がる。振り返ったそこには五十嵐いがらし優ゆう子こ先輩が立っていた。

「びっくりした、ゆこりん先輩か」

「こんにちは、千秋くん。誰か待ってるの？」

　僕の驚きようが面白かったのか、ゆこりん先輩はくすくす笑いながら聞いてきた。

「待ってるっていうか、探してるっていうか……」

「先輩って言ってたみたいだけど、片瀬先輩？」

「[image: ]？　いや、えっと……何でそう思われるのでしょう？」

　質問を質問で返すのは精神的劣勢の証拠。浅く墓ぼ穴けつ掘ってる気がしないでもない。

「うん、千秋くん、片瀬先輩と仲よさそうだし」

「や、まぁ、仲よくはさせてもらってますけど、だからってそれだけのことですよ？」

「ふうん、そうなんだ」

　じっ、とこちらを見つめてくる。

　うわ、何か暑さとは別にいやな汗かいてきた。

　つーか、今日のゆこりん先輩は何だかやりにくいぞ。背後から忍び寄ってきたり、妙に鋭かったり。いつの間にそんなスキルを身につけたのだろう。普段は時間と乖かい離りしてるんじゃないかってくらいおっとりしてるのに。

「そうなんだ」

　ゆこりん先輩は意味ありげに先程と同じ言葉を繰り返した。

「それじゃあ、わたしは帰りますね。千秋くんも先輩、見つかるといいね」

「あ、はい、それじゃ」

　ゆこりん先輩の挨あい拶さつに応こたえた後、僕は去っていく後ろ姿を見送る。先輩の歩みは非常にゆっくりしていて、下校する生徒の流れから浮いている。まるで高速道路で一台だけ時速四十キロメートルで走っている車みたいだ。……あ、後ろから追突された。

「……」

　僕の周りで比較的まともな個性キヤラクタの持ち主だったのにな。だんだん変な磁じ場ばを形成しはじめてるんじゃないだろうか。ちょっと心配になってきた。

　と、そのときだった。

（ん？　なんだろ、あれ？）

　校門の柱からひょっこり顔を出して中を窺うかがっている子がいた。

　どうも中学生くらいの女の子らしい。頭のツインテールが重力に従って鉛えん直ちよく方ほう向こう下向きに垂れ下がっている。

（あれはあれで、すごい異様だな……）

　こっそり隠れて中の様子を見ているつもりなのかもしれないが、なにせそこは生徒が登下校する校門。ぜんぜん隠れていない。バレバレだ。彼女のあまりに堂々とした隠れっぷりに近寄りがたいものを感じて、みんな横目で見つつ避けて通っている。

　とりあえず、僕も見なかったことにしよう。

「先輩にメールいれてみるか」

　すぐに返事がきたらそれでよし。五分待っても何もなかったら──仕方ない、素直に帰ろう。

「先輩、先輩っと……」

　と、スマートフォンを操作していると──、

「助けてください！」

「うわっ」

　いきなり横から衝撃。自慢じゃないが僕は軽い。こんな突発的な事態に遭そう遇ぐうして、咄とつ嗟さに踏ん張れるほど地力はない。結果、僕は声の主とともにぶっ倒れた。

「何だあっ!?」

　まずは状じよう況きよう把は握あくに努つとめる。

　倒れている僕。その僕の腰にしがみついている女の子。しかも、頭のツインテールに見覚えがある。さっき校門から中を覗のぞいていた子だ。

　オーケイ、わかった。この子が校門のところから助じよ走そうつけて、僕にタックル喰らわせてくれたんだな。そして、もろともに倒れた、と。なんてことしやがるか。

　気がつくと周りがやけにザワついている。何かと思ったらその中心は僕らしい。そりゃそうだ。下校する生徒で賑にぎわう昇降口で、女の子にしがみつかれたままひっくり返ってるんだから。

（絶対悪い噂うわさがたつな……）

　あぁ、気が遠くなりそうだ。

「そういうのは学校じゃダメだと思う……」

　ゆこりん先輩までキター！

　しかも、どこから突っ込んでいいかわからないときた。ていうか、先輩、帰ったんじゃなかったっけ？

　僕は一いつ旦たん女の子をつれて、逃げるようにしてその場を離れた。




　とりあえず、彼女を敷地内にある空いているベンチに座らせる。見れば赤いチェックのスカートにブラウス、編み上げビスチェというどこかの私立校のものらしい制服を着ていて、明らかに部外者なのだが、ここなら人目も少なくて幾いく分ぶんかマシだろう。

「で、『助けてください』とか言ってたように思うんだけど、どうかしたの？」

　僕は彼女の前に立って聞いた。『悪いやつらに追われてるんです』なんてのは勘かん弁べん。肋ろつ骨こつにヒビはもうこりごりだ。

「実はわたし、高校受験を前に学校見学にきたんですが……」

「ていうことはキミ、中学三年生？」

「はい。卯う月づき学がく園えん中等部三年、宇う佐さ美み奈な津つと言います」

「うさぎ……」

　自然に彼女の頭に目がいく。何となくツインテールがウサギの耳っぽい。

「うさぎじゃなくて、宇佐美っ」

「あ、ごめんごめん」

　おおっと、泣きついてきたわりには意外に元気だぞ。

「それで？」
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「ええっと、事前に電話で見学の許可ももらっていたんですが、いざきてみたらちょうど下校の時間だったみたいで……」

「生徒がぞろぞろ出てくるもんだから入りにくかった、と？」

「はい……。それで先輩なら優しそうなので助けてくれるかと思って……」

　宇佐美さんは申し訳なさそうに答えた。

　しかし、そうは言うが、結局、最後は校内に突入して僕に突っ込んできたんだよな。意外にいい根性してるんじゃないか。

「まぁ、いっか。……わかった。職員室につれていけばいいのかな？　それとも事務所のほうがいい？」

「えっと、事務所のほうで」

「オーライ。じゃあ、行こうか」

「あっ、あの……っ」

　さっそく事務所へ向かおうとした僕を宇佐美さんが呼び止め──言った。

「その、できれば先輩が学校を案内してくれませんか？」
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　結局、僕が学校の中を案内することになってしまった。

　正直、面倒な役目ではあるのだけど、僕も入学してまだ三ヶ月、ぜんぜん縁えんがなくて未いまだに行ったことのない場所もあったりするので、これを機に見て回るのもいいかと思って引き受けた。

「宇佐美さんは来年、うちを受験するの？」

　通称『蜂はちの巣す校舎』と呼ばれる、世にも珍しい六角形の塔のような校舎を案内しながら僕は聞いてみる。

「いえ、まだ決めたわけじゃないんです。決めかねてるから一度見てみようと思って」

「ふうん」

　真ま面じ目めだなぁ。僕なんか成績と照らし合わせて決めて、学校は受験のときに初めて実物を見たものな。

　それからふらふらと特別教室や体育館なんかを見せて回ったが、ふと思いついて普通の教室も見にいくことにした。入学した後、自分がどんなところで授業を受けるのか知っておいたほうがいいと思ったからだ。

　見ず知らずの教室を開けるのも抵抗があったので、僕のクラスへと向かった。

「ここが一年の教し……」

　言葉が途中で詰まる。……中にサトちゃんがいた。もちろん、薬局の前にいる赤いゾウじゃない。人間だ。人間のサトちゃん。通称、宮里晶という。

「宮里、まだいたのか……」

　しかも、陰いん々いん滅めつ々めつたるオーラを放出しながらすすり泣いている。あれから三十分は経たってるっていうのに。なんて面白いやつ。

「どうかしたんですか？」

「見ないほうがいい」

　後ろから宇佐美さんが覗き込んできたが、僕は中を見られる前に扉を閉めた。

「ダメだ。見たらゾウが感う染つる」

「は？　ゾウ、ですか……？」

「そう、ゾウ。ここにいたらもれなく赤いゾウの災いが降りかかる。……さ、次に行こうか」

「はぁ……」

　宇佐美さんは力のない返事をする。

　きっと何が起きているかわからないのだろう。大丈夫。安心していい。僕だって何を言っているかわかってないから。




　ひと通り校内を案内して昇降口に戻ってきてみると、時間にして一時間くらい経っていた。生徒の姿はほとんどない。

「ありがとうございました。おかげでこの学校のことがよくわかりました」

「いーえ、どういたしまして。少しでも参考になればいいんだけどね」

「それはもちろんっ」

　宇佐美さんは元気よく応えた。

　かわいいなぁ。僕の周りでこういう元気でかわいいタイプの女の子が少ないので新鮮だ。背も僕よりも低いので、尚なお更さらそう感じる。

　と、そのときだった。

「那な……、千秋くん！」

　聞き覚えのある声に呼びかけられた。もちろん、司先輩だ。先輩は靴くつを履はきながら転げるようにして昇降口から飛び出してきた。何をそんなに慌てているのだろう。

「ちょっ、ちょっと千秋くん、誰なの、その子!?」

　げ、すでにスイッチ入ってる!?

「えっと、この子は卯月学園の中等部の子で、宇佐美さん。何でも学校選びの参考に見学にきたそうで。ちょっと縁があって僕が案内を……」

「え？　あ、そうなの？　……ふぅん、学校見学ねぇ」

　僕の説明に納得したのか、司先輩は視線を宇佐美さんに移した。僕もつられて彼女に目をやる。

　一方、宇佐美さんは、どこか不敵な感じの笑みを司先輩に返していた。……何だろう、これは。ここにきて初めて見せる、彼女らしからぬ表情だ。

「ええ、困っているわたしを、お兄様が親切にも助けてくれたんです」

「誰がお兄様だ!?」

「お、おに……っ!?」

　いきなり何を言い出すか。

　僕の横では司先輩が絶句している。だが、すぐにすーはーと深呼吸して、クールダウン。そうしてからおもむろに口を開いた。

「そう言えば、卯月学園って確か幼よう稚ち舎しやから高等部まであって、しかも、エスカレータ式よね？　そのあなたがうちを受験するのはおかしな話じゃないかしら？」

「ええ、そうですよ。でも、毎年一割程度はよその学校に移りますから。わたしももう決めました。来年、お兄様のいるこの学園に入ります！」

　宇佐美さんは高らかに宣言し──司先輩は今度こそ言葉を失なくした。

　何だかまたひと波乱ありそうな予感がするなぁ。
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　一学期最後の日、炎天下の終業式が終わり、僕ら生徒は各々の教室に戻ってきた。

　灼しやく熱ねつ地じ獄ごくから解放されたクラスメイトは皆一様にぐったりしている。

　ふと隣の席を見ると居内加代子さんが胸元からブラウスの中に下敷きで風を送っていた。さすがにこれは見てはいけないと思い、目を逸そらそうとしたがわずかに遅く、彼女と目が合ってしまった。

「……ごめん」

　僕が謝ると、居内さんは顔を赤くしてうつむいてしまった。

　それからあろうことか彼女は、黙って筆箱からカッターナイフを取り出すと、それを手首に当てたのだった。おかげでただでさえ暑いのに、それを止めるのにまたよけいなエネルギィを費ついやした。

（居内さんって相変わらずトリッキィな性格してるなぁ）

　ちょっとしたアルマゲドンを阻止してから僕は痛感する。

　そうしてるうちに担任の尾お崎ざき先生がきて、今学期最後のホームルームがはじまった。

　学期末なので、当然のように通知表が返ってくる。幸いにして成績は程よく上位。残念ながら、入試の結果がよくて特待生扱い、入学金免除の一夜には敵かなわなかったけど。

　そういえば、と遠目に宮里晶（通称サトちゃん）を見てみると、大口開けて豪ごう傑けつ笑わらいしていた。きっと赤点は免まぬがれたのだろう。周りのクラスメイトをぼこぼこ叩たたいて喜びを表現するのは迷惑極まりない。そろそろ本当にいかでびるに変身しそうだ。
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「明日から夏休みだぜ、一夜っ」

　ついにホームルームも終わり、おおよそ考え得るかぎりの学校の枷かせから解放されてテンション上がりまくりで一夜に声をかけた。

「そうやな」

　が、そんな僕とは対照的に一夜はいつも通りの──平べったく言うと低めのテンションで、答えてくれた。

「なに、夏休みが嬉うれしくないの？」

「そういうわけやないけどな」

　机に出していた筆記用具なんかを鞄かばんに片づけながら、一夜は淡々と答える。そんな抑揚のない言い方をされても説得力はない。

「休みは休みで憂ゆう鬱うつになる要素があるってことや」

「ふうん」

　それってなんだろうな。

「あ、そうだ、思い出した。円まどか先輩がさ、八月に女バスの大会があるからふたりで応援にこいってさ。……どう？　一夜、行けそう？」

「都合つけるわ。行かんとうるさそうやし」

「あはは、そりゃそうだ」

　これに関しては苦笑いするしかない。円先輩もわりと強引な人だから。でも、ああいうぐいぐい引っ張っていくタイプはクラブの主将としては頼もしいのかもしれない。

　と、そのとき、スラックスのポケットの中でスマートフォンがブンブン唸うなって着信を告げてきた。すぐに止まったのでメールだろう。

「あ、司先輩だ」




『少し遅くなるかもしれないけど昇降口で待っていること』




　さっそく開いてみれば、軽く命令形だ。

　僕の知ってる上級生はコレ系ばっかりか。しかも司先輩の場合、円先輩とちがって無む闇やみに人を振り回しているだけって感じだ。なんつーか、ジャイアントスイング？

「悪い、一夜。今日は先輩と帰るよ」

「かまわん。どうせそんなことやろうと思たし」

　そう言うと一夜は鞄を持って立ち上がった。帰る準備はとうにできていたのに、僕がメールを読み終わるのを待っていたようだ。

「またテキトーに連絡するわ」

「うん、そうして」

　お疲れサン、と一夜はひと足先に帰っていった。──さて、僕も行かないと。

「う[image: ]……」

　僕の机にはまだ筆記用具やルーズリーフが出しっぱなしになっていた。一夜としゃべってばかりで片づけ忘れていたのだった。




　慌てて昇降口に出てきたが、まだそこに司先輩の姿はなかった。そう言えば少し遅れるようなことが書いてあったな。ただ、その代わりちがう人物を見つけてしまった。

　髪型こそツーテールストレートに変わっているが、あれは正しく宇佐美奈津。

　彼女は、今日は自転車できたのか校門から少し入ったところに自転車を置いて立っていた。赤のプリーツスカートに白のブラウス、赤いチェックの編み上げビスチェは卯月学園の制服なのだろう。てことは学校帰りか。

　一週間前のドタバタを思い出す。これは身を隠したほうが得策か。と思ったけど、時すでに遅し。

「お兄様！」

　くんな、ばか。大声で叫ぶな、うさぎ。あと、お兄様って言うな！

　僕を見つけた宇佐美さんがこちらに向かって走ってくる。否、突っ込んでくる。

「お兄様！」

「ていっ」

　宇佐美さんの突撃チヤージを軽くうっちゃる。

　進行方向を変えられた彼女は危うく植え込みに突っ込みかけたが、ふん、と踏ん張ると、再びこちらに向き直った。

　僕も身構え──互いに無言で間合いを取る。

「あっ、あそこに片瀬先輩が」

「え!?」

　宇佐美さんが指さす先を見る。が、司先輩はいない。

「隙すきありっ」

　うわあ、なんて古典的な手だ。そして、なぜ引っかかるか、僕!?

　慌てて顔を戻すと──しかし、そこには襟えりを摑まれて猫のように摘つまみ上げられている宇佐美さんの姿があった。辛うじて爪つま先さきが地面についているが、それでは身動きが取れないようだ。

「あうぅ～」

　吊つるされて情けない声を上げる宇佐美さん。

「このお嬢さんが襲いかかっているように見えたから捕まえたんだが、よけいなお節せつ介かいだったか？」

　おさまりの悪そうな波打った癖くせっ毛けが特徴の、香か椎しい先輩だった。

「いえ、助かりました」

「そうか。……それで、もう下ろしていいだろうか？」

「えっと、暴れなければ野に放ってもいいんですが……」

「だそうだ、お嬢さん。他校の敷地で人を襲うのは感心しないな」

　香椎先輩は年上らしく静かに諭さとす。

「あい。宇佐美、もう暴れません」

　そう宣言しながら肩まで上げた両手は、まるで降参のサインのようだった。そうして解放された宇佐美さんは、さすがにもう暴れるようなことはなかった。

「じゃあ、俺はこれで」

「あ、はい。どうもありがとうございました」

「あ、そうそう──」

　帰りかけた香椎先輩が、何かを思い出したように足を止め、振り返った。

「片瀬から伝言。あと十分くらいで行くから拾い食いせずに待っているように、とさ」

「あ、そうですか」

　先輩、僕のことなんだと思ってるんだろうな。犬猫程度にしか思ってないんじゃなかろうか。一度聞いてみたくなってきた。

　そんなことを思っているうちに香椎先輩は、今度こそ本当に帰っていった。

「さて、と──宇佐美さん、今日は何しにきたの？」

「そんな『宇佐美さん』なんて他た人にん行ぎよう儀ぎな。宇佐美のことは気軽に『奈っちゃん』とお呼びください。宇佐美も先輩のことは親しみを込めて『なっち先輩』と呼びますので」

「わかった。落ち着け。僕も張り倒したい衝しよう動どうを抑えて落ち着くから」

「もう、先輩、冗談ばっかり」

「……本マ気ジだ」

「えっとぉ、宇佐美が何をしにきたかというとですね、千秋先輩──」

　よしよし、人間ときには引くことも大事だ。

「もちろん千秋先輩に会いにきたのです。先週会った翌日から下校時間を狙ねらって毎日待ってたのに、ぜんぜん会えなくて寂さびしかったです」

「そりゃテスト休みだったからね……」

　ご苦労なこった。下校どころか登校さえしていない。

「それはいいんだけど、会いにきたって、僕に何か用でも？」

「や、用と言うほどでもないんですけどね。来年はこの学園に入って千秋先輩の後輩となるわけですし、今のうちに交流を深めておこうかと。そうすれば入学後すぐに『お兄様』、『奈津』と呼び合う関係に……」

「なるかっ」

　そんな特殊な関係なんて願い下げだ。

「あら、いったい何を騒いでいるの？」

　と、そこに現れたのは司先輩だった。

　今日は以前と打って変わって静かな登場。ただし、心なしか顔が能のう面めんのようだ。その司先輩は宇佐美さんを一いち瞥べつしてから、僕に聞いてきた。

「何これ、拾ったの？　拾い食いはダメって伝えてもらったはずだけど？」

「いや、拾ってないし喰ってもないです」

　司先輩はもう一度宇佐美さんを見る。特に睨むというわけでもなく、ただじっと。

　対する宇佐美さんもその視線を正面から受け止めて見つめ返す。が、やがてその彼女がかすかに口の端はしを吊り上げ、笑みを見せた。……まただ。先日も見せた、あの不敵な笑み。さっきまでの宇佐美さんとは別人のようだ。

　やがて彼女は僕に向き直った。一転して、愛らしい笑顔。

「それじゃあ千秋先輩、今日はこれで帰ります。また今度遊んでくださいね」

「はいはい。君が暴れなければね」

「はーい」

　と、かわいらしい返事をして宇佐美さんは自転車に向かって走っていく。が、少しして「ぎゃっ!?」という小さな悲鳴が聞こえてきた。

「先輩、先ぱーい！」

　こちらに左手を振って、右手は自転車を指している。応援を求めているようだ。

　何かと思って行ってみると、自転車の籠かごに猫が入っていた。籠いっぱいに毛皮が詰まっていて、その上に首が載っているものだから、けっこう不ぶ気き味みでびっくりする。

「またこんなところでとぐろを巻いて……。これ、うちの学園に住み着いてる半ノラ。自転車の籠に入るのが趣味らしいんだ」

　おしえてやりながら猫を取り出す。……重っ。また太りやがったな。この猫、昼休みになると中庭で弁当を食べている生徒のところにやってきては食べものをもらって各グループを渡り歩く。二重取り、三重取りどころの騒ぎではなく、今では立派なでぶ猫だ。大好きな籠に入れなくなっても知らないぞ。

　地面に下ろしてやると、鳴いているのか欠伸あくびしているのかよくわからない間延びした声を上げて去っていった。

「あー、びっくりした……」

「だろうね」

　あの趣味のおかげで自転車置き場では被害が続出。女の子の中には触れない子もいるようで、僕も何度か取り出してあげたことがある。

「それじゃあ」

　そして、宇佐美さんは気を取り直して自転車で走り去っていった。
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　駅までの道を、カツカツと歩調も荒く司先輩が歩き──それを僕が追いかける。

「先輩、待ってくださいよー」

　が、ぜんぜん追いつかない。たぶん待つ気はさらさらないのだろう。しかも、返事もないところをみると、どうやら怒っているっぽい。

　何がいけなかったのだろう？　やっぱり宇佐美さんだろうか。とは言え、僕、普通にしゃべっていただけだぞ？　むぅ、わからん。

　しばらくすると司先輩が歩く速度を落とした。だけど、どうも横に並べるような雰囲気ではなかったので、僕は黙って後ろをついていった。やがて──、

「那な智ちくんは──」

「はい？」

「那智くんはいったいわたしの何ですかっ」

　先輩が立ち止まり、振り返りながら聞いてくる。腰に当てた手は怒っていることを示しているのだろう。双そう眸ぼうで睨んでくるが、相変わらず拗すねているようにしか見えない。

　ここで『後輩』なんて答えたら何をされるかわかったものじゃない。……わかった。恥ずかしいのを我慢して言おうじゃないか。

「彼氏──」

「ちがいます。未来のダンナ様ですっ」

　先輩、あなたはどこまでも僕の上を行くのですね。……改めてそれを口にされると顔の表面温度が上がってしまう。

「わかってますかっ」

　びしっと指を鼻先に突きつけられた。

「は、はい、もちろんです」

[image: ]

　そう答える僕を、司先輩はじっと見つめてくる。まるで言葉の真偽を確かめるように。その迫力に圧おされて僕の口からは「あはは……」と、かすれ気味の笑いが漏れる。

「じゃあ、夏休み中のデートは週に一回！」

「はい？」

　え、なに、そのノルマは!?

「わかった？」

「は、はい……」

「ん、よろしい」

　先輩は満足げにうなずいた。

　ま、いっか。とりあえず先輩の機嫌が直ったみたいだし。
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　夏休みが着々と消費され──八月の上旬の今日は、円先輩率いる女子バスケットボール部の試合がある日だ。本日の予定はその応援となっている。

　正確には県大会の第三回戦、及び、勝てば午後から第四回戦。一、二回戦は「そんなところで負けたらカッコ悪いから見にこなくていい」と言われて観戦は断られた。幸いにしてそこは圧勝したらしく、めでたく僕らは応援に行けることになった。

　まずは一夜と合流だ。昨日の晩、電話で乗る電車と車両を決めておいたので、それに合わせてホームで待つ。減速しながらホームに入ってきた電車の窓に見慣れた頭を見つけた。後ろ姿だけど相変わらず本を読んでるとわかる。

　電車に乗り込んでからドアふたつ分を歩いて一夜に近寄った。

「おはよう、一夜」

「おはようサン」

　読んでいた本を閉じて、一夜は挨拶を返してくれた。




　電車が降りるべき駅に着くと、そこから徒歩十分ほどのところに体育館はある。

「中なか浜はま体育館って久ひさしぶりにきた。中三のときの総体以来だから十ヶ月ぶりくらい、かな？　あっ、あの猿山、懐かしー」

　敷地内になぜかある猿山。そこに近寄ろうとしたら、むんずと襟を一夜に摑まれた。

「それは後にせぇ。人待たせとるんやろが」

「おおぅ、ソウデシタ」

　と言いつつも、少し名残なごり惜おしい。

　中学のとき、バスケの大会はたいていこの中浜体育館で行われたので、わりと馴な染じみ深い。空き時間があるとこの猿山にきては猿で遊んでいた。持ってきた弁当の中からテキトーに見み繕つくろって、餌えさを投げ与えたりしたのもいい思い出だ。

　大体育館の入り口では司先輩が待っていた。

「おはよう、ふたりとも」

「おはようございます、司先輩」

　司先輩は僕らの姿を見つけると、にっこり笑ってくれた。

　本日の司先輩はタンクトップの上にホルターネックカシュクール、裾すそにフリルのついたタイトな感じのミニスカートという夏らしい恰好だ。

　そして、手には大きめのバスケットを持っている。

「何ですか、それ」

「簡単だけど、お昼ご飯のサンドウィッチ。無駄にならなければいいんだけどね」

「ですね」

　午前の第三回戦で敗退すれば応援する僕らも撤収。サンドウィッチの出番はなくなってしまう。司先輩お手製のサンドウィッチを食べるためにも、円先輩たちにはぜひともがんばってもらわねば。

「ま、あの先パイやったら大丈夫やろ」

「ええ、そうね」

　司先輩は、一夜の言葉にくすりとひとつ笑ってから、先頭に立って体育館の中へ入っていった。

　コートではもう両校ともアップがはじまっている。僕らは図ずう々ずうしくも関係者ヅラしてすぐ近くまで寄っていった。

「よっ。悪いね、わざわざ応援にきてもらってさ」

　円先輩が僕らに気づき、こちらに駆かけてきた。

「気にしないで。どうせ那智くんとデートのついでだから」

「ああ、そうかいそうかい。アンタは昔からそういうやつだったよ、ちくしょう」

　円先輩はむっとした顔で司先輩を睨んだ。が、すぐに笑顔に戻った。司先輩も笑っている。このふたりなりの挨拶だったらしい。

「どうですか、円先輩、調子は？」

「ん、上々だよ。この試合は問題ないと思ってる。心配なのは午後だね。たぶん勝ち上がってくるだろう相手に、ウチらまだ一回も勝ったことないんだ」

　円先輩は深刻な顔でそう語る。あまり見たことのない、女バスの主将としての顔だ。

「ま、今悩んでも仕方ないか。まずはこの試合を勝たないとね。応援頼んだよ」

　それから円先輩は、ここにきてまだひと言も発していない一夜に向き直った。

「遠矢っちも。今日もよろしくね」

　が、一夜は黙っている。

「円、いま軽く口が滑ったんじゃない？」

「あ……」

「……アホ」

　司先輩の指摘に円先輩と一夜がそれぞれに反応を見せる。そして、不ふ覚かくにも僕は先輩の言う『口が滑った』部分がわからなかった。

　円先輩は少し慌て気味にコートのほうに向いた。

「はいはい、手を止めるんじゃないよっ。アップはちゃんとしとく。特に三年は機会があればどんどん出していくからね」

　こちらの様子を窺っていた部員に檄げきを飛ばす。

　よく考えれば、それはここでしゃべっている円先輩の台詞せりふではないような気がした。

「そうだ、遠矢っち。ここは一発手でも振ってやってよ」

「……断る」

「いいじゃないの、減るもんでもなし。ほらほらっ」

　そう円先輩に促されて一夜は渋々ながら片手を軽く上げた。そんなのでもアップ中の三年の半分以上が手を振り返してくるのだから一夜の破壊力は絶大だ。

「おし、じゃあ、次はなっちいってみようか」

「ええぇ、僕もー？」

　なぜか僕もやる羽目に。応援してます。がんばってください、との意味を込めて笑顔で手を振る。……おお、びっくり。何人か手を振り返してくれたぞ。もちろん、一夜には敵うべくもないが。

「円、そのために那智くんたちを呼んだのね」

「細かいこと気にしないの。ちょっとした景気づけだよ」

「もうっ」

　司先輩は頰を膨ふくらます。

　ま、僕としてはこの程度でがんばってくれるなら、おやすいご用ではある。

「その代わり結果は出すからさ。ま、見ててよ」

「ええ、そうさせてもらうわ」

　そうして僕らは一階観客席の中程に上がった。
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　最初の試合は、円先輩が自信満々だっただけに、圧勝で終わった。

「ちょうどいい時間になったわね。お昼にしましょ。遠矢君の分もあるからね」

　司先輩が言うと一夜は無言でうなずいた。……お前、僕にはそれでいいけど、先輩にはちゃんと言葉で返事しろよな。

「先輩、飲みものはないですよね？　じゃあ、僕、買ってきます」

「あ、そうしてくれる？　さすがに三人分は持ってこれなかったの」

　先輩の返事を聞いて僕は立ち上がった。座っていたイスを乗り越え、一度空あいている後ろの列に移ってから通路に出た。

「行儀が悪いわよ」

　先輩に怒られた。いや、だって真ん中に座ってて出にくかったものだから。

　笑って誤ご魔ま化かして自販機コーナーへ行く。以前、一夜にコーヒーを頼まれて甘いカフェオレを買っていったら、「これはただのコーヒー牛乳だ」と怒られたことがある。それでも顔をしかめながら飲み干した一夜は律儀だと思った。

　だもんで、ふたりには無む糖とうのコーヒーを買った。僕はカフェオレだ。

　缶を三本抱えて席に戻る途中、遠目に観客席を見ると一夜と先輩が並んで座っていた。ひとつ空席を挟んでの会話はやりにくかったのか、さっきまで僕が座っていた席に一夜が移ったようだ。

（先輩と一夜ってどんな会話をするんだろう？）

　そんなことを考えながら歩を進める。が、ふたりのもとに辿たどり着くと、僕は思わず動きを止めてしまった。

　司先輩と一夜が並んでいるととても絵になるのだ。一夜は知的で落ち着いた雰囲気があって年齢よりも大人びて見えるし、先輩は先輩で『聖せい嶺れい一いちの美少女』と呼ばれるくらいだ。たぶん、こういうのを似合っていると言うのだろう。僕ではこうはいかない。

「どうしたの、那智くん」

　考え込む僕を心配してくれたというのに、よりにもよって出てきた答えはどうしようもないものだった。

「……一夜、そこ、僕の席」

　何を考えているんだろうな、僕は。

「お前は小学生か……」

「小学生でもいい。僕はそこに座る」

　持っていた缶を一度司先輩に預けてから、僕は一夜が空けてくれた席に座った。

　先輩も一夜も何も言わず、沈黙。僕のせいで空気が悪くなったのかと思ったが、一夜はいつも通りだったし、司先輩はくすくすと笑いながら頭を撫なでてきた。結局、僕ひとりが居心地の悪い思いをしただけだった。

　買ってきた缶コーヒーをわけて、サンドウィッチで昼食をとる。

「おっ、サンドウィッチ？　いいねぇ」

　と、そこにクラブのジャージにＴシャツ姿の円先輩が現れた。

「お疲れ様でーす」

「ん。なっちも応援ありがとね」

　円先輩はひとつ後ろの列のイスに腰を下ろした。

「円、お昼は？」

「どうしよっかなって思ってる。あと二時間ちょいで次の試合なんだよね。トーナメントも上のほうにくると時間が詰まって大変だわ」

「じゃあ、これ少しつまんでいく？」

「そだね。そうさせてもらおっか」

　円先輩は、司先輩が差し出したバスケットにさっそく手を伸ばし、ひとつ摑んだ。

「次勝てばベスト４でしたっけ？」

「うん、そう。そこまで勝ち上がれたら文句なしなんだけどね。……よし、じゃあ、行くわ。うちの点取り屋スコアラーがスリーポイントシュート大会に出るんだ。応援しなきゃね」

　確かにコートのほうを見るといろんな高校の選手が集まってきていた。高校生の大会では恒例の行事だ。因ちなみに、これが男子になるとダンクシュート大会になる。

「司、サンドウィッチ美お味いしかったよ」

　最後に円先輩は一夜から缶コーヒーを奪って喉のどに流し込んだ。

「ま、がんばり」

「まーかせて」

　コーヒーを返しながらの一夜と円先輩のやり取り。

　そして、円先輩は軽い足取りで観客席の階段を駆け下りていった。
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　残念ながら、ベスト４の壁は予想以上に厚かった。

　前半で大きく点を離され、後半かなり追い上げたものの、ついに点差がゼロになることはなかった。きっと後半だけ見たら相手校の倍は点を取っていただろう。特に最後のワンプレイ。円先輩のコースト・トゥ・コーストのシュートは目に焼きついている。

　だけど、負けてしまえばそれで終わりだ。特に聖嶺学園は進学校ということもあって、三年は体育科であっても夏以降のクラブ活動は原則禁止されている。円先輩にとって実質これが最後の大会となった。

　円先輩は涙を流す部員にひとりずつ声をかけて慰め、励はげましている。

　締しめ括くくりとして部員全員で一列に並び観客席に礼をした。僕たちを含め応援していたもの皆で彼女たちに拍はく手しゆを送った。

「俺、先に帰るわ」

　拍手が終わると一夜が立ち上がった。

　司先輩と僕は、円先輩たちがコートを出ていくのを最後まで見守ってから帰ることにした。




「ほーら、取りにこい」

　僕がパンの欠片を猿山に放り込むと、さっそく二匹の小猿が走り寄ってきた。

「あ、こらっ。取り合いをするんじゃない」

　慌ててもうひとつ投げ込む僕。図らずもそれが片方の小猿に当たり、おかげで餌がもうひとつあることに気づいてくれた。無事争いは避けられ、それぞれの餌を頰張る二匹の小猿の姿に僕は頰を緩める。

「円、残念だったわね」

「そうですね」

　でも、仕方がない。大会はそういうものだ。どこかが勝てばどこかが負ける。勝者の横には敗者がいるものだ。そんなことを言い出したら残念じゃないのは頂点に立った一校だけになってしまう。

　だから僕は、今日の試合が円先輩にとって悔くいのないものであったことを願うだけだ。

「那智くんはどうだったの？」

「僕？　もちろん、僕も悔いは残しませんでしたよ。三回戦で負けたけど、最後の最後でスタメンで出してもらえたし」

　でも、第三クォータまでにファウル四つもらって身動きが取れなくなって、最後には５ファウルで退場したけど。それでも全力でやった結果なので後悔はない。

「で、これがそのとき履いていたバッシュです」

　僕は履いているバスケットシューズを見せる。

　当時はだいたい一年保もたないペースで履きつぶしていたので、三回買い換えてこれが四足目のバッシュだ。総体が終わって引退した後は普通の靴として使っている。

「さて、これからどうしようか？　今週分のデートしとく？」

　司先輩は気持ちと話題を切り換えてきた。……出たな、謎なぞのノルマ制デート。

「いや、できたら日を改めてほしいなぁ、と」

「今日は何か用事？」

「そういうわけじゃないんですけどね。もう夕方だし、別の日にすればもっと長く一緒にいられるかなと思ったり思わなかったり……？」

　僕がそう言うと司先輩は心底意外そうに、目をぱちくりさせた。

「あら、珍しい。那智くんがそんなこと言うなんて」

「あのですネ、僕だっていやいやつき合ってるんじゃないんですよ」

　ちょっとむっときたぞ。……わかった。僕だって先輩に振り回されてばっかりじゃないってところを見せてやる。

「仕方がないわね。那智くんがどうしてもって言うんなら、じゃあ、今日はどこかでお茶するだけにしましょ」

「それもカウントしますよ」

「……う」

　司先輩は歩き出していたその足をぴたりと止めた。

　よし、僕のほうが優勢だ。心の中でしてやったりと舌を出す。が、それも束つかの間ま。

「ええ、いいわよ。だったら、わたし、ここからはひとりで帰るから。一緒に歩いているだけでデートだなんて言われたら困るもの。どーぞ、那智くんもひとりで帰ってください」

「う、うぇ？」

　これは思わぬ展開だ。

　思考が沈ちん滞たいしてしまっている僕を残して、司先輩はすたすたとひとり歩いていってしまう。

　そして、十歩ほど歩いてから先輩がくるりと振り返った。

「べー、だ」

　逆に舌を出されてしまった。

「あ、いや、冗談っ。冗談ですってば、先輩」

　僕は慌てて司先輩を追いかけた。

　どうやら僕はこういう駆け引きには向いていないらしい。
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　夏休みも後半戦に入り──お盆過ぎ。今日は司先輩と一緒に夏祭りに行くことになっていた。夏休みに入って、これでかれこれ四度目のデートになるか。

　待ち合わせは、午後五時に駅前。

　駅と言っても先輩の家に近いほうの駅だけど、所しよ詮せん離れているのはひと駅程度。夏休みで通学定期が切れていることもあって、僕はマウンテンバイクで突っ走った。

　到着したのは四時二十分。……張り切って早くきすぎだ、僕。




　自転車はテキトーなお店の前にでも停とめておく。市に撤てつ去きよされないように願いを込めて、二度ほど柏かしわ手でを打っておいた。そして、先輩を待つ。

　夏祭りはこのあたりでいちばん大きな公園で開催されるので、けっこう人が集まってくる。見ていると浴衣ゆかた姿すがたの女の人が何人も改札から出てきていた。

（あの恰好で電車に乗るのか。なかなか豪快だな）

　今日という日だから突飛な光景でもないんだろうけど。

　そう言えば、前に先輩を待っていて派手なお姉さんに捕まったことがあったっけ。いやなこと思い出したな。思わずあたりを見回す。が、特に異常なし。

　繁はん華か街がいなら兎とも角かく、さすがに地元であんなのは生息していないか。ほっと胸を撫で下ろす。と、そのときだった。

「お兄様──っ」

　ちくしょう。野の良らうさぎがいやがった。

　振り返るとうさぎこと宇佐美奈津がこちらに向かって走ってきていた。白に黄色をアクセントにしたパーカーに白のショートパンツ。健康そのものの足にはニーハイソックスと、これまた白のブーツ。走るのにあわせて頭のツインテールがリズミカルに揺れる。

　彼女は僕のそばまでくると、ぴょんと跳んで両足で立ち止まった。何か言ってほしそうににっこり笑ったまま待っている。

「出たな、元気うさぎ」

「誰がうさぎですかっ！　……って、指をさすなー」

　両の拳こぶしを上から下に振り下ろして、力いっぱい抗議された。

「いや、ほら、頭がそれだし、名前もうさぎだし」

「宇佐美です！　う、さ、みっ」

　あ、ヤバい。こいつ反応がよくて面白い。

「ひどいですよぉ、先輩。そうやって会うなり宇佐美をいじめるなんて」

　今度は頰を膨らませてふくれっ面になる。

　確かに彼女の言う通りか。過去二回の接触によい印象がないとは言え、あまり邪じや険けんにすることもないか。

「ちょっと調子に乗りすぎたな。反省」

「では、これから宇佐美のことは奈っちゃんとお呼びください」

「君もあんまり調子に乗ってると刺すよ？」

　思わず笑顔で言ってしまった。

　とは言え、彼女のことをどう呼んだらいいのか決めかねていたのは確かだし、『奈っちゃん』あたりがいちばんしっくりくるのかもしれない。

「ところで、先輩はこれからどこかお出かけですか？」

「うん、学校の先輩とちょっと夏祭りにね」

「おおっ、夏祭り！」

　そう言って奈っちゃんは手を叩く。そうしてから彼女はお尻のポケットから手帳を取り出すと、しゃがみ込んで何やら中を見はじめた。上から見ると予定らしきものが書き込まれている。その手帳を見て「これはキャンセルできるから」とか、「この予定を繰り下げて」とか、ぶつぶつと独り言を漏らしながら考え込む。

　やがて、ぱたんとそれを閉じて立ち上がった。

「奇遇ですねー。実は宇佐美もこれからそのお祭りを見にいくんですよー」

「噓うそつけっ。今、明らかに予定を調整してたじゃねぇかっ」

　ていうか、中学三年生にして何でそんなに多忙なんだ？

「行くのは勝手だけど、ひとりで行ってくれよ？」

「えぇー、宇佐美も一緒につれて行ってくれないんですかー？」

「うん、まぁ、そこはあれだ。大人の事情ってことで」

　要するに司先輩とふたりのところを邪魔されたくないし、これをつれて行くと身の毛もよだつ災さい厄やくに見舞われそうな予感がしてならない。本音を言うと、今すぐお帰りいただきたいくらいだったりする。

「むー。仕方がありません。今日は諦あきらめます。せっかくのお祭りもこの恰好じゃ風情ふぜいがありませんし」

　そう言うとパーカーのポケットに手を突っ込んだまま、僕に見せつけるようにして小さく胸を張った。その仕し草ぐさは素直にかわいいと思う。

「その代わり今度、聖嶺の学園祭に招待してください」

「学祭？　別にいいけど、そんなの勝手にきて勝手に入ったらいいだけじゃないの？」

「ちがいますよ。招待状をくださいっていう意味です。……あれ？　もしかして知らないんですか？　聖嶺の学園祭に入るには招待状がいるんですよ」

「あぁ、思い出した」

　生徒が学園祭に招待できるのは親族以外には三人までということになっている。その際に配られるのが招待状で、裏には生徒の名前の記入が必要らしい。さすがは私立。管理が厳しい。

「しかし、まぁ、よく知ってるね、君は」

「もちろんです。宇佐美、来年は聖嶺を受けるんですから、これくらいの下調べは当然です」

　やっぱ受けるのか。今のまま卯月学園にいればいいのに、と思う。聖嶺とは比べものにならないくらい正しよう真しん正しよう銘めいの名門校で、高等部に上がる試験すらないのに。

「わかった。かまわないよ、招待状くらい」

「やたっ。約束ですよ、約束。今度もらいにいきますからねっ」

　招待状ひとつでそんなに喜ばんでもよかろうに。

「約束を破ったら、畳たたみ針ばり一本飲み込んでもらいますからね」

「リアルに痛そうじゃねぇか。……はいはい。わかったから、今日のところはお帰り」

「はーい」

　手を上げて元気よく返事をすると奈っちゃんはロータリィのほうへ駆け出す。そして、そこに待たせていたらしい黒塗りの車に乗り込んだ。……おいおい、大丈夫か？　実は誘拐されていて、本人にその自覚がないとかいうパターンじゃないだろうな？

「ま、いいか」

　あれで奈っちゃんも意外にしっかりしてそうだもんな。

「何がいいの？」

「うわあっ！」

　突然の背後からの声に驚いて振り向くと、そこに浴衣姿の司先輩がいた。

　赤い浴衣姿。

　髪はいつも通りブラウンで、ふわふわウェーブにリボンふたつだけど、それでも不思議と似合っている。春すぎくらいからデパートのショウウィンドゥで、あまり日本人っぽくないマネキンが浴衣を着ているのを何度か見かけたけど、それを思い出した。

「誰かいたの？」

　僕が見ていたロータリィの方に目をやりながら先輩が言う。

「ちょっと友達が。でも、用があるって帰りました」

「あ、そうなんだ。……じゃあ、行きましょうか」

　さっそく司先輩とともに足を踏み出した。

　僕たちのように駅で待ち合わせ、もしくは、電車できて祭りに向かう人がけっこう多いらしく、その人の流れに乗って歩く。

「先輩？　二学期には学園祭があるんですよね？」

「ええ。毎年九月最後の土日がそうよ」

「やっぱり先輩もクラスで催もよおしものとかやったんですか？」

「もちろん。一年のときは美術科らしいものをって絵の展示をしたんだけど、これがまた面白くなくてね。絵が好きな人がきて熱心に見てくれるんだけど、こっちはぜんぜん盛り上がらなくて……」

　当時のことを思い出したのか、司先輩は小さなため息を吐ついた。

「それを踏まえて二年ではクレープ喫きつ茶さをやったの」

「喫茶店……」

　と言うことは、先輩はウェイトレスの恰好とかしたんだろうか。そんなことを考えてると頭に団扇うちわが、ゴツン、と振り下ろされた。

「変な想像しないの。普通に制服にエプロンでした」

「う、うぃ……」

　縦は痛いです、先輩。

「それにわたしはクラブの出しものがあって、クラスにはほとんどいなかったわ」

「クラブ？　先輩、何かクラブに入ってたんですか？」

「那智くん、知らないんだ？　それもそっか。このところずっと那智くんにかまけてばかりで、ぜんぜん顔を出してなかったものね。今年もやるつもりだから、じゃあ、当日のお楽しみってことにしておきましょ」

　そう言うと司先輩は、口くち許もとを団扇で隠して楽しそうに含み笑いをした。

　こんな言い方をするくらいだから美術部なんてありきたりな答えじゃないんだろうな。先輩が入ってると意外なクラブってなんだろう？　うーん、思いつかない。

　そうこうしているうちに目的地はもう目の前に見えてきていた。




　夏祭りは公園のグラウンドでやっている。

　中央に矢倉が組まれ、それを囲んで盆踊りが行われ──そのグラウンドをぐるりと取り囲むように屋や台たいが並んでいる。僕らはその屋台で射的をやったり、金魚すくいに挑戦したりして楽しんだ。

　それがひと通り終わり、今、僕たちはグラウンドの横のなだらかな斜面を登っていた。

　グラウンドを見下ろせる場所に芝生しばふと小こ径みちで構成された公園があり、そこからあちこちに緑道が延びているのだ。

　祭りの締めには花火が上がる。それを見るために見晴らしのいい場所に行こうと思っているのだけど、考えることはみんな一緒。階段はもう人がいっぱいで座ることはおろか通ることもできない。だから、こうして斜面を登っている。

「先輩、こっちです」

　浴衣で歩きにくそうにしている司先輩に手を差し伸のべる。

　危ないからと思って手を取っただけなんだけど、先輩が強く握ってくるものだから、手を繋つないでいることを妙に意識してしまった。

　上にあがると、案の定、ベンチや藤ふじ棚だななどのいい場所はとっくに取られていて、仕方なく僕らは斜面にハンカチを敷いて腰を下ろした。

　ほどなく花火がはじまった。

　観客が口々に歓声を上げる。が、やがて驚くことにも飽きて、次々と打ち上げられる花火にただ黙って見入っていた。

　その最さ中なか、僕は司先輩の横顔を見た。

　花火を見上げる先輩の顔はやっぱりきれいだった。でも、その目は花火に向けられていて──だから当然、僕を見ていない。少し寂しさを覚えた。

　僕は再び花火に目を向ける。

　と、不意に司先輩が体を寄せてきた。僕の肩に頭を乗せるようにしなだれかかってくる。

「那智くん、今、わたしを見てた」

「っ!?　み、見てたんですか？」

　思いがけない言葉に僕は驚く。

「わたしはいつも那智くんを見てるわ」

　何だろうな。この見透かされているような感じは。もしかしたら僕が寂しいと思っていたことすらも見透かされているのかもしれない。

「ねぇ、那智くん……」

　呼びかけられ僕は司先輩を見た。先輩も僕を見ていた。

　それは初めて見る目だった。少し潤うるんでいるようで、熱っぽい視線。どんな魔力が秘められているのか、僕はその瞳ひとみから目が離せない。

「みんな上を向いているから……」

　そう言って司先輩は目を閉じた。

　それがどういう意味なのか十分にわかっている。いつかはこうなりたいと思っていたワンステップ。だから、緊張することもなく、頭は奇妙に冴さえていた。

　そして、僕はそれに応えるように唇を重ねた。
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　夏の大会で敗退した日のこと。

　四し方ほう堂どう円まどかは戸締まりを確認してから、最後に部室を出た。

　かたちとしては試合会場で現地解散だったが、持ってきた練習用のボールやその他の備品を片づけるため部員の半数ほど引きつれて学校に戻ってきたのだ。その後はミーティングと称してお菓子とジュースを持ち寄って、おしゃべりばかりをしていた。

　おかげでクラブハウスを出たころには、もう夜よるの帳とばりが降りはじめていて──その薄うす暗くら闇やみの中で、円は校門の門柱にもたれて立っている人物を見つけた。

「よっ、遠とお矢やっち。こんなとこで何やってんのよ？」

「ただの通りすがり」

　円が聞くと、一いち夜やは面白くなさそうな調子で答えた。だからと言って、実際に何か面白くないことがあったわけではない。これが彼のデフォルトなのだ。

「そっか。……それで、どれくらい待った？」

「二時間弱ってとこやな」

「アンタね、メールくらい寄こしなさいよ。こっちはアンタが待ってるとはつゆ知らず、部室でプチ送別会やってたっての」

　呆あきれた円の口からため息が漏もれる。

　とは言え、自分を待ってくれていたのだからこれ以上文句を言うことはできない。

「で、アタシに何の用よ？」

「いや、俺はただ通りかかっただけやから」

「なるほど。言い張るわけね」

　前触れもなく一夜が歩きはじめる。このまま自分が動かなかったらどうするのだろうと円は考えたが、彼がかまわず歩き続けて自分だけが取り残されるシーンが容易に想像できた。だから、円はそのプランを試すことはせず、すぐに自分も足を前に進める。

　命題への結論があまりにも簡単に出たため、結果、ふたりの歩き出すタイミングに明確なタイムラグは生じなかった。

「今日は悪かったわね、せっかく応援にきてもらったのに」

　駅に向かって歩きながら円が先に口を開く。

「しゃーない。勝ち続けるやつなんておらん。戦ってればいつかどこかで負けはくる」

「ま、そうなんだけどさ。……で、どうだった、今日のアタシは？」

「最後のプレイは見事やったて那な智ちが言うとったわ」

「それってなっちの感想でしょ？　アンタはよ」

　円の質問に一夜は数秒思考した。

「……クラブの主将も大変やな」

　味も素っ気もない感想が一夜の口から発せられる。

「泣いてる部員を慰なぐさめて、励はげまして──」

「ま、それも主将の仕事のうちってね」

「でも、その主将は誰が励ましてやるんやろな。同じように悔しいはずやのに」

　その言葉に驚いて円は一夜を見たが、相変わらず無表情のまま。端たん整せいな顔は前だけに向けられていた。

「え、なに。アンタ、もしかしてアタシのこと心配してきてくれたの？」

　言葉にして問うてみるが、今度は返事もなかった。

　普段から口数の少ない少年だとは思っていたが、今日はまたいつにも増して無口だ。仕方がないので円は勝手に話すことにした。

「生あい憎にくアタシはそんなにヤワじゃないんだわ。申し訳ないけど」

「……そらよかった」

「やれること全部やった。悔くいはない。もう高校バスケのコートに忘れものはないよ」

　気になることがあるとすれば、今日対戦した学校に公式戦で一度も勝てなかったことか。しかし、それは聖せい嶺れい学がく園えん女子バスケットボール部全体の課題であって、円ひとりのものではない。後輩がいつか達成してくれればいいと思う。

「あ、しまった……」

　それからしばらくふたりは無言で歩いていたが、突然、何か思い出したように円が声を上げた。

「どうせなら『ホントはアタシも辛つらかったんだ。でも、部員の前じゃ泣けなくて……』とか言って涙のひとつも見せればよかった。……今からやり直していい？」

「いらん。そんなもん誰も期待してへんわ」

「悪かったわね、かわいげのない女で」

　思わず円は足を止めて一夜を睨にらんだ。が、一夜はかまわず歩き続ける。図らずも先ほどの命題の結論を実践することになってしまった。

「そう思うんやったら黙ってついてき。なんか奢おごったるわ」

「はいはい。ありがたくそうさせてもらうわよ」

　なんだろうな、こいつは。そう思いながら円は頭を掻かいた。

　そうしてる間にも一夜は先に進んでいる。彼が「ついてこい」と言った以上、それは言葉通り「ついてこい」であって、待つ気はさらさらないようだった。

　円は、薄暗闇に溶けて消えそうになる一夜の背中を早足で追いかけ、横に並んだ。
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　暦こよみはついに九月。気がつけば夏休みは終わり、学校は二学期に突入した。

　九月の下旬には学園祭があり、その準備が徐々にはじまっているせいか、毎日が何だかざわついている。

　そして、そんな雰囲気の中、今日も僕は教室のドアを挨あい拶さつとともにくぐる。

「おはよー」

「チェストーッ！」

　僕を迎えてくれたのは回まわし蹴げりだった。うむ、出迎えご苦労。

「って、何だあっ!?」

　咄とつ嗟さにブロックしたからいいようなものの、こんなデンジャラスな朝は初めてだ。腕が痛い。いったい何ごとかと思って見ると、いつものクラスメイトが勝ち誇ったような顔で立っていた。

「なにやってんだ、トモダチ」

「今の俺はトモダチではない。人ひと蹴けりだ」

「そうか、人ひと斬きりならぬ人蹴りか。それはすごいな。とりあえず保健室へ行け」

　ていうか、保健室の先生も迷惑だから体育教官室へ行ってこい。

　世の中、前の日に見たドラマや時代劇に影響されるやつがいるけど、こいつはきっとその類たぐいなのだろうな。何に影響されたのかは謎なぞだが。

「では、俺は次の獲物を求めて辻つじ蹴げりにいってくる」

　と言いながら、やってることは教室の入り口での待ち伏せなんだな。こんなのにつき合っていても仕方ないので、僕は席に着くことにした。

　そこで、ガラリ、とドアが開く。入ってきたのは宮みや里さと晶あきら（通称サトちゃん）だった。

「チェストーッ！」

　男女無差別かよ。

　しかし、赤いゾウの女は即座に反応すると、制せい鞄かばんで回し蹴りをガードした。

「何すんのよ!?」

「おぶっ」

　そして、そのまま制鞄による大振りの一撃を横っ面に叩たたき込んだ。痛みに顔を押さえてのたうち回る人蹴り。……まぁ、相手が宮里じゃ反撃も当然か。

　とどめとばかりに宮里に踏んづけられた人蹴りだったが、次の犠ぎ牲せい者しやを求めて不屈の根性で立ち上がる。

　次に入ってきたのは居い内うちさんだった。

「ちょっ、ちょっと待て。友ともえ……」

　さすがにそれは不ま味ずいだろうと止めに入る。さっきは宮里だからまだ冗談ですんだようなものの、居内さんを相手にそれは洒落しやれになっていない。が、間に合わなかった。

「チェス……ごばあっ！」

「え……？」

　人蹴りがくの字になって吹っ飛んだ。

「あー、えっと……」

　言葉が見つからない。僕の目が正しければ、回し蹴りが到達する前に居内さんが後ろ回し蹴りを撃ち込んだように見えたのだが。……とりあえず見なかったことにしよう。

「おはよう。居内さん」

　居内さんは無言で僕を見た。

　大の字になったトモダチを視線で示しつつ、「……何これ？」と目が聞いてくる。

「さぁ？　いつものバカじゃない？」

　僕がそう答えると、彼女はもう愉ゆ快かいな死体を一いつ顧こだにせず席へと向かった。

　あー、しかし、あれだ。制服のスカートが淡いブルーのチェックだから、その下が同じくブルーのボーダー柄だとよく合うなぁ。




　朝のショートホームルームのとき、クラスの学園祭実行委員から招待状三枚が配られた。表面にはセンスよくデザインされた『聖せい嶺れい祭さい』のロゴが印刷されている。

「チケットの追加は申請さえすれば可能ですので、必要な人は早めに言ってください。なお、人に配る際は必ず自分の名前を書くこと。記入がないチケットでは入れませんので注意するように」

　裏面を見ると生徒氏名の欄らんがある。つまり、学校側としては来訪者が学園内で問題を起こしたとき、それが誰の知り合いかわかるようにしたいわけだ。

「クラスの催もよおしものは多数決で決めますので、今日、帰るまでに僕のほうに希望を言いにきてください」

　教きよう壇だんの実行委員は丁寧にひとつひとつ連絡事項を伝えていく。

「それから学園祭では球技大会も行われます。クラス単位での自由参加ですが、学園祭をあますことなく楽しむため、我がクラスも参加したいと思っています」

「しつもーん。競技は何ですかー？」

「ソフトボールです。男女混合ですので、男子女子関係なく参加できます。クラスを代表して我こそはと思う人は、これまた僕のほうまで申し出てください」

　ソフトボールか。バスケなら張り切って出るんだけどな。ソフトボールはあまりやったことないし。大人しく応援に回るかな。

「なお、千ち秋あきと宮里、それと足は速いけどバテるのも早いバカの三人は問もん答どう無む用ようで参加してもらいますので、そのつもりで」

「「「なぜ!?」」」

　因ちなみに、足は速いけどバテるのも早いというのは、今朝の人蹴りのことである。
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　本日は水曜日。七時間授業が常の特進クラスにあっては平日唯一の六時間授業の日。要するに、美術科や体育科と授業終了が同じになる。だから、一いち夜やとこうして放課後の昇降口で美術科や体育科の先輩を待っているわけなんだけど。

「こないねぇ、一夜」

「そうやな」

　ふたりそろって待っていろとメールで言ってきたのは円まどか先輩のほうなのに、その円先輩は一向に姿を現す気配がない。

「まぁ、時間を決めてるわけじゃないけどね」

「そうやな」

　一夜はいいよな。常時、文庫本を携帯しているから時間を持て余すことがなくて。

　そう思いながら少し恨うらみがましい目で睨にらんでいると、その一夜が、ぱたん、と本を閉じた。そして、僕を見て言う。

「那な智ち、ひとつ聞いてええか？」

「うん？」

「さっきからお前の横におるそれは何や？」

「それ？」

　僕が聞き返すと、一夜は少し視線を移動させた。僕もそれにつられるようにして、隣を見た。

「あやー。見つかってしまいましたかー」

「わあっ」

　いつの間にか僕の横に宇う佐さ美みの奈なっちゃんが立っていた。

「宇佐美としてはですね、こう、お兄様がいつテレパシィをキャッチして宇佐美に気づいてくれるかと楽しみにしていたんですが、そちらの先パイに先に気づかれてしまうとは……。とても残念です、はい」

　奈っちゃんは項垂うなだれるようにしてため息を吐ついた。

「いや、そんな回りくどいのかショートカットしようとしてるのかわからないことするくらいなら、普通に声をかけたほうがよくないか？　それと、お兄様って誰だよ」

「うん。それはアタシも聞きたい」

「ぶっ」

　割って入ってきたのは円先輩だった。隣には司つかさ先輩もいる。人をさんざん待たせたくせに、こんなややこしいのがいるときにかぎってなんで現れるのだろうな。

「それはですねー、宇佐美とお兄様は実は血の繋つながらない兄妹きようだいでして……」

「ねえよっ」

　唐とう突とつに新しい設定を語り出した奈っちゃんを、僕は即座に制する。

「おや。ダメですか？」

「ダメっつーか、勝手な設定を捏ねつ造ぞうするなって話だ。兎とに角かく、お兄様禁止」

　とりあえず釘くぎを刺しておく。これ以上連呼されても困るし。

　妙な誤解をされてやしないかと司先輩を見ると、先輩は心ここにあらずといった浮かない顔をしていた。

「先輩？」

「……え？　ええ、何かしら？」

　司先輩ははっと我に返って返事をした。

「誤解しないでくださいね？」

「安心して。そんな冗談も許せないほど心はせまくないつもりよ」

　そう言ってにっこり笑う。が、それもすぐに消えてしまい、その表情に陰が落ちた。

「なっち先輩！」

　僕を自分のほうに向かせるためか、奈っちゃんが殊こと更さら大きな声で僕を呼んだ。

「なっち言うな！」

「じゃ、那智くん先輩？」

「……キミ、僕を年上だと思ってないんじゃないか？」

　この娘こと話してると頭痛がしてくるな。

「先輩って、今、いくつですか？」

　突然、奈っちゃんが思いついたように聞いてくる。

「年？　十五だけど？」

「だったら、宇佐美と一緒ですよー。宇佐美、もう誕生日すぎましたから。同い年ですよ、同い年♪　なんだー。那智くんでもいいんじゃないですかー」

「うるさいわっ。僕のほうが学年は上なの。だから、先輩と呼ぶのっ。いいね!?」

　何かもうむちゃくちゃ強引なこと言っている上、言い争いのレベルが奈っちゃんのところまで落ちている気がするな。

「それで？　今日は何しにきたわけ？」

「そうそう、それですよっ。ほら、前に約束した学園祭の招待状をいただきにきたんですよー」

「ああ、あれね」

　確かに約束したな。……今、すっごくあげたくない気分なんだけどね。

「やたらとタイミングいいな。今日もらったばかりだよ」

「やたー。ばっちりですねっ」

　そう言って喜びを全身で表現すると、奈っちゃんは鞄を開ける僕の横で見えない尻尾しつぽを振り振り、今か今かと待っている。

「なぁに、なっち、その子にチケットあげる約束したの？」

　円先輩が詰きつ問もんめいた問いを投げかけてきた。

「ええ、ちょっとした成りゆきで」

「ふうん。それをあげるってことはその子を案内したりするんでしょうけど……アンタ、司のこと忘れるんじゃないわよ？」

「あら、大丈夫よね、那智くん？　那智くんはそんなこと忘れたりしないわよね？」

　僕が円先輩に答えるよりも早く、司先輩が先に言ってきた。

「もちろんですよ。前に先輩が言ってたクラブの出しものだって、僕、楽しみにしてるんですから」

「そう。でも、当日までは秘密よ？」

　と、司先輩はいたずらっぽく笑った。……むう。やっぱりおしえてくれないのか。結局、学園祭当日まで答えに至ることのない思考を巡らせなければならないわけね。

　僕が鞄からチケットを取り出したそのときだった。

「ごめんなさい、那智くん。わたし、先に帰るわ」

「うぇ？」

　僕が素すっ頓とん狂きような声を上げたときには、司先輩はもう校門に向かって歩き出していた。

「え？　ちょっと、先輩!?　……はい。じゃあ、これね」

　チケットに名前が書いてあることを確認してから、それを奈っちゃんに渡した。

　そうしてからすぐさま先輩を追いかける。一夜と円先輩はほったらかしで、奈っちゃんは何やらわめいていたけど、今はそれどころではない。

「先輩！」

　校門を出る前に追いつき、呼び止める。

　振り返った先輩は、先ほどと同じ浮かない顔をしていた。

「こっちから誘って、しかも、待たせておいて悪いんだけど、今日はやっぱりひとりで帰らせて」

「……」

「ごめんね」

　そう言って謝った先輩は微笑ほほえんでいたけれど、少し寂さびしげでもあった。

　一学期の終業式の日にも似たようなことがあったけど、あのときの司先輩とは随分と雰囲気がちがう。

　僕はそれ以上先輩を追うことができなかった。
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「ありがとうございまーす！」

　お客さんふたりにたこ焼きの皿をひとつずつ渡しながら、僕は精一杯にこやかにお礼を言った。

「はい。次のお客さんはどうしましょう？」

「たこ焼きひとつずつで」

　続けて女の子の三人組。

「かしこまりましたー。……一夜、三人前ね」

「……やっとる。さっきからフル稼働や」

　一夜が面白くなさそうな声で答えた。

　注文取りと会計をやってる僕の横で、一夜がたこ焼きを焼いている。片手で淡々と作業をこなしていく様はテキトーにやっているように見えるが、実際にはたこ焼き機は遊びもなくフルに回転している。人間が慌てても仕方ないということなのだろう。

　一夜は妙にきれいなたこ焼きを作る。僕としてはたこ焼きに対して半分潰つぶれたようなイメージがあるのだけど、一夜が作るそれはきれいな球体をしている。これでもたこ焼きを作るのは今日が初めてとのことで、最初は失敗していたけれど、三十分ほどでコツをつかんだようだ。

　それはいいんだけど、油が飛んだりしないのはどういうわけだろう？　おかげでエプロンもつけてないのに一夜のカッターシャツは真っ白なままだ。

（きっと『一夜だから』なんだろうな……）

　僕はそれで納得することにした。

「遠とお矢やくーん。買い出しに行ってくるけど、何が足りないー？」

「……鉄板」

「おいおい……」

　確かにそうだけどさ。




　学園祭一日目。

　クラスの出しものはたこ焼き屋という無ぶ難なんなものになり、こうして僕たちは屋や台たい街がいみたいな中庭の一角でたこ焼きを売っている。

「しっかし、まぁ、何だろうな、この行列は……」

　僕は改めて屋台の前を見た。数グループ二十人くらいの行列ができている。九時の開催宣言以降、常にこんな状態。おかげで十一時を前にして材料に不安が出てきたので、さっき女子の買い出し組が緊急出動した。

　僕はグラウンドで行われるソフトボール大会に出るし、ついでに開会直後なら客も少なかろうと思って朝の担当にしてもらったのだけど、完全に見込み違いだった。

　それもこれもみんな一夜のせいだ。三年女子の間で一番人気と言われる眼鏡めがねの知的美少年、遠矢くんが店番をしてるってんで、一気に客が集まってきたっぽい。並んでいる客は女子生徒ばかりで、列から顔を出してこちらを見ている人もいる。

「お待たせしましたー」

　待っていた客にたこ焼きを渡し、その代金をもらう。

「ありがとう。がんばってね♪」

「あ、はい。どうもです」

　一夜効果はすごいな。逆にこっちがお礼を言われて、僕にまで激げき励れいの言葉が飛んできたよ。……そんじゃ、ま、張り切ってやりましょか。

「千秋ー。そろそろ支し度たくしたほうがいいかも」

　そこに水を差すように声をかけてきたのは、後ろで生ダコを切っていた宮里晶（通称サトちゃん）だった。

「ん？　もうそんな時間か……って、包ほう丁ちようをこっちに向けんなよ。危ないなぁ」

「ああ、ごめんごめん」

　そう言って宮里は包丁をまな板に置いた。

　開店以降、ずっと生ダコを黙々と切り刻んでいたから、なんかいろいろ鬱うつ憤ぷんがたまってるんじゃないだろうな。

「俺も行くわ」

　と、横で一夜。

「って、どこへ？」

「応援」

「いいの？　店を離れても」

「何をぬかす。もう普通に交替の時間や」

　言われて腕時計を見ると時間は十二時になろうとしていた。昼からの当番も集まりかけている。

「よし。じゃあ、行こうか」

　そして、僕たちはクラスメイトに後を託して店を出た。背中でかすかにブーイングを聞いたが、こればかりはどうしようもない。
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　更こう衣い室しつで着替えをすませてグラウンドに出ると、まだ前の試合の最中だった。とは言え、五回の表なのでもうすぐ終わるだろう（試合数が多いので五回まで）。

　僕は改めてメンバー表を見た。千秋、宮里、居内、友なんちゃら……と、何とも言えないメンバーだ。なぜ居内さんまで参加しているのか謎だけど。

「それはそうとして、何で僕がキャプテンなわけ？」

　各々準備体操をしているメンバーに聞く。

「それは尾お崎ざきセンセに対するいやがらせってことで」

「そーそー。だって、ムカつくじゃない？　あの先生、千秋にはやたらと厳しいからね。わざと千秋をキャプテンにしておいたの」

　うんうん、とうなずいてみんなで同意を示す。……まったく、もう。変なところで結託しおってからに。

「それに千秋がキャプテンだと尾崎センセも口出してこないでしょ？」

「ま、そうだろうね」

　尾崎先生ってば僕のことを徹底的に嫌ってるから、この球技大会も我関せずだろうな。実際、この場に姿を現してもいない。だからと言って、僕にキャプテンとしての役割を求められても困るんだけど。

「問題はさ、いきなり初戦が三年の体育科だってことだ。もうやる前から負け決定じゃん。誰だよ、こんなクジ引いてきたの？」

「足だけは速いバカ」

「あいつか。誰か一発殴っといて」

　腹立ちまぎれにそう言ったら、横でバットを担いでいた居内さんが黙ってうなずくのが見えた。……ん？

「おーい。なっちー」

　と、そこに声。問題の体育科三年のひとり、円先輩だった。半はん袖そで体操服にジャージのボトム姿で、起き伏ふく豊かな体のラインが否いや応おうなく目につく。隣には観戦にきたのだろう、司先輩もいる。こっちは制服姿で、太ももが眩まぶしい。……僕は煩ぼん悩のうだらけか。

　こちらからも円先輩へと歩み寄る。一夜もついてきた。

「やっぱり参加してましたね」

「まぁねー。アタシら体育科は普通に出しものだけやっててももの足りないのさ。参加希望者が多くてジャンケンで決めたくらいよ」

　何とか九人集めて名前だけの補ほ欠けつを加えたうちとは大違いだな。

「相手が一年の特進クラスってんで、こっちは楽勝ムードよ」

「ふん。勝手に言っててください。目にもの見せてやりますよ」

「那智くん、がんばってね」

　隣からにっこり笑って司先輩が言ってくれる。

　司先輩は先日、ちょっと心配になるくらい様子がおかしかったが、あれ以来何ごともない。それを証明するような笑顔に、僕はほっとするとともに百万の味方を得たような気分だった。




　そうしてついに試合がはじまった。

　先攻は僕ら。相手のピッチャーはウィンドミルでガンガン投げてくるが、実際にはソフトボール経験者ではないらしく、持ち前の運動神経だけで投げているようだ。

　こちらの一番打者は先日人蹴りを名乗っていたバカ。ボテボテのゴロを足の速さだけでヒットにしてしまった。

　二番、居内さん。

「千秋、どうする？」

　隣に座る宮里が作戦の相談を持ちかけてくる。

「まずは一点取ってプレッシャをかけたいね。バントであいつを二塁に送ろう。それで次のサトちゃん……ぐえっ、宮里がいいところに落とせば、あいつの足ならホームまで帰ってくるんじゃない？　……げほっ」

　話の途中で無言の水平チョップが喉のどに入った。

「というわけらしいので、居内さん、何とかバットに当ててちょうだい」

　何ごともなかったように宮里は居内さんに指示を伝え、居内さんはそれにうなずいて応こたえるとバッターボックスに向かった。

　程なく、カン、とひかえめな音とともに見事な送りバントが成功した。

「やるね、居内さん。……じゃ、宮里、後はよろしく」

「他ひ人と事ごとみたいに言ってないで、ちゃんと応援しなさいよね」

「あいよ」

　そうしてバットを担いで、まるで殴り込みにでも行くかのようにやる気満々で旅立った宮里だったが、二球連続で空振ってすぐに後がなくなった。マズいな。

　ふむ、仕方ない。個人的には不本意だがここは一発応援してやるか。

「宮里の足はー！　ゾウの足ー！」

「何ですってー！」

　鬼のような形ぎよう相そうでこちらを振り向く宮里晶（通称サトちゃん）。気のせいか首が百八十度近く転回している。

　次の瞬間、ズバン、と重い音を響かせてボールがミットに突き刺さった。

「ストラーイク！　バッターアウッ！」

　審しん判ぱんであるソフトボール部員が叫んだ。はっとして宮里がミットに収まったボールを見るが、もう後の祭りだ。

　どっすどっすとゾウのような足音を立てて宮里が戻ってきた。バッターボックスに向かったとき以上に殺やる気満々だ。

「あ、あ、あんたね～～～っ」

「いやぁ、悪い。発はつ破ぱかけてやろうと思ったんだけどさ」

「かかるかっ！」

　今にも僕を撲ぼく殺さつしそうな剣けん幕まくだったが、幸い次は僕の番だったので宮里をかわしバッターボックスに向かう。なんで僕が四番なのか知らないが、このときばかりはこの打順に感謝した。

　が、結果は無惨に三振。バットに当てた前ふたりはすごかったんだなぁと痛感した。




　そんなこんなで迎えた五回表。

　相手が僕らを甘く見ていたからなのか、それとも僕らががんばったからなのか、得点は０対０だった。ただし、もうツーアウト。絶体絶命。

　さて、打者は居内さん。

「ここはどう攻めていきますか、千秋選手」

　追いつめられているせいか、宮里がチャラけた調子で聞いてくる。

「作戦も何もないよなぁ。ツーアウトじゃなけりゃ今まで通り送りバントでも何でもして、宮里につなぐけどさ」

「よねぇ」

　宮里も僕と同じ思いらしく、諦あきらめ色いろのため息を吐いた。

「居内さーん、ホームラン。ここは一発、逆転のホームランを頼むよー」

　頼んで打てるんなら苦労はしない。しかし、居内さんはいつも通りうなずいてから打席に立った。

　例えば、かたちだけの補欠として名を連つらねている男子に任せてみるのもひとつの手なのだろう。だけど、それはここまで一緒に戦ってくれた彼女に失礼というもの。そうまでして勝ちに拘こだわるつもりはない。

（ああ、僕の夏も終わったな。記念にグラウンドの土でもクラスのみんなに持って帰るか。……速攻、捨てられるな）

　そんなことを考えていると──、

　カーン！

　響き渡る快音と、青空に消えていく白球。

「へ……？」

　驚きの声を上げながらも僕は、いや、僕だけでなく全員、思わずベンチから腰を浮かせていた。みんなでボールの行方ゆくえを見守る。打った居内さんすらその場で見ている。

　だが、無情にもボールはギリギリいっぱいまで下がったセンターのグラブの中に危なげなく収まった。

「あーあ……」

　みんないっせいに脱力してベンチに座り込んだ。

　そんな中、居内さんは何だか申し訳なさそうな顔で帰ってきた。もしかしてホームランを打てと言われたから打とうとしたのだろうか？　だとしたら、あんな作戦とも言えない作戦を忠実に遂すい行こうしようとした彼女はえらいと思う。

　その後、五回裏に円先輩のランニングホームランが炸さく裂れつして試合終了。ま、三年の体育科相手に健けん闘とうしたほうだろう。
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　時刻は午後三時前。僕は第一体育館へ向かっていた。三時にそこにくるようにと司先輩に言われていたからだ。

　第一体育館では演劇部やらブラスバンド部やら、文化系クラブのプログラムが時間を区切って組まれている。三時からと言えば──。

「ち～あっきっくん♪」

　思考を遮さえぎって聞こえてきたのは司先輩のものだ。相変わらず人前では『千秋』と姓で呼ばれる。

「げ……」

　振り返って僕は思わずうめいた。そこにいた先輩は黒のレザーミニワンピースに身を包んでいたからだ。腰にはウォレットチェーンが二本ほど。耳には大振りのイヤリングがぶら下がっている。全体的にパンクだ。

「な、何ですか、その恰かつ好こう……？」

「何って……？　今日の衣装なんだけど……変？」

　司先輩は不安に駆かられたように改めて自分を見直している。
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　はっきり言って、変なところなどどこにもない。見み惚ほれるほどに、どうしようもなく似合っている。おかげで周りの人が全員、立ち止まってこちらを見ているくらいだ。

「いったい何の衣装なんですか？」

「あら、もう予想がついてるんじゃないかしら？」

　確かに。三時という時間指定と、体育館での催しもののプログラムを照らし合わせればおのずと答えは出る。

「軽けい音おん楽がく部ぶ、ですか？」

「あったりー♪」

　先輩は楽しそうに言った。

　軽音楽部──要するにバンドなんだけど、問題は学園における軽音楽部の地位だ。我が学園の先生どもはこぞって彼かの部を嫌っている。どうやら感覚と認識が前世紀で止まっているらしい。

　そんな背景もあって、先生に嫌われたくない生徒からも敬遠されている。

「じゃ、ライブは三時からだから。楽しんでいってね」

　そう言って司先輩は体育館横の、舞台裏へ直接続く扉に消えていった。

　僕も普通に入り口から体育館に入る。

　舞台にはスタンドマイクとドラム、キーボードが置かれている。舞台の下には立ち入り禁止のエリアがあり、そこギリギリにざっと百人はいるであろう観客がライブのはじまりを今か今かと待っていた。僕はその集団の後ろについた。

　やがて定刻となり、メンバーが現れた。

「つかさー！」

「片かた瀬せさーん！」

「つっかさちゃーん！」

　などなど、主に司先輩への声援が飛ぶ。男が馴なれ馴なれしく「司ちゃん」なんて普段なら考えられないが、この場のノリなら許されるようだ。先輩も手を挙げて応えている。

　先輩がついた位置はキーボードだった。

　そこで司先輩はもう一度観客に手を振った。というか、僕と目が合って笑顔で手を振ってくれた──ような気がしたが、そう思うのは自惚うぬぼれだろうか。

　けれど、僕はそれに応える気にはならなかった。

　リーダーの挨拶もそこそこにライブがはじまる。軽音部の与えられた時間はたった三十分。誰でも知っているような既存の曲で盛り上がり、間に挟んだオリジナルの曲は素人しろうと臭くさくて、ただがなり立てているだけといった感じだったが、それでも勢いで押し切ってしまった。

　一方、僕はというと、どうしてもその熱気に乗ることができず、途中からはパイプ椅い子すの並べられた客席に座って遠くから冷めた目で眺ながめていた。

　時間はあっという間に過ぎた。

　短いライブを終えて舞台から降りた司先輩は、すぐに女の子たちに囲まれて見えなくなった。男子生徒もそうしたいのだろうけど、使命感の強い女の子たちに締め出されている。僕も当然近寄れない。それ以前に、近くに寄ろうとも思わなかった。

　僕はイスに腰掛けたまま、ただただ司先輩の人気を実感していた。
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　学園祭の一日目が終わった。

「このイス、教室に戻して終わり？　……じゃあ、僕がやっとくよ」

　屋台みたいな大きなもの以外は、一いつ旦たん教室に片づけなくてはならない。鉄板や下準備に使っていた机など。最後に残ったのがイス三脚だった。

　誰かに手伝ってもらえばいいのに、僕はみっつとも一度に持って三階にある教室へ向かった。がちゃがちゃと音を鳴らしながら階段を上がり、やっとの思いで辿たどり着いた教室には誰もいなかった。

　ちょうどいいやと、そこでひと休み。自分の席に座り、両りよう肘ひじを突いて掌てのひらで顎あごを支える。確認事項が書き殴られた黒板を見て僕はため息を吐いた。

　いろんな疲れがたまっているらしい。……特に体育館での。

「学園のアイドル、か……」

　無意識に口から漏もれる。

　と、そのとき、教室のドアが開いた。

「あー、こんなところにいたー」

　入ってきたのは、その『学園のアイドル』。我らが司先輩だった。

　もう制服姿に戻っていて、片手を腰に当てて斜めに睨んでくる。何か怒っているようにも見える。……因みに、『こんなところ』で僕はいつも勉強しているのだった。

「ちょっと疲れていたのでひと休みを」

　僕は座ったまま体を教室の入り口に向けて応えた。

「あら、そう。そうですか」

　うわあ。この感じは絶対怒ってるよ。

　司先輩は教きよう卓たくの前を通って窓のほうへと向かった。僕はこれ以上先輩を正面から見ることができず、それを目で追うだけ。視界から消えた後は、司先輩は窓の外でも見ているのだろうか。──沈黙。

　何か言わないとと思うが、なかなか言葉が見つからない。

「ライブ、大成功でしたね」

　そうしてようやく言ったのがこれだった。

「どこがよ!?」

　だが、即座に否定されてしまった。

　背中越しに聞いた音の波から推測するに、音源はこちらを向いているようだ。

「そうですか？　みんな大盛り上がりだったじゃないですか」

「ええ、そうね。その通りだわ。でも、誰かしらね。ひとり離れてつまらなそうに見ていたのは？　その一点でわたしにとっては大失敗だわ」

　先輩はぴしゃりと言い切った。

「いやぁ、それはですね。実は僕、ああいうのが苦手なんですよ」

　乾いた笑いが意味もなく僕の口から出た。

　ああ、ちがう。そんなんじゃないだろ。




「……先輩がね、遠くに見えたんですよ」




　僕はバカなことをバカ正直に話す。

「みんな先輩を見たくて集まってきていて。先輩に声援を送って。舞台を降りた先輩はあっという間に囲まれて……。ああ、先輩はやっぱり人気ものなんだなって。みんなのアイドルなんだなって思いました」

　こんなくだらないことを思う僕を、先輩は笑うだろうか。

「バカね……」

　そう言った司先輩の言葉は、だけど、優しい響きがあった。

　そして、その声は驚くほど近くで聞こえた。いつの間にか先輩は僕の真後ろまできていたらしい。

　次の瞬間、ふわり、と司先輩に抱きしめられた。

　先輩の両腕が首に回される。体表面の距離が零ゼロになる。真っ白な雪を思わせる香りが鼻をかすめる。

「わたしがみんなのもの？　……ちがうわ。わたしは世界でただひとり、那智くんだけのものよ」

　耳もとで甘やかな声が囁ささやく。

「それに──」

　不意に先輩はその手に力を込めた。




「那智くんはわたしのもの。誰にも渡さないわ……」




　痛いほどに抱きしめてくる。僕はそこに底知れないものを見た気がした。

　感じたのは、不安。僕ではなく、先輩の不安だ。司先輩は心の底に、この窓の外に広がる黄昏たそがれよりも暗い不安を抱え込んでいる。

　だけど、今の僕にはそれが摑つかめなかった。
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　学園祭二日目の昼前。

　校門に設置されたアーチの近くで人を待っていた僕の肩を、誰かが叩いた。

「こんなとこで何やってんの、お前？」

　紗さ弥や加か姉だった。

　プリントＴシャツに太ベルトを巻いたジーンズというラフなスタイル。

「うん、ちょっと友達を待ってるんだ。つーか、なんで紗弥加姉がいるんだよ」

「あ？　見にきたに決まってんだろ」

　そう言って紗弥加姉は指に挟んだチケットをヒラヒラさせながら僕に見せる。

「ちっ。きてほしくなかったからあげなかったのに……。いったい誰にもらったのさ。見せてよ」

「あ、てめ。バカ、よせっ」

「うげっ」

　気になるから奪い取ろうとしたのだけど、紗弥加姉はすばやく手を引き、それと同時に膝ひざで僕を牽けん制せいした。結果、カウンタ気味に膝蹴りが僕の腹に入ってしまった。

　紗弥加姉はチケットをポケットにねじ込んだ。

「善良な生徒から巻き上げたんじゃないだろうな」

　涙目になりながら、念のために聞く。

「心配するな。もらったんだよ、知り合いに」

「それだったらいいんだけどさ。お願いだから校内で暴れないでよね？」

　ただでさえ態度や口調が聖嶺の雰囲気にそぐわないんだから、これで問題を起こされた日には僕にまでとばっちりがくるにちがいない。

「わかってるって。かわいい弟の立場が悪くなるようなことはせんて」

　そう言いながら、無む造ぞう作さに持っていたクリアバッグから取り出したのは、よりによって煙草たばこだった。

「那智、灰皿──」

「ねぇよっ！」

　電でん光こう石せつ火かの速さで煙草を箱ごと奪い取る。──バカバカ。なんてバカな姉なの。僕は思わずその場に泣き崩れそうになった。

「もう危ないもの持ってないだろうな？」

　僕はクリアバッグを睨んで詰問する。バッグは中がボーダー柄のポーチになっているので中身までは見えない。

「さぁ？　どうだろうな？」

　にやにや笑いながら紗弥加姉は答えた。

「もういいや。とにかく絶対それを開けるなよ？　開けたら二度と口きかないからな」

「へいへい」

　相変わらず笑ったまま返事をすると、紗弥加姉は校こう舎しや内ないへ入っていった。それを僕は見えなくなるまで見送る。

　つーか、僕の手の中にその危ないものが残ったんだけど、どうしたらいいだろう？




「なっち先ぱーい！」

　ようやく待ち人がきた。

　アーチのすぐ前に停とまったスポーツカー。その助手席の窓から上半身を乗り出してこちらに手を振っている元気なうさぎが一匹。なお、本名は宇佐美奈津という。

（なんだ、あのすっげぇ高そうな車………）

　助手席が左にあるから、いちおう国産車なんだろうけどさ。絶対高いぞ、あれ。そう言えば、この前はこの前で黒塗りの高級車に乗り込んでいたな。いったい奈っちゃんは何ものだ？

　僕が近づいていくと、奈っちゃんは一度中に引っ込んでからドアを開けて出てきた。

　今日も赤のプリーツスカートに白の半袖ブラウス、赤いチェックの編み上げビスチェという恰好。卯う月づき学がく園えんの制服だ。

「千秋先輩、こんにちはー」

　元気のいい挨拶が飛んでくる。

「こんにちは。今日も制服なんだね」

「はい。学園祭とは言え学校を訪問するんですから、やっぱり制服でないと。……そうですよね、お父様？」

　そう言って奈っちゃんは後ろを振り返った。

　へ？　お父様？　僕もそちらに目をやると、運転席側から男の人が降りてきていた。

　見た目は三十代後半。ちょっとシャープな感じに整った容よう貌ぼうをしている。未いまだ残ざん暑しよの残る九月下旬にあって、ビシッとスーツに身を包んでいる。

「初めまして。奈津の父で、宇佐美蒼そう司じと言います」

　その人は親しみやすい笑顔と口調で自己紹介をした。

「あ、はい。初めまして、僕は……」

「ええ、奈津から聞いていますよ。千秋那智君ですね？」

「あ、はい」

　さっきからそれしか言ってないな、僕。なんとマヌケな応対だろう。そう思ったがその人は、それを笑うでもなく笑みを浮かべている。なんだか少しほっとする。

「今日は娘をよろしくお願いします」

「わかりました。責任を持ってお預かりします」

　と言うのも何だか大おお袈げ裟さな気もするが、奈っちゃんのお父さんはそれに満足したようにやっぱり笑顔だった。

「君は思っていた通りの子ですね。これなら奈津を安心して任せられます。……ぜひ奈津をもらってやってください」

「はい？」

　何を宣のたまわられるか、この人は。思わず僕が目を点にしていると、そんな僕を見て蒼司氏は可お笑かしそうに笑った。

「軽いジョークですよ」

　ぜんぜん軽くない。

「今度ゆっくり話でもしましょう。……では、改めて娘をよろしくお願いします」

　今度こそ真ま面じ目めにそう言うと、彼は車に乗り込んで走り去っていった。

「さっ、先輩、行きましょう！」

　ぼうっと車を見送っていた僕の手を、奈っちゃんが引っ張る。

「あ、ああ、そうだね。どこを案内したらいいかな？」

「えっとですね。やっぱり最初は先輩のクラスに行きたいですね、宇佐美は」

　また、いきなりデンジャーゾーンを……。




　さっそくクラスのたこ焼き屋に行く。

　昨日まで細かく決められていた店番のシフトはすでに崩壊していた。たこ焼きを焼くコツを覚えて喜びを見み出いだしたやつや、呼び込みに生いき甲が斐いを感じはじめたやつがシフトを無視して居座り、それをいいことに店に戻ってこないで遊び回っているやつらがいるからだ。

　まぁ、数時間ごとに新兵になるよりは、熟練度の高いベテランが戦い続けたほうがいいのは確かだ。

「千秋ー」

　中庭の屋台街にある我がクラスの店に行くと、早速いやなやつに見つかった。

　生ダコを切り刻むことにこの上ない快感を覚える女、宮里晶（通称サトちゃん）だ。時々「うふ、うふふふ……」と奇っ怪な笑い声を漏らしていたとの目撃証言が上がっている。

「なになに、なんなのよ、その女の子は」

「別に大騒ぎするようなことじゃないよ。つーか、包丁を向けるなっつってんだろっ」

　こいつ、人の姿を見て包丁を持ったままアグレッシブモードで飛び出してきやがった。

「千秋、片瀬先輩と四し方ほう堂どう先輩を誑たぶらかしただけじゃ飽き足らず、今度は年下？」

「あのねぇ、人聞きの悪いこと言わないでくれる？　ただの友達だよ」

「まっ、いやらしい。男なんてみんなそんなこと言って、いろんな女の子と遊び回るのよねぇ。そんなことしてるといつか刺されるわよ」

　今いちばん刺しそうなのは君だけどね。

「宮里、その年でもう苦い過去があるんじゃないだろうな？」

「こんにちは。千秋のお友達？　ゆっくりしていってね」

　宮里は僕の言葉を華か麗れいに無視して奈っちゃんに声をかける。どーでもいいけど、包丁持ったまま笑いながら話しかけるなよ。怖いからさ。

「ありがとうございます。でも、お友達とはちょっとちがいまして。実はわたしと千秋先輩は血の繋がらない兄妹──」

「よし、奈っちゃん、向こうに行こう、向こうっ。せっかくだからたこ焼き奢おごってあげるよ。……悪い。これひと皿もらってくね。……はい、どうぞ。美お味いしそうだろ？　美味しそうだねっ。じゃあ、向こうで食べようかっ！」

　とんでもないことを口走りそうになった奈っちゃんの言葉を遮って僕はまくしたてた。店の前にお客さんが並んでいるにも拘かかわらず、問答無用でたこ焼きをひと皿強ごう奪だつ。それを彼女に持たせると、その背を押して店から離れた。

「た、頼むからややこしい冗談をいたるところに大量投下しないでくれ……」

　テキトーな場所に落ち着いてから、僕は懇こん願がんするように言う。

「今回はさらにアレンジを加えるつもりでしたのに」

「いや、そんなもの加えなくていいから」

　奈っちゃんは新しい設定を披ひ露ろうできなかったせいか、少々不満げな顔をしていたが、花か壇だんの縁ふちに座ってたこ焼きを食べはじめると、それもどこかに飛んでいってしまったようだった。

　僕も潰れてお客さんに出せなくなったやつを食べたが、なかなかの味だった。奈っちゃんも美味しそうに食べている。こういう姿は愛らしい。

「那智」

　僕を呼ぶ声に振り返ると、屋台の近くで一夜が片手をあげていた。僕のほうに寄ってくる様子がまったくないところを見ると、こっちにこいと言っているようだ。

　奈っちゃんにひと言断ってから一夜のところに行く。

「なに？　どうしたの？」

「あの顔、どこかで見たことあると思たから調べてみたんやけどな──」

　そう言って一夜は奈っちゃんのほうを見る。

「宇佐美グループって知ってるか？」

「そりゃあ、まぁ、人並みには知ってるよ」

　宇佐美グループ──海運業からはじまって船せん舶ぱく、航空機、次し第だいに金融や損害保険などに事業を拡大していって、今では多くの分野でトップの地位を占しめている。日本を代表する複合企業体コングロマリツトだ。

　最近は医療機器や福祉医療など、そっち方面に手を伸ばしているとも聞いている。

「って、まさか奈っちゃんってそこのお嬢様!?」

「ああ。会長、宇佐美蒼司のひとり娘や。前に読んだ経済誌に写真が載っとった」

「うっはぁ。さっきまさにそのお父様と会っちゃったよ、僕。へぇ、あれがグループの会長かぁ。そういやエリートっぽい顔してたなあ」

　つい先ほど見た端たん整せいな顔を思い出す。世の中、四十代の『青年実業家』がいっぱいいるけど、あの容姿ならその肩書きも納得できるな。

「ところがそうでもない」

「と言うと？」

「エリートどころか父親に対して実に反抗的で、若いころには女と駆け落ちしたこともある猛も者さや。半年後に捕まってつれ戻された後は従順な素振りを見せてたけど、今から数年前、幹部の大半を率いてクーデターを決行。父親を会長の座から蹴け落おとして隠いん居きよに追い込んだ後は、自分が会長に就任してる」

　一夜は解説するように淡々と語る。

「その経営手腕もなかなかのもので、いろいろ大胆な冒険をして失敗もあるけど、確実に事業を拡大していってるな」

「ふうん。その子どもが奈っちゃんってわけか」

　僕は改めて奈っちゃんを見た。まだ熱いたこ焼きをはふはふいわせながら幸せそうに食べている。

「とは言え、そんなこと那智にはもちろん、あれにも関係ないことやけどな」

「確かに」

　一夜にそう答えてから、僕は奈っちゃんのところに戻った。どうやらちょうど食べ終わったところらしい。

「ごちそうさまでしたー。美味しかったですよ、先輩」

　空になった皿を見せて嬉うれしそうに言う。

「そりゃよかった。それじゃ、ふらふら見て回るか」

「はい♪」

　そうして僕らは校内をひと回りすることにした。
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　事件は三年の教室の前を通っているときに起きた。

　手作りケーキのお店。そこは司先輩のクラスだった。本来美術科の教室は別校舎にあるのだが、そこでは場所が悪いので、期間中は空いている教室を借りているとのこと。

　けっこう盛況の様子。そりゃ司先輩がいるもの。うちに一夜目当てで女子生徒がくるのと同じだ。

「あら、千秋くん」

　司先輩はいるかな、と思って中を覗のぞいたら、しっかり先輩がいた。向こうも僕に気がつき、エプロンを外しながら廊ろう下かへと出てきた。

「こんにちは、先輩」

「こんにちはーっ。片瀬先輩♪」

　僕の後に奈っちゃんが続く。一瞬、司先輩の表情が固まった。

「こんにちは、宇佐美さん……だったわよね？」

　そのまま固い笑顔で司先輩も挨拶を返す。

「覚えていてくださったんですね。光栄です」

「ええ、こう見えてももの覚えはいいほうなのよ、わたし」

　司先輩は奈っちゃんにそう答えてから、今度は僕へと向き直った。

「よかったら寄っていく？　サービスするわよ？」

「えっと……」

「いいえ、せっかくですが遠慮しておきます。先ほど那智先輩にたこ焼きをいただいたので、宇佐美、お腹なかいっぱいなんですよ」

　僕がどうしようかと迷っていたら、先に奈っちゃんが答えてしまった。

「そ、そう。じゃあ、後で千秋くんだけでも寄ってね？」

「それもダメですよぉ。先輩は今日一日、わたしにつき合ってもらうんですから」

「う、うぇ!?」

　今日一日って、初耳だぞ、そんな約束。

「あら、そうなの？　でも、所しよ詮せんは学園祭だから見るのに一日もかからないんじゃないかしら？」

「大丈夫です。宇佐美、那智先輩となら何時間一緒にいても楽しいですから。ご心配には及びません」

　だんだん険悪な雰囲気になっていっているように見えるのは気のせいだろうか。

　どうも奈っちゃんは意図的に司先輩の提案を悉ことごとくぶった斬ってるっぽい。それに対して先輩はちょっとずつイライラしはじめている様子だ。

　僕としては非常に精神衛生上よろしくない光景で、胃がキリキリしてきた。周りもただならぬ空気を察してか、次第に人が集まり出している。

「千秋くんも一日一緒じゃ大変よね？」

「そんなことありませんよね、那智先輩？」

　司先輩と奈っちゃんが僕を見た。いきなりこっちに振るのかよ。

「いや、まあ……」

「「ほらっ」」

　ハモるふたり。

「お兄様は今、私に同意したんですよ。勘違いなさらないでくださいね。片瀬先輩」

「ちがうわ、わたしよ……って、ちょっとあなた。『お兄様』はやめなさいって、この前言われたばかりでしょ!?」

　このバカうさぎめ。こんなときに火に油を注ぐようなこと言いやがって。しかも、性格キヤラクタが変わってるし。いったいこの事態にどう収拾をつければいいんだ？

「なに、お前。年下をつかまえて、そんなマニアックな人間関係を構築したの？」

「ぶっ……」

　そこに登場したのは紗弥加姉だった。

「さ、紗弥加姉!?　何でこんなとこに!?」

　とりあえず、その人でなしを見るような目はやめていただきたい。

「さっき言わなかったか？」

「うん、聞いた。でも、何でこんなカオスなときに湧き出てくんのかな、と」

　いや、ホントたまんないよ。

「ち、千秋くん、お姉さんがいたんだ……」

「ぶっ……」

　ゆこりん先輩キター！　いつの間にか僕のそばに五十嵐いがらし優ゆう子こ先輩が立っていた。そんな怯おびえたような目をせんでも。

「いや、紗弥加姉とは別に姉弟きようだいでも何でもないんですけどね」

「姉弟でもないのにお姉さんとか妹さんとか、そんなのおかしいと思う……」

　かすかに非難の色を含んで言う。

　そして、その横で、うんうん、とうなずく謎の生ナマ物モノ、居内加代子嬢。……おい、誰だ。こんなところに居内さんを放ったのは。

　僕は首を傾かしげる。何だろうな、このジェットストリームアタックは。

「兎に角、あなたのように自分勝手にお兄様なんて呼んでつきまとったりしたら、千秋くんが迷惑でしょ!?」

「それを決めるのは片瀬先輩ではなく、那智先輩だと思いますが？」

「だそうだ。……どうする？」

　と、紗弥加姉。

「二ふた股またはよくないと思う……」

　と、ゆこりん先輩。

　そして、その横で居内さんが黙ってうなずく。

　再び炸裂するジェットストリームアタック。ひとり踏んづけてやろうかしら。

「あー、えっと……」

　前方、右を見る──司先輩が奈っちゃんを睨んでいる。

　前方、左を見る──奈っちゃんが涼しい顔で司先輩を見ている。

　右隣り、冷ややかな目で僕を見る紗弥加姉。

　左隣り、なぜか懇願するような目のゆこりん先輩と、半はん眼めでどこか責めるような眼まな差ざしの居内さん。

（何でこんなことになってるんだろう？）

　僕、何か悪いことしたっけ？

　不意に奈っちゃんが口を開いた。

「少なくとも那智先輩のことを『千秋くん』としか呼べない今の片瀬先輩には、私たちのことをとやかく言われたくはありません」

　例の不敵な笑みを浮かべて言う。

　明らかな挑発だった。だけど、その挑発に司先輩は乗ってしまった。みるみるうちに先輩の顔が赤くなっていく。

「ええ、いいわ。じゃあ、ここで言ってあげる。わたしと那智くんはつき合ってるの。夏休みの前、六月からずっとつき合ってるの。さぁ、これで文句はないでしょ!?」

　刹せつ那な、周囲が静まりかえった。

（ああ、とうとう言っちゃったよ……）

　僕は天を仰いだ。

「あーあ、やっちまった」

　と、紗弥加姉。

「やっぱりそうだったんだ……」

　と、ゆこりん先輩。

　そして、相変わらず黙っている居内さん。

　やがて周囲に喧けん騒そうが戻った。ていうか、大騒ぎだ。僕が知らないところでいろいろ憶おく測そくを呼んでいたらしいが、今この瞬間、司先輩がついに明言してしまったのだ。「そうだったの!?」だの「やっぱり」だの、いろんな言葉が飛び交う。突然走り出したやつは、いったいどこに話を撒まき散ちらしに行くつもりだ？
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　野や次じ馬うまが好き勝手に騒ぎ立てる中、しかし、当事者である僕たちはそれだけでは終わらなかった。




「だから、わたしたちの邪魔をしないで……！」




　静かに、だけど、力を込めて司先輩は言う。

　目には涙をためて。

「どうしてよ!?　わたしがこんなにも那智くんのことが好きなのに……！　どうしてそんなことするの!?　冗談じゃないわ。後からきてわたしから那智くんを取ろうとしないでよ……！」

　感情のままに言葉をぶちまけると、司先輩は逃げるように駆け出した。人ひと垣がきを突き抜けて、すぐに見えなくなる。

　僕は呆ぼう然ぜんと先輩の消えた方向を見ていた。

　と、その視界にぬっと何かが割って入ってくる。

「おおうっ!?」

　居内さんだった。追いかけたほうがいい──彼女の目はそう言っていた。

　なぜか奈っちゃんを羽は交がい締じめにしている。ついでに何か言いかけた彼女の口も手で覆って塞ふさぐ。

「ごめん。それじゃ、それよろしく」

　奈っちゃんを居内さんに任せると、僕は先輩の消えたほうへ走り出した。




　方向としては美術科の教室のほうだろう。僕はそう見当をつけて全力で走った。が、実際はそれよりも手前だった。美術室に入る先輩の姿が見えたのだ。

「先輩！」

　僕も後を追って中に飛び込んだ。

　入って正面の窓の近くで、先輩は手で顔を覆って泣いていた。僕の声に気づき、顔を上げる。

「こないで！」

「でも……」

「こないでったら！」

　そばに立っていたイーゼルの一台を僕に向かって倒した。二、三台巻き込んで派手に散らばる。僕と先輩の間に転がったそれは、まるでバリケードだった。

　かなり錯さく乱らんしてるな。だからと言って、ここで引き下がるわけにはいかない。

「先輩……」

「こないでって言ってるでしょ！　那智くんはあの子と一緒にいればいいんだわっ」

　今度は台の上にあった首だけの石せつ膏こう像ぞう。だけどさすがにそれは重くてたいして飛ばなかった。

「うおっ、危ねっ」

　石膏像が床に落ちて砕ける。慣性の法則に従って放射線状に飛び散った破は片へんを、僕は飛び退すさって避けた。

「先輩、落ち着いてください」

　床から顔を上げた僕の目に映ったのは一直線に飛来してくるマグカップだった。教卓の上でペン立てとして使われていたのだろう。いくつかのペンや定じよう規ぎを撒き散らしながら飛んできて──そして、それは僕の額に命中した。

「痛～～っ」

　思わず手で額を覆う。その手に生温かいものがついた。……血だ。

「うわっちゃー……」

「那智くん!?」

　はっとして先輩が駆け寄ってきた。

「だ、大丈夫!?」

「えっと……あぁ、うん、この程度ならたいしたことないです」

　別に流れるほど出てるわけじゃないし。

　そう言ってる間にも司先輩がポケットからハンカチを出して傷口を押さえてくれた。しばらくこうしていたら血は止まるだろう。圧あつ迫ぱく止し血けつだ。先輩の手と交替して自分でハンカチを持ち、僕は床に座り込んだ。

「わたし、何やってるんだろう……」

　黒板にもたれて先輩は自じ嘲ちよう気ぎ味みにつぶやいた。

「わけのわからないこと言って逃げ出して……。心配してきてくれた那智くんに八つ当たりして、挙げ句に傷つけて……」

「ホントですよ、まったく……」

「ごめんなさい……」

　司先輩は力なく謝った。

「最近は説明責任なんて便利な言葉があるんですが？」

「……ただの、ヤキモチ」

　長い沈黙の後、ぼそっと先輩が言った。いや、まぁ、そのあたりだろうなあとは思っていたけどさ。

「だって、悔しいじゃない」

　司先輩は続ける。

「わたしよりもあの子のほうが那智くんと一緒にいて似合うんだもの。誰が見てもお似合いのカップルだわ。でも、わたしは年上だし、那智くんよりも背が高いし……。一緒にいてもあの子のように絵にならない」

「見た目がどうこうは問題じゃないでしょう？」

　ちょっと呆あきれ気味に言わせてもらった。

「しかも、それが人から見てどう映るかだとしたら尚なお更さらです。……血は、うん、もう止まってるな。ハンカチ、また洗って返しますよ」

　僕は立ち上がりながら言った。ハンカチはポケットに押し込む。

「誰が何を言おうが、どう見ようが関係ないです。だいたい、昨日、先輩が言ったばかりですよ」

　そこで言葉を切り──そして、ひと呼吸おいてからはっきりと告げる。




「僕は司先輩のものです」




「那智くん……」

「誰よりも先輩が好きです」

　珍しく恥ずかしげもなく真正面から先輩を見つめた。

　吸い込まれそうにきれいな瞳ひとみ。軽くウェーブのかかった蜂はち蜜みつ色いろの髪。自分を責めて沈んでいる顔もやっぱりきれいだ。

　こんなときにも拘わらず僕は司先輩に見とれている。

「本当に？」

「本当です」

「わたし、誰にも那智くんを取られたくない」

「ずっと先輩のものですよ」

「でも、今のわたしは言葉だけじゃ信じられないの」

　……おい。

「えーっと……それは何か行動をもって示せと仰おつしやっているんでしょうか……？」

「ええ、そうよ」

　と、微笑んでみせる司先輩。……何ですかね、いたずらっぽい笑顔は。

　ああ、ちくしょう。要するにやるしかないわけね。

「……わかりました」

　僕は、黒板にもたれたままの先輩に向かって、一歩、進み出た。

　そっと両肩に触れる。

「少し下を向いてください」

　うわ、情けない。普通、男が言うなら上だよなぁ。

　僕の言葉に従う先輩。

　そして、僕たちは唇を重ねた。

　夏祭りの夜に初めてキスをしたときの感覚が甦よみがえる。そう思えるだけ今回は余裕があるのだろう。やがて僕らは前よりも長いキスを終えて唇を離した。

　互いに顔を見つめ合う。

「……」

「はは……」

　司先輩は顔を赤くしてうつむき、僕は何だか意味のない笑いを漏らす。どうも慣れない。こういうときってどんな顔をすればいいんだろう？

「ああ、終わったんなら、ちゃんと片づけておいてくれよ？」

　不意に教室の中で声がした。弾はじかれたように振り返ると、イーゼルに立てたキャンバスの横から顔を覗かせてる人物がひとり。

「きゃあああっ！」

「か、か、か……」

　ふたりそろってその人物を指さす。そこにいたのは香か椎しい先輩だった。

　その顔が我関せずといった感じのまま、キャンバスの向こうに消える。

「か、香椎くん!?」

「香椎先輩、いたんですか!?」

「いかにも。俺は香椎信しのぶだな。お嬢さん、言っておくが最初からずっとここにいたぜ？　ただ、それに君たちが気づかなかっただけだ」

　キャンバスの向こうから声だけで質問に答える。なるほど。イスに腰掛けてキャンバスに向かっていると、こちらからはほとんど姿は見えないわけね。

　そりゃあ確かに入ってくるなりイーゼルやら石膏像やら投げて大暴れして、その後いろいろやってた僕たちが悪いのかもしれないけどさぁ。人が額カチ割って流血してるのに、ずっと絵描いてたのかよ。

「……っ！」

　司先輩が耐えきれなくなって美術室から飛び出した。

「あっ、先輩……！」

　僕は追いかけようとしたが、すぐに思いとどまった。どうせ外では先ほどの騒ぎが広まっているのだ。行くところなんてどこにもなくて、司先輩もすぐに戻ってくるだろう。だったら、しばらくここに身を隠していよう。

「香椎先輩、もうちょっとここにいていいですか？」

「好きにすればいい」

　絵に集中しているせいか、素っ気なく言う。

　僕は近くにあったイスに座った。足を組み、膝の上で肘を突く。ロダンの考える人もどきの姿勢。

（これからさらに大変だな……）

　自然、ため息がもれた。
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　二日間にわたる学園祭が終了。

　翌、月曜日は振り替え休日。学校では学園祭実行委員や生徒会執行部、有ゆう志しの生徒あたりが最後の後片づけをしていることだろう。

　で、火曜日からは通常通りの授業だ。

　その日、僕はいつもより早く家を出た。そりゃあもうお前は日直かというくらいに早い。が、今日は日直ではない。それでもこうして早く登校しないといけない理由が僕にはあるのだ。学園祭の最終日にいろいろとあったから。ありすぎたから。

　朝の早い時間ではあるが、駅から学校へ続く道には生徒の姿が疎まばらに見られた。そして、そのほとんどが僕を見ている。視線が痛い。この時間帯だからこれだけですんでいると思うしかないだろうな。

　教室の前までくると、中からは人の気配。どうやら日直がもうきているらしい。ドアを開けて中に入る。

　そこにいたのは砂さ倉くら千ち佳か子こさんだった。そうか、今日の日直は彼女だったのか。

　砂倉さんは自分の席で日誌を書いていたようだったが、ドアが開いた音に反応して勢いよく顔を上げた。そして、僕を見ること十数秒。それからおもむろにがっくりと項垂れた。

（なんか今、すっごい落胆したよな。いったい何かしただろうか、僕）

　と、思わず我が身を振り返る。

「こんなとこで立ち止まって、なんかあったんか？」

　と、そこに背後から投げかけられる関西弁。振り返れば眼鏡の似合うクールな美少年が立っていた。

「あ、一夜。おはよう」

　そう言えば、一夜はデフォルトで登校が早かったな。

「おはようさん。今日は早いな」

「まぁね。ちょっと早く学校にきたい気分だったんだ」

　いつまでも入り口で立ち止まっていても仕方がないので、一夜と一緒に席へ向かう。

「あれか」

「あれだ」

　以い心しん伝でん心しんでんでん虫。これだけで通じてしまった。

「お、おはよう。遠矢君……」

「ん。おはようさん」

　砂倉さんが勇気を振り絞った感じで一夜に挨拶し、一夜は素っ気なく返す。

　あぁ、そういうことか。遅まきながら砂倉さんが落胆した理由がわかった。うん。こりゃあ確かに彼女には悪いことをしたかもしれない。心の中で謝っておこう。

「……」

　砂倉さんが目を三角にして、僕をすっごい睨んでいた。いや、ほんと邪魔して悪かったよ。でも、僕にだって都合があったんだよ。

　僕と一夜はそれぞれ机に鞄を放ほうり出だし、イスに腰を下ろした。因みに、砂倉さんの席は一夜の真横。要するに僕、一夜、砂倉さんでＬ字に席が並んでいるわけだ。広い教室に三人だけで、それが狭い範囲で小さくまとまっているというのも滑こつ稽けいな絵ではある。

「一夜の耳にも入ってるってことは、そうとう広まってそうだな」

「そうとちゃうか。俺も姉貴から同じ話聞いたしな」

　この様子じゃたぶん学校中に情報が拡散してるな。頭痛ぇ。……って、一夜のお姉さんっていうことは学外か？　どこまで広がってるんだよ。

「どうしよう？」

「……知らん」

　だよなぁ。ここ半年ほどでよくわかった。一夜は基本的には頼りにならない。とりわけ日常生活レベルの悩みだと聞いてもくれない。いざというときには頼りになると信じているぞ、一夜。

「千秋君。あの話、本当なの？」

　僕が今後のことで頭を抱えていると、さっきまで嚙かみつきそうな勢いで睨んでいた砂倉さんが聞いてきた。

「隠しても仕方がないっていうか、そんなレベルじゃないから言うけど──うん、本当のこと。……やっぱり意外？」

　僕が正直に答えると、砂倉さんはしばし複雑な顔をして考え込んだ。

「そうでもないかも。仲がいいみたいだったし。それに、ほら、時々片瀬さんが訪ねてきたりもしてたから」

「そっか」

　こっちが思っているほど隠せていなかったわけか。

「遠矢君は知ってたの？」

　砂倉さんは今度は一夜に聞く。ほら、答えてやれ。せっかく砂倉さんが話しかけてきたんだから。

「……知ってた」

「あ、そうなんだ」

　それで終わりか。もっと話を広げろよ。砂倉さん、気の毒。

　と、まぁ、こんなふうにのんびり話ができたのもこのあたりまでだった。やがてほかのクラスメイトが登校してきて、そのたびに「あの話マジか!?」とか、「いつからそんなことになってたのよ」とか、「子どもは何人の予定ですかー？」とか、兎に角、ひたすら質問責めだった。あと、最後のやつは死ね。

　でもって、ついにラスボス登場。

「あーっ！　千秋がきてるーっ！」

　その場にいた全員が思わず耳を掌で覆った。そんなバカでっかい声を出したのは宮里晶（通称サトちゃん）だ。

「ちょっとちょっと、千秋！　あれどういうことよ!?」

　僕の席の周りに集まっていた四、五人のクラスメイトを押しのけ、宮里が突撃してきた。バン、と両手で机を叩き、すごむように顔を突きつけてくる。……お前、僕が仰のけ反ぞってなかったら、お互いの頭がぶつかってたぞ。

「あれってどのあれ？」

「片瀬先輩とのあれよ！」

　だろうな。僕もどれだかわからなくなるほど隠しごとをした覚えはないし。

「そのあれなら宮里が聞いた通りだ」

「なんでそんな面白そう……じゃなくて、大事なこと、あたしに言わないのよ!?」

「そんな言い間違いするやつに言うか！」

　宮里がどんなやつかよくわかる台詞せりふだよな。

「因みに、僕が宮里に打ち明けてたら、どうしてた？」

　試しに聞いてみる。

「そりゃあもちろん、そんな面白い話はほかにないから、『ここだけの話だけど』って言って、あちこち言いふらしていたわね。あったりまえじゃない」

「帰れ！」

　そんなこったろうと思ったよ。

「いいや、帰らねぇな。俺の話はこれからだ」

「ッ!?」

　今度は真後ろからの声。上半身をひねって振り返れば、そこにはトモダチが立っていた。なんか妙に殺気立っているように見えるのは気のせいか。マンガ的に表現すると、ゴゴゴゴゴ……って感じだ。またややこしいのがきやがった。

「なっち、てめぇ、人じん畜ちく無む害がいな顔しながら、陰では我らが片瀬先輩とそんなことになってやがったのか！」

「そんなの僕の勝手だろうが。あと、なっち言うな！」

「お前が俺に指図できる立場かあ！」

　いったい何がこいつの怒りに触れたのか、吠ほえるだけじゃ飽き足らずスリーパーホールドをかけてきた。

「ちょっ、待っ……苦し……っ」

　僕はバシバシと腕をタップ。さすがに多少の理性は残っていたのか、僕がオチる前に腕を放してくれた。ちょっと本気で死ぬかと思った。

「わかった。僕が悪かった。謝る。こっそり先輩とつき合っていて正直スマンカッタ」

「貴様あっ！」

「ぐおぉぉぉっ」

　いったいどんな技を使ったのか、次の瞬間には僕はトモダチのコブラツイストを喰くらっていた。……謝ったのに、なぜ？

「痛い痛い痛い痛い！　つーか、暑い！　ただでさえ暑いのに、プロレスなんて勘かん弁べんしてくれ！」

「うるせー！　そんなこと言ってお前は毎日片瀬先輩とコブラツイストを──」

「するか！」

　どんな体育会系カップルだよ。誰かこいつの頭をカチ割れ。どんな脳の構造をしているのか一回見てみたいわ。

「ていうか、痛てててててっ！」

　それどころじゃないな。全身の骨がメキメキいってる。これぜんぜん洒落にならないぞ。本当に誰か助けてくれ。

　しかし、バカの鬼き気き迫せまる所しよ業ぎように近寄れないのか、それとも僕がこんな目に遭あうのが当然だと思っているのか、誰も手を差し伸のべてくれる気配はない。僕はコブラツイストを喰らいながら素早く首を巡らし、助けてくれそうな人間を探す。……いた。

「い、居内さん！」

　僕はいつの間にか登校して、隣の席に座っていた女の子を呼んだ。

「……」

　が、彼女はいつも通りの無表情で僕を一いち瞥べつしただけだった。……いや、まぁ、あんまり期待はしてなかったけどさ。

　結局、チャイムが鳴って、先生がくるまで僕はコブラツイストを喰らい続けた。





　　　　§§§






　一時間目終了後の休み時間、次の授業は特別教室で行われるので、今、僕は一夜とともにそこに向かって廊下を歩いている。

「すれちがうやつ、みんな僕を見るな……」

「気にすんな。どうせ今だけや」

「だといいけどね」

　今まで漠ばく然ぜんと公になったら大変だろうなぁとは思っていたけど、ここまでとは思わなかった。どこに行っても好奇の視線に晒さらされるというのは、ひどく陰いん鬱うつな気分になる。

　ため息を吐きながら階段を下りる。ほら、またひとり。下から上がってくる男子生徒が僕を見ている。何もそんなに忌いま々いましげに睨まなくてもいいじゃないか──と思いながらすれちがった瞬間だった。

　ドン

「え……？」

　背中を押された。

　体のバランスが崩れる。足が階段から離れて──浮遊感。落ちる……！

　僕は思わず目を閉じて、身を強こわ張ばらせる。

「那智！」

　だが、覚悟していたような事態は訪れなかった。代わりに一夜の声が聞こえて、腹に軽い圧迫感があった。

　目を開けてようやく現状を理解した。一夜が僕の腹の前に腕を差し込み、落ちかけた体を支えてくれていたのだ。いつも思うんだけど、一夜って見た目は優男風なのに意外と力があるよな。

「いけるか？」

「あ、うん。ありがとう……」

　礼を言って、それから遅れて冷や汗が吹き出た。

「……一夜。今、僕、突き飛ばされた……」

「わかってる。これ頼むわ」

　短くそう言うと、一夜は僕に筆記用具と教科書を押しつけた。そして、身を翻ひるがえし、いま下りてきた階段を再び駆け上がりはじめた。踊り場で向きを変えて、その姿はすぐに見えなくなる。

「おい、一夜！　どこ行くんだよ!?」

　ワンテンポ遅れて、僕もその後を追いかけた。数段上って、踊り場で折り返す。

「うわあああぁああぁぁ……ぐぎゅ」

　と、そこに物もの凄すごい勢いで男子生徒が下りてきて、そのまま正面の壁に激突した。崩れるように床に倒れる。

　階上を見上げると、一夜が悠ゆう然ぜんと下りてくるところだった。

「悪い、那智。逃げられた」

「え？　いや、でも、これ……？」

　床で苦しそうにうめいている男子生徒を指さして聞いてみる。僕の記憶が間違っていなければ、先ほどすれちがった生徒のような気がするのだが。

「知らん。足でも滑らしたんやろ」

「あ、ああ、そうですか……」

　これ以上追及しないことにしよう。




　つつがなく二時間目と三時間目が終了。

　二時間目の休み時間は特別教室からクラスに戻ってくるために移動していたから気がつかなかったけど、実はクラスの前にけっこうな人だかりができていた。どうやら我らが片瀬司の彼氏だというふてぇ野郎をひと目見ようとやってきたらしい。

　その昔、司先輩の教室の前に男子生徒が集まっているのを見たことがあるけど、あれを中から見たらこんな感じなんだろうな。

「実際、堪たまらないよなぁ」

「ま、有名税だと思って我慢なさいな」

　他人事だと思って楽しそうに言うのは宮里（通称サトちゃん）。

　僕の席の周りには、もとから席が隣接している一夜、居内さん、砂倉さんのほかに、宮里やトモダチもいた。

「贅ぜい沢たくなんだよ、お前は。多少恨まれるくらいでプラマイゼロだろ」

　そう言ったトモダチは、とりあえず朝よりは落ち着いたらしい。

「とは言ってもさぁ……」

　ちらと教室の入り口を見てみる。相変わらず男子生徒が数人、教室の中を覗き込んでいた。何分か前に見たときと顔ぶれがそっくり入れ替わっている。

「おい、あれか。千秋ってのは」

「らしいな」

「ちっくしょう。俺の片瀬さんを」

「あ、こっち向いた」

「よし。これで顔は覚えたぜ」

「片瀬さんは俺の、俺の……っ」

　うわあ。なんか闇討ちされそうな勢いだな。あと、三人にひとりの割合でトモダチみたいな思考のやつがいる。

　それは兎も角、そんなところで固まられたら非常に邪魔なんだけどな。宮里みたいなのは別として、クラスの女の子なんてちょっと怯えているし。よけいなトラブルが起こる前に何とかしたほうがいいのかもしれない。

　さて、どうしたものかと思案していると、その人垣を割って堂々と入ってきたのがひとり。あれは確か……？

「千秋ってどいつ？」

　そいつはずかずかと教室に乗り込んでくると、近くにいた女の子に聞いた。困った女の子がこちらを見たことで、その視線から僕を見つけたようだ。

「あいつが片瀬とつき合ってるってやつ？　ふうん……」

　見下すような目で僕を見る。

「千秋、あれって……」

「知ってる。三年の妹尾せのお康こう平へいだ」

　普通科三年。クラブは陸上部で、走り幅跳びの選手。女子には人気があるけど、男子にはそうでもないという典型的な遊び人タイプ。そして、一学期にしょーもない小こ細ざい工くをしつつ司先輩に言い寄って、見事に袖にされたやつでもある。

　妹尾康平がこちらに寄ってきたので、僕も目を逸そらさず睨み返した。

「僕に何か用ですか、先輩」

「別に。ただ見にきただけだよ。……それにしてもこんなガキっぽいやつとはね」

　ほっとけよ。童顔なのは僕だって気にしてるんだ。

「片瀬も変なのを選んだな。まぁ、ちょっと変わったやつで遊んでみたくなっただけだろうけどな」

「この……ッ」

　言わせておけば。僕が気に喰わないならそれでもいいさ。でも、司先輩まで恋愛にいいかげんな自分と同類にするなよな。

　頭に血が上って立ち上がりかける。

　だが、その僕の肩に手を置いて、前へ出たのはトモダチだった。

「なに言ってんスか、先輩」

　ゆっくりと寄っていく。

「あン？　なに、お前？」

「俺？　那智の友達スよ」

　不機嫌そうに凄すごむ妹尾康平に物もの怖おじせず、トモダチは答える。

「それより先輩、ちょっとみっともなくないスかね。目をつけてた女の子がほかの男を選んだからって、その男のところに乗り込んでくるってのは。そりゃあお門かど違ちがいってもんでしょう」

「んだと、てめぇ！」

「聞いたところによると、前に一度片瀬先輩に振られたって話じゃないスか」

　あぁ、あのときのことってそういう話で決着がついているのか。噂うわさがずいぶん広まっていたから、オチも同じくらい知れ渡ったのだろうな。

　妹尾康平としては反論したいのだろうが、半分以上事実だから何も言えないようだ。

「片瀬先輩が決めたことなんだから、潔いさぎよく諦めましょうよ、先輩。それともはっきり言ってほしいんスか、何とかの遠吠えだって」

　そして、しばし睨みあうふたり。

　やがて妹尾康平は「ちっ」と小さく舌打ちすると、踵きびすを返した。入り口の人だかりを突き飛ばすようにして教室から出て行く。

「あと、廊下にいるやつらも。那智は見せモンじゃねぇんだ。とっとと散れよ」

　今度は廊下に向かって吠える。瞬間、入り口付近に集まっていた生徒はまっくろくろすけのように散り散りに逃げていった。

「これでよし」

　トモダチはすっきりした廊下を見て勝ち誇ったように言うと、こちらに戻ってくる。

「友とも技わざ……」

「技じゃねぇ！　枝えだだ！」

「あ、ごめん」

　思わず感動のあまり名前を呼ぼうとしたんだけど、なぜか言い間違えてしまった。どうやらこいつの名前は発音できないのが、この世界の約束のようだ。

「悪い、僕のために」

「気にすんな。俺はただお門違いの八つ当たりをするのがムカついただけだから」

「そっか」

　朝、わけのわからないことを言いながら僕にコブラツイストをかけてきたやつがどの口でそんなことを言うのかと思ったりもするけど、まぁ、今は突っ込まないでおこう。




　とは言え、だ──たかだか数人に啖たん呵かを切ったくらいで現状が打開されるわけもなく、昼休みになればやっぱり同じような光景が廊下に広がっていた。

　そんな中、入り口の人垣を突き破って、ひとりの女の子が教室に入ってきた。

「千秋那智！」

　姫ひめ崎さきさんだった。

　今度はなんだ。いったい彼女までどんな文句があるというんだ。

「今日こそ私と勝負ですわ！」

　彼女はきれいな指をびしっと僕に突きつけて言い放った。僕は思わず無言。

「な、なんですの？　何を黙っていますの……？」

「あ、いや、あまりにもいつも通りだったんで……」

　なんか妙にほっとした。
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　いくつか騒ぎがあったものの、今日も七時間の授業をこなし、終礼も終えて──ようやく放課後。ただし、今日の僕は掃除当番だった。

　机とイスはすべて教室の後ろに押しやられ、だだっ広い空間の中央。

「いくぞー」

　ピッチャー、トモダチ。手には安っぽいゴムボールが握られている。

「おしゃ。きやがれー」

　で、教室のコーナーにバッター、僕。掌をバット代わりに構える。

「打たれてもいいわよー。このあたしが華麗に取っちゃる」

　そして、トモダチの後方には薬局のゾウの置物……じゃなくて、宮里（通称サトちゃん）がいた。

　トモダチが投球モーションに入った。

「なっち。お前に学園生活の希望を奪われたこの俺の怒りを思い知らせてやるぜ」

「知るかっ。あと、なっち言う──」

　それに合わせて僕も腰を入れて身構える。

「なっ」

　飛んできたボールを打ち返す。ジャストミートだ。

　掌に弾かれたボールは、ライナーでピッチャーの横を抜け、宮里の伸ばした手をかすめて飛んでいった。はい、シングルヒット。

　が、そこでアクシデント。ボールの軌道上に居内さんが現れたのだ。廊下の掃除を終えて戻ってきたのだろう。

「げっ」

　危ない！　と、危険を報しらせる間もなく、居内さんは左手でキャッチ。気のせいかボールを見ずに取ったように見えたぞ。しかも、利きき手てと反対を使うあたりプロフェッショナルだ。

　こちらで宮里とトモダチが「おおっ」「ナイスキャッチ」と感かん嘆たんの声を上げる中、居内さんは無言で手の中のボールを見る。

　そして、ゆっくりとしたモーションで返球──と思いきや、剛速球。

「ほぶっ」

　ボールは僕の顔の真ん中を直撃した。思わず顔を押さえてひっくり返る僕。視界の端はしでは居内さんが無表情で腕を振り上げて、勝利のポーズを取っていた。

「千秋、アウト？」

「いや、顔面セーフだろ」

　うるせぇよ。

「……おい」

　この惨さん状じように冷ややかな声。モップを持った一夜だった。

「そこの３バカ＋１。真面目にやれ。いつまでも終わらん」

「「「うぃーっす」」」

　宮里、トモダチ、僕が異い口く同どう音おんに返事をする。

「ところで、＋１って誰だろう？」

「そりゃあ……」

　僕らの視線が一点──居内さんに集まる。

　居内さんは僕らの視線を受け、どこに焦点が合っているのかわからない目でしばし考えた後──がっくりと両手を近くの机についた。

「あ、凹へこんだ」

「本気で凹んだ」

　そして、この後、僕らは窓から飛び降りようとする居内さんを止めるのに五分ほどの時間を費ついやした。




　幸いにして怪け我が人にんもなく無事に掃除が終了し、昇降口に下りてきた。

　今いるのは一夜と僕だけ。宮里とトモダチは、あれだけ遊んでおきながら用事があるからと、疾風はやての如ごとく去っていった。居内さんは部活だ。

「おーい、なっち、遠矢っち」

　その昇降口で出会ったのは円先輩。

「あり？　先輩も今から帰りですか？　ちょっと遅くないですか？」

　体育科は六時間授業なので、帰りがこんな時間になることはまずないはずだ。

「ちょっと受験対策の補講をね」

「そか。三年になったらそんなのもあるんだ」

「あぁ、そうそう。司も美術室で残ってるってんで一緒に帰ることになってるから、たぶん外で待ってるはず。……ほら、いた」

　そろって昇降口から外へ出ると、すぐ近くの背の高い植え込みに体重を預けるようにして司先輩が立っていた。

「あ、ほんとだ」

「あら、那智くん。奇遇ね」

　司先輩が柔らかく微笑む。

「ごめん、司。待った？」

「あら、円。いたの？」

　あからさまに不機嫌な声を発し、半眼になる司先輩。さらっとひどいことを言っている気がする。

「いや、アンタと待ち合わせしてたの、アタシだっつーの。……待たされて怒ってるわけね。悪かったわよ」

　円先輩が忌々しげに言い返す。このへんのやり取りは小学校からの親友ならではのものなのだろう。

「待たせておいて悪いんだけどさ──」

　しかし、円先輩も慣れたもので、次の瞬間にはけろっと別の話題を切り出す。

「ちょっと部の練習を覗いて帰りたいんだけど、いいかな？」

「ええ、いいわよ。今さら多少寄り道したって、遅いことには変わらないし」

　なんか怖ぇ。流れを見るかぎり、円先輩だって一時間も二時間も待たせたわけじゃないと思うんだけどな。

「え、えっと、円先輩って夏で引退したはずですよね？　まだ部活に顔出してるんですか？」

　僕はだんだんいたたまれなくなって話に割り込んだ。

「たまにね。単純に後輩が心配だったり、まだ頼りにされてたり？」

「余裕ですね、受験生なのに」

「まーね。アタシ、どこかの誰かさんとちがって、わりと成績いいしー」

　ちらりと親友に目をやる円先輩と、その視線を挑戦的な笑みで受ける司先輩。そして、過負荷に胃がキリキリしてきた僕。

「それはもしかしてわたしのことを言ってるのかしら？」

　司先輩は円先輩の脇腹を指で摘つまむと、笑顔のまま容赦なくひねった。

「わたしの、こ、と、か、し、ら～？」

「痛たたたた……っ」

　なんか今日の司先輩、荒れてるな。

　名づけて片瀬司秋の暴力祭。……ショッピングモールのセールっぽくていいな。

「なっちも行く？」

　程なく解放された円先輩が僕に聞いてくる。

「僕ですか？　どうしよっかな……」

「今日は確か男バスと半々で使ってるはずよ」

「あ、それはちょっと見てみたいかも」

　男バスの練習は覗いてみたいな。

「じゃ、決まりね。遠矢っちは──」

「……帰る」

「だろうね」

　一夜の案の定な返事に、円先輩は苦笑する。

　さっそく身を翻した一夜を見送ってから、僕たちは移動をはじめた。必然的に円先輩が先頭になり、続いて司先輩と僕が並んで歩く。

「周りに人が少ないとほっとするわ」

「そうですね」

　隣で司先輩がしみじみと言い、僕は心から同意した。

「ほんと大変だったわ。あの話は本当なの、からはじまって、本当だって言ったら今度は根掘り葉掘り聞かれるし──」

　思わず僕の口から乾いた笑いが漏れる。僕と同じだ。

「通りすがりに睨まれたり、ひどいこと言われたり──」

「はい？　何で先輩がそんな目に遭ってるんですか!?」

　僕ならまだわかる。司先輩とつき合っているのだから。先輩に憧あこがれる男子生徒は腐るほどいるし、事実、僕は階段で突き飛ばされた。

「何でって……えっと、それは……」

　司先輩が言いい淀よどむ。

「まぁ、当然っちゃー当然よね。だって──」

「円っ」

　何か言いかけた円先輩を司先輩が遮る。円先輩は前を向いたまま無言で肩をすくめた。

「まぁ、彼氏のいない女の子の妬ねたみやっかみだと思って」

「は、はぁ……」

　女の子もそんなのがあるのか。男でも時々先に彼女をつくったやつが、ひとり身のやつらにタコ殴りに遭ってるものな。

　そうこうしているうちに体育館に着く。

　中では確かに男バスと女バスが半分ずつ使って練習していた。手前が女子。向こう側のステージに近いほうが男子だ。

　僕たちが顔を出したことで女バスの中に練習以外の声が一気に増えた。順番待ちの子は隣の子と何やら囁き合いながらこちらを見ているし、走っている子は足を止めないまでもシュートを撃ったりパスを出し終えた後は、意識はもうこちらを向いている。

　たぶん今日に限っては引退した前主将の登場よりも、司先輩と僕がいるせいかもしれない。

「はいはい。ほら、集中するっ」

　円先輩が一いつ喝かつする。しかし、効果は微々たるもののようだ。

　そこで女の子がひとり駆け寄ってきた。たぶん二年生の新主将だろう。「一度全員集合させたほうがいいですか？」「いや、いい。そのまま続けて」などのやり取りがなされる。新任主将としてはここで何かお言葉がほしかったのだろう。

　女の子が戻っていく。その際、ちらちらと僕らのほうを気にしていた。おいおい、主将からしてそんなことでどうするよ。

「悪い、通してくれ」

　と、そのとき入り口で屯たむろしていた僕らの後ろに男子生徒が現れた。

　男バスの部員らしい。短めに刈り込んだ頭に、練習着を着ている。背は当然高いけど、バスケのプレイヤとしてはそれほど高いほうではない。ポジションはセンターではなく四十五度、フォワードだろう。

「あ、すみません」

「ん。お前は確か……」

　しかし、その男子生徒は足を止めて僕の顔を見る。それから隣の司先輩に目をやってから、再び僕を見た。

「そうか。お前か」

　不機嫌そうに鼻を鳴らして、ようやく男バスが練習しているほうへ向かった。……何が『お前か』なんだろうな。

「佐さ竹たけ龍りゆう二じ、体育科三年。男バスのエースだよ。因みに、五番ね」

　短髪頭の後ろ姿を見送る僕に、円先輩がおしえてくれた。そうか。それが彼の名前なのか。まるでバスケをするために生まれたような名前だな。

「三年？」

「そ。男バスは女バスうちとはちがって秋大会まで出て、そこで引退らしいの」

　そのへんはクラブごとにフレキシブルなんだな。

　と、思っていたら、その短髪頭が戻ってきた。また外に出るのだろうか？　いや、ちがった。こちらに用があったようだ。しかも、僕に。

「よう、お前。ちょっと俺と一対一で勝負しないか？」

「は？　僕ですか？」

「聞いてるよ。巧うまいんだろ？」

　とりあえず素人じゃないけどさ。というか、誰だよ、そんなこと言ったの……って、ひとりしかいないか。僕は円先輩を見る。

「あー、うん。世間話程度にそんなことも言ったかも」

　ばつが悪そうに苦笑いを浮かべた。

「片瀬さん、悪い。ちょっと彼氏借りていいかな？」

「え？　ええ、那智くんがいいなら……」

　司先輩は思わぬ展開に戸惑ったように、ちらとこちらを窺うかがいながら答えた。

「えっと、じゃあ、ちょっとだけ……」

　胸を借りるつもりでやらせてもらおう。僕もちょうど、練習風景を見たせいか、久ひさしぶりにボールを触ってみたいと思っていたところだ。

　話がまとまり、用意してきた体育館用のシューズに足を突っ込みながら男バス側に移動する。後ろからは司先輩と円先輩がついてくる。女バスの練習を見るんじゃなかったのだろうか。

　ステージに鞄を置き、靴くつ紐ひもを固く結び直した。司先輩が声をかけてくる。

「那智くん、がんばってね」

「はは。ボロボロにされてきますよ」

　たぶんこれは揺らぐことのない結末だ。中三でやめて久しい僕が、高校に入って未だ現役の、しかもエースと称されているプレイヤに勝てる道理はない。

　準備体操に続いてボールを使ったアップに入る。僕らの勝負のためにゴールをひとつあけてくれたらしい。すごいな。エースともなればちょっとした我わが儘ままも利くらしい。

　シュートを何本か撃った後、ようやく一対一開始。

　先攻は佐竹先輩。スリーポイントのラインを挟んで向かい合うと、改めて大きいと感じた。背は百八十に届くか届かないかといったところ。でも、その体に筋肉がついているので、がっちりした体格だ。

　油断なくボールをキープしながら、佐竹先輩が話しかけてきた。

「お前、片瀬とつき合ってるんだって？」

　うわ、と思った。こいつ、さっきは『片瀬さん』って言ってたくせに、本人がいないところだと呼び捨てかよ。

「賭かけようぜ。俺が勝ったら片瀬と別れろよ」

「は？」

　あまりにも理り不ふ尽じんな要求に、僕は目が点になる。

　瞬間、佐竹先輩が動いた。狡こすい。

　抜きにかかってくる。僕も慌てて反応する。が、しかし、次の瞬間には、その反対から抜かれていた。軽い感じでランニングシュート。まずは佐竹先輩が一点。

　身をもって知る高校バスケ。中学とは段違いだな。

　攻守交替。

「前から目障りだったんだよな」

　僕の正面で腰を落としてディフェンスの構えを取る佐竹先輩が、再び口を開いた。

「いいか。この勝負、俺が勝ったら二度と片瀬には近づくな」

　知るかっ。

　まずはスピード勝負だ。一度フェイクを入れる。それから、それにかかろうがかかるまいが関係なく、強引に抜きにいった。

「ッ!?」

　が、向こうはしっかりついてきていた。やっぱり簡単には抜かせてくれない。

　僕はかまわずトップスピードまで上げて──レイアップシュート。もちろん、それも完全にブロックされた。というか──、

「が……っ」

　弾き飛ばされた。シュートブロックなんてスマートなものじゃない。明らかにチャージング。ファウルだ。僕は肩から落下して、全身をしたたかに打った。

「おっと、悪い。大丈夫か？」

　床に倒れたまま痛みに喘あえぐ僕に、佐竹先輩は悪びれた様子もなく手を差し伸べた。わざとのくせによく言う。

「ま、まぁ、なんとか……」

　僕はその手を借りて立ち上がった。

「お互い怪我には気をつけないとな。こっちは秋の大会も控えてんだ」

　なるほど、そういうことか。僕が何かの拍子に男バスのエースに怪我をさせたら周りが黙っちゃいないけど、その反対は遊びの最中のちょっとした事故ですむわけだ。

「今のは俺のファウルだから、そのまま続けてオフェンスでいいぜ」

「……どーも」

　攻守の交替はなし。再び僕のオフェンス。

　さて、どうしたものか──攻めあぐねたように僕は無造作にドリブルをはじめる。と、案の定、佐竹先輩はドリブルカットにきた。僕だって素人じゃない。いま見せた隙はわざとだ。向こうが前に出るのと入れ違いにターンをして、その横をすり抜けた。

「ちっ」

　すれ違いざま舌打ちが聞こえた。

　佐竹先輩を抜いた僕は、途中で足を止めジャンプシュートに切り替えた。おそらくそのままランニングシュートへいっても、ゴール前で追いつかれて潰されるだろう。だったら、ある程度距離が開いているうちにシュートを撃ってしまったほうがいい。

　そして、この判断は見事的中。フリーだ。

　しかし、問題はその後だった。シュートを撃った直後、視界に影が差したと思ったら、何かがぶつかってきた。佐竹先輩だ。シュートブロックに跳んでいたらしい。というか、ブロックの名を借りた体当たりだ。最初からそのつもりで跳んだにちがいない。

　ふたりでもつれるようにして倒れ込む。もちろん、僕が下敷きだ。

「ぐ……」

　僕の口からうめき声が漏れた。アバラが軋きしむ。

「いやー、悪い悪い」

　ニヤニヤといやらしい笑みを浮かべるバスケ部のエース。周りの部員からも「ひでぇ」「あーあ、はじまったよ」といった同情混じりの笑い声が聞こえる。なるほど。こういうやつらしい。

　でも、僕は視界の隅すみで確かにボールがリングをくぐるのを見ていた。

「とりあえず僕の一点ですね」

「ふん。まぁ、いい。……それじゃあ、次は俺だな」

「あ、先輩、その前にちょっとタイム」

「んだよ？」

　僕のタイムアウトに佐竹先輩が不機嫌そうな声を上げた。

　まぁ、ちょっと……──と誤ご魔ま化かしておいて、僕は円先輩のほうへ向かう。先輩からもこっちに寄ってきた。ついでに司先輩まで。

「大丈夫なの、那智くん」

　心配そうに司先輩が尋たずねてくる。幸いにして先輩はバスケのことをよく知らず、さっきまでのプレイがどれだけ常じよう軌きを逸いつして荒っぽいことなのかわかっていないようだ。

「まぁ、何とか。慣れてますから。……それよりも円先輩、ちょっと……」

　そう促して円先輩と一緒に司先輩から少し離れる。

「佐竹先輩って、いつもあんな感じなんですか？」

「まぁ、ね」

　僕の言いたいことがわかったらしく、苦笑する円先輩。

「ちょっと難しい性格ではあるわね」

　なるほど。中学のときの奥おく田だ君を思い出すな。バスケのセンスはピカイチだけど、気分屋でよく練習をサボっていたし、試合でも審判の判定が気に入らないとすぐにヘソを曲げていた。エースと呼ばれる人種というのは、得てしてそういう部分を持っているのかもしれない。五番というところも共通している。

「ねぇ、なっち」

「うぃ？」

「もうやめといたほうがよくない？　あいつ、なっちのこと変に目の敵にしてるみたいだし。まともにやる気ないわよ、あれは」

　さすが同じバスケ部同士。佐竹龍二のことをよく知っているらしい。何を考えて、どういうつもりで僕を一対一に誘ったか、だいたい見当がついているのだろう。

「んー？　でも、まぁ、もうはじまったわけですから」

　そう答える僕を円先輩は、心配そうに、そして、何か言いたげに見つめる。

　心配してくれるのはありがたいけど、僕には引けない理由ができてしまった。あんな賭けに乗るつもりはないけれど、司先輩を賭けの対象にするようなやつに背を向けたくはない。勝てないとわかっていてもだ。

「問題は向こうが平気でラフプレイにくることだけど……」

　大会前の聖嶺のエース様に怪我をさせたらマズいって？　知るかよ。そっちがその気なら、こっちにだって考えがある。自分の潜在的な被害者性を盾に先制攻撃に出るつもりはないけど、相手が加害者性を剝むき出だしにしているなら話は別だ。黙ってやられるほど僕はマゾくない。

「なっち。アンタ、今すごい顔してるわよ」

「え、そうですか？　そりゃよくないですね」

　ぺちっと頰ほおを叩く。

「さて、いってくるかな」

　再びコートへ向かう。司先輩のほうへ目をやると、不安そうな顔でこちらを見ていた。笑顔で応えておく。

　そして、ゴールの前には憮ぶ然ぜんとした顔で待つ佐竹先輩。……あぁ、もう佐竹でいいや。

「もういいのかよ？」

「すみません。お待たせしました」

　ゲーム再開。オフェンスは佐竹で、ディフェンスが僕。

　相手はもとより鮮やかな技で抜くつもりはなく、強引なパワープレイで突破を図る。

「がっ！」

　抜き去る際、肘が僕の顎に入った。後ろを振り返り、僕が倒れているのを確認した上で悠ゆう々ゆうとランニングシュート。ボールはリングへ。

　交替。

　僕ははじまると同時に、意表をついてスリーポイントシュートを放った。

　しかし、ボールはリングに弾かれ、ゴールならず。リバウンドは佐竹が取った。というか、僕が競り合いにいかなかった。

「なんだ、リバウンドには取りにこないのか」

「勝てそうにないですから」

　残念そうに言うかよ。今度は何をするつもりだったんだ。

　交替して、ディフェンス。強烈な当たりに吹っ飛ばされた。

　オフェンス。空中で激突、叩き落とされた。

　再びディフェンス。ゴール下の勝負に持ち込まれ、潰された。

　さすがエース、僕程度じゃ手も足も出ない。

　ここまでくるともうボロボロだった。息が荒い。運動量は少ないけど、フィジカルなダメージからけっこう消耗している。服の下はきっと痣あざだらけだろうな。

　さっきのタイムアウトの後、こっちもラフプレイで対抗するつもりだったけど、結局できていなかった。僕には狙ねらってファウルなんていう荒事はできないらしい。ええぃ、根性なしめ。

　それは兎も角、僕の攻撃だ。相手の動きを警戒しつつ、どう攻めるか頭の中でシミュレーションする。

「なに、お前、まだやんの？　もしかして片瀬が見てるからガンバっちゃってるわけ？」

　鼻で笑うように言う佐竹。まったく、相も変わらず。

「……黙れよ。気が散る。目の前でぎゃあぎゃあと」

「あぁ!?」

　僕に言い返されてカチンときたらしい、佐竹が威い嚇かくするような声を上げた。

　隙ができた。考えるよりも先に体が動く。低いドリブルで佐竹の脇の下をすり抜けるようにして突破する。だけど、抜いたと思ったのは一瞬で、すぐに追いつかれて横に貼はりつかれた。

　ここでターン。再度逆側から抜きにかかる──が、これもダメ。振り切れない。

　もうゴールは目の前だった。ここで止まっても、体勢を立て直す前に潰されるだろう。僕はそのままシュートへ踏み切った。

　佐竹も遅れず跳んでいた。シュートコースは塞がれている。──ならば、ダブルクラッチだ。一旦シュートを止め、相手の腕の下をくぐってから改めてシュートを撃つ。

「このッ」

　おそらくこのままではマズいと思ったのだろう。慌てた佐竹が僕の首筋に強烈なエルボーを落とした。

「がはっ」

　僕はあえなく撃げき墜ついされた。

　床へうつぶせに落下。口の中に血の味が広がる。切ったらしい。それだけじゃなく全身が悲鳴を上げていて、すぐには立ち上がれそうにもなかった。どうにかこうにか体を仰あお向むける。佐竹が僕を見下ろしていた。

「しつこいんだよっ」

　焦あせりと嫌悪感のこもった声で、吐き捨てるように言う。その表情から余裕は消え失うせていた。

「これでもまだやんのかよ」

「もちろん、やりますよ」

　僕はボロボロの体に鞭むちを入れて立ち上がろうとする。しかし、上体を起こしたところで割って入る人影があった。

「もういいんじゃないかしら？」

　司先輩だった。先輩は僕のほうは見ず、険けわしい表情で佐竹に向かっていく。僕はそれを座ったまま見ていた。

「あぁ？　なんだよ？」

　今度は司先輩にまで嚙みつきそうな威嚇の声を向ける。お前は感情のコントロールができんのか。

「確かバスケットボールでは、試合でファウルを五つしたら退場よね？　だったら、佐竹君、あなたの負けじゃないかしら？」

　ちっ、と佐竹が舌打ちした。何か言い返したいが、ぐうの音も出ないようだ。

　だけど、ここであえて僕が異論をはさむ。

「いいえ、先輩。それはあくまでも試合での話で、これは練習です」

　ついでに言うと、これが本当に試合だったら、これだけアンスポーツマンライク・ファウルを重ねていればもっと早い段階で退場だろう。

「那智くん！」

　司先輩は、立ち上がってボールを拾った僕を見て、悲鳴じみた声を上げた。

「司先輩、下がっていてください。まだ終わってません。……佐竹先輩、どうも体が限界みたいなんで、これが最後です。最後にオールコートの一対一をやりませんか？」

「へぇ。……いいぜ。やってやるよ」

　佐竹は、口もとは笑っているが、目はそうでもなかった。潰しても潰しても起き上がってくる僕にかなりイラついている様子だ。

「おい、オールコートでやろうってよ。そっちも空けろ」

　佐竹が怒ど鳴なるように指示をすると、今まで僕たちが使っていたゴールの反対側からも部員がどいた。これで練習用のコート一面が僕らのために空けられたことになる。

　僕はゆっくりとそちらに移動した。そうしながら自分の体の状態を確かめる。……たぶん本当にこの一本が最後だろうな。

　向かいのゴールの下に辿り着くと、振り返った。佐竹はセンターラインの少し手前にいる。僕が位置についたと見ると、踵かかとを少し浮かし、腰を落として身構えた。全身でいつでもこいと言っている。

　僕はリズムを取るようにドリブルをしながら、三歩。そして、そこから一気に加速した。数歩でトップスピードまでもっていく。僕の視界の中でみるみるうちに大きくなっていく佐竹の姿。その顔がわずかに驚きよう愕がくの表情を浮かべていた。

　そうだ、僕の武器はこの『速さ』。円先輩をもってして「オールコートなら無敵」と言わしめた、この速さだ。

　僕はそのまま、ターンもドリブルチェンジもなく、純粋なスピードだけの力技で佐竹を抜き去った。

「このッ！」

　後ろから佐竹の声が聞こえた。相手は聖嶺バスケ部のエース。抜かれるままに見送るはずがなく、追いかけてきているのだ。そして、焦った奴がどう出るか、僕には容易に想像がついた。

　僕は身を低くし、残る力を振り絞ってギアをもうひとつ上げた。さらに加速。瞬間、何かが肩をかすめた。佐竹の指だ。僕のカッターシャツを摑もうとして失敗したのだ。

　もう僕を阻むものはなかった。後はシュートするだけ。スピードがつきすぎていたのか、レイアップシュートの二歩目ですでにゴールの真下だった。僕は落ち着いてバックレイアップに変え、ボールをリリースする。

　ボールがリングを通ったのを見届け──そこで限界だった。着地した途端、足がもつれてバランスを崩す。たたらを踏み、もう倒れるしかないというところで、しかし、がっちりと体を摑まれた。おかげで転倒を免まぬがれる。

　僕を受け止めてくれたのはバスケ部員のひとりだった。

「おっと、大丈夫か？」

「あ、はい。すみません」

　その人は、僕がしっかりと自分の足で立つのを待ってから手を離した。

　周りに耳を傾けると、かすかにざわついていた。「なんだ、あの速さ」「すっげぇな」そんな声も聞こえてくる。

　そのざわつきを一喝するかのように、僕を受け止めてくれた人が声を発した。
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「佐竹」

「なんスか、主将」

　僕に負けたのが相当悔しかったのだろう。声音に不機嫌さがにじみ出ている。

「ちょっと一年と一緒に外周を走ってこい」

「ハァ!?　なんで俺が？」

「頭を冷やしてこいって言ってるんだよ」

　主将と呼ばれた人がぴしゃりと言うと、佐竹は舌打ちをひとつしてから、「一年、いくぞ」と号令をかけた。傍ぼう若じやく無ぶ人じんの佐竹も、主将には逆らえないようだ。

「待って、佐竹君」

　その歩き出した佐竹の前に立ちふさがったのは司先輩だった。

「那智くんに何か言うことがあるんじゃないかしら？」

　睨みつけながらそう言うと、佐竹は面倒くさそうに頭を掻かいた。もう司先輩に対する好感度を維持する気はさらさらないようだ。

「そいつも言ってただろ。練習だよ、練習。試合でも練習でも、接触はつきものだろ」

　ま、素直に謝るような性格ではないか。

「そう。じゃあ、わたしからひとつ言わせてもらうわ。……何か言いたいことがあるなら、今度から那智くんではなくわたしに直接言って頂ちよう戴だい」

　司先輩はぴしゃりと言い放つと、佐竹に背を向けた。こちらに歩いてくる。他方、佐竹は不機嫌そうに鼻を鳴らしてから体育館を出ていった。

「那智くん、大丈夫？」

「え？　あ、はい」

　啖呵を切る司先輩を思わずぽかんとして眺めていた僕は、はっと我に返って慌てて返事をした。

「口の端、切れてるわ」

「大丈夫ですよ、こんなの」

「ダメよ。動かないで」

　司先輩がポケットからハンカチを出し、血を拭き取ってくれた。高級そうな柄もののハンカチ。血で汚してしまって、もったいないやら申し訳ないやら。

「はい、これできれいになったわ。じゃあ、帰りましょうか」

　そうして僕たちは体育館を後にした。

　因みに、翌日から司先輩と僕の関係に文句を言う声は減り、この騒ぎはゆっくりと収束に向かうことになる。
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　帰り道、司先輩と並んで学校から駅へと向かう。

　十月を目の前にして日は徐々に短くなり、もう間もなく日が暮れようとしていた。

「先輩、よく５ファウルなんてルール、知ってましたね」

　てっきりバスケのことなんてとんと知らないものだと思っていた。

「円がおしえてくれたの」

「あ、なるほど」

　それなら納得。

「心配したんだから」

「すみません……」

　言い返す言葉もないです。

「また傷だらけになって。もう那智くんひとりの体じゃないのよ」

「そ、それは初耳ですね……」

　僕はいったいどんな体になってしまったのでしょうか？

「那智くんはわたしのものなんだから」

「あー……」

　それは初耳じゃないな。学園祭のときにも聞いたし、僕自ら認めていることだ。

　しばらく無言で歩いた。

　顔が熱い。ハンカチを濡らしておけばよかったな。

「って、ああ、そうだ。思い出した」

　僕はポケットからハンカチを取り出した。先ほど司先輩から借りたものだ。学園祭二日目に続き、二枚目。

「これ、洗濯して返しますよ」

「そう？　気にしなくてもいいのに」

　先輩はくすりと笑った。そう言えば、初めて司先輩と会ったときもハンカチを借りて、こんなやり取りをしたな。懐かしい。

「今度はお礼はつけなくていいわよ」

　たぶん司先輩も同じことを思い出したのだろう。先回りしてそう言う。

「そうですか」

「ええ。だって、今は那智くんがいるもの。ほかにほしいものなんてないわ」
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　千ち秋あき那な智ちという男の子と出で逢あったのは去年、中学三年に上がったときだった。

　とは言っても運命的なものではなく、たまたま同じクラスになったというだけのこと。出逢いという言葉を使うには少し大おお袈げ裟さだろう。




　それは五月のある日の帰り道だった。

　その日は私の所属する卒業アルバム制作委員会の会議があり、すっかり下校が遅くなってしまった。もうすぐ十九時になろうかという時刻。あたりはもう暗い。

　そこに後ろから追いついてきたのが彼だった。

「いま帰り？　遅いね」

　彼は黒地に赤のラインの入ったクラブのジャージを着ていた。部活動で疲れているはずなのに、私の姿を見つけて追いかけてきたらしい。

　当時の彼もやはり子どもっぽくて、今のようにそれがかわいいという上級生もいなかったので、そのままただ単に子どもっぽいという評価しかなかった。特にこの年ごろの女子は男子よりも精神年齢が高く、彼をバカにする女の子も多かった。

　私は彼の問いにうなずいて答えた。

「僕は見ての通りクラブなんだけど、そっちも？」

　今度は首を振って否定する。

「あれ？　ちがってたか。じゃあ、なんだろ？」

　記憶から答えを手た繰ぐり寄よせようとしているのか、彼は首を捻ひねって考えはじめた。そうして私が正解を言おうと口を開いた瞬間、

「あ、思い出した。……卒業アルバム制作委員会！」

　彼は横を歩く私をびしっと指さして言った。私はそれにうなずく。

「そっか、アルバム制作委員か。大変だね、こんなに遅くなるなんて」

　彼はそう言うが、今日はたまたま決めるべき事案が難航しただけで、普段はもっと早く帰れる。思い出に残るアルバムは自分たちの手で、ということなのだろうけど、撮影自体は専門家がやるので、実際にすることと言えば写真の選別と誌面のレイアウトの決定くらい。本格的に忙しくなるのはまだまだ先のような気がする。

　それからしばらく彼の話を聞きながら歩いていたが、程なく辿たどり着ついた四つ辻つじで彼と私の向かおうとする方向が異なった。

「ん？」

　ぴたりと彼が足を止めた。顔だけがこちらを向いている。

　私もつられて立ち止まってしまう。

「あ、そっちなんだ？　暗いから送っていこうか？」

　それには首を振って断った。

　すると、彼の顔が少しだけ曇る。本当に大丈夫か心配なのだろう。

「大丈夫、近いから」

　私がそう口にするとそれで安心を得たらしく、途端に彼の顔が晴れた。

「そっか。……じゃあ、また明日」

　そんな別れの挨あい拶さつを残して彼は帰っていった。

　私も帰き路ろにつく。歩き出してから、何となく「また明日」と発音を試みた。もちろん、それには空気を振動させる以上の効果はなかった。
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　それから二週間後。

　卒業アルバム制作委員会の会議は隔週の金曜日に行われる。今日は前のように遅くなることはなく、比較的早く終わることができた。

　でも、私は帰宅する前に一度、グラウンドに行ってみた。そうしたのは会議の途中ふと目をやった窓の外に、新入部員を指導する千秋くんの姿が見えたからだ。会議が終わるころには夕ゆう闇やみが迫っていたが、彼らはまだ練習をしていた。私はそれをただぼんやりと見ていた。

　気がつくと日はすっかり沈み、ボールを追うには厳しい暗さになっていた。時間にして三十分ほど、私はここに立っていたらしい。

「じゃあ、今日はここまでにしよう。整理体操は各自ですること」

　彼の言葉に新入部員たちが返事をする。

　そうして余裕が出たのか、彼はようやく私に気がついた。こっちを見て笑ったようにも見えたが、暗いので確証はない。

　彼が駆かけ足あしでこちらに寄ってきた。

「委員会、いま終わったの？　僕のほうももうすぐ終わりなんだ。よかったら待っててくれる？　一緒に帰ろう」

　私がうなずいて答えると、彼は嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。今度は近かったので見間違いではない。

　それから彼はコートに戻り、一年生と一緒にボール籠かごを倉庫へと片づけはじめた。それが終わればグラウンドレーキで荒れたコートを整える。こういうことは通常一年生に任せてしまうものではないのだろうか。にも拘かかわらず、そうしないのは彼の性格によるところが大きいのだろうと思う。

　そして、帰り道。

　私たちは二週間前と同じ道を歩く。小学生のように通学路が決められているわけではないけれど、最短コースをとると自動的にルートが決まってしまう。程なく分かれ道となる四つ辻に辿り着いたが、私たちはその場にとどまりしばらく話をしていた。

　別れ際、私は彼に聞いてみた。

「……千秋くんはなぜ私と帰ろうと思ったの？」

　彼はほんの一瞬だけきょとんとし、その後に微笑んだ。

「それって意外と難しい質問だよね。わざわざ考えたことがない。強しいて言うなら同じクラスだから？　前を知ってる顔が歩いていたから声をかけた。ちょうど帰るところだったから一緒に帰ったってだけのことだよ」

「……でも、みんな私のことを面白くないって言うわ」

　そう。面白くない──それが私の評価だ。

　それはきっとこの極端に口数を少なくしている主義のせいだろう。陰気に見えるらしい。だからと言って、孤立しているわけではなく、気の合う友達は人並みにいる。

「そう？　僕は充分に面白いと思うけどな」

　初めて聞く意見だった。

　きっと今度は私がきょとんとした顔をしていたにちがいない。

「人の個性キヤラクタは別に話し方やその内容だけで決まるものじゃないからね。言葉がなくても僕はいいと思うよ。でも、そうだな。普段はそれでも、たまに冗談でも言ってくれたらさらに面白いかもね」

　冗談……。頭の中でその言葉を繰り返し、少し考える。そうして思いついたことを私は言ってみた。

「……なっちん」

「は？」

　彼の目が点になった。

「……なっちん」

「いや、聞こえてるから」

　私はうなずいて了解した。

　その後、今度は彼は黙り、考え込みはじめた。

「それって僕のこと？」

　再びうなずく。

「それ、たぶん冗談って言わない」

　私も言う前にそんな気はしていたのだけど、そのまま口にした。その発音を試してみたかったし、それを聞いた彼の反応が見たかったから。

「でも、ちょっと面白かったな。次も期待してるよ。……じゃあね。また明日」

　そう言うと彼は帰っていった。

　家路の途中、私はもう一度「なっちん」と発音してみた。確かに冗談にカテゴライズされないだけあって面白くはない。

　ただ、さっきの彼の反応は面白かったと思っていた。
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「千秋くんとよく一緒にいるみたいだけど、つき合ってるの？」

　最近、たびたびそういうことを聞かれるようになった。もちろん、それに対して私は、いつも首を横に振って否定している。

　確かに彼は、休み時間などにふらっと私のところにきては、少しばかり言葉を交わして去っていく。周りから見れば『よく一緒にいる』状態なのかもしれない。事実、私にとっては一緒にいる時間の最も多い男の子ではある。

　聞けば彼のほうも同じような環境にあるらしい。

「そんなことないのにね」

　と、彼。そうやって否定するところも共通している。

　そんな周りからの興味本位の詮せん索さくも、今は互いに笑って否定できた。だけど次し第だいに私たちの意思とは無関係に、今の状態を保てなくなる環境が整いつつあった──。




　ある日の昼休み、またふらりと私の席にやってきた千秋くんの手首を私は摑つかんだ。

「ん？」

　何がはじまるかわからない彼は首を傾かしげる。

　彼の手を引っ張り、掌てのひらをべったりと机につかせると、次に親指から順番に各指の間隔を広げていく。その作業が終わると、私はシャープペンシルを握りしめた。

「あ、わかった。あれだ。指の間を猛スピードで刺していくやつ」

　その通り、と私はうなずく。

「そんな技、もってたんだ。意外」

　それに対して私は、今度は首を横に振った。

「今日が初めて」

「タチの悪い冗談はよせ」

　彼は私の手を振りほどいて手を引くと、摑まれていた手を大事そうに胸の中に抱え込んだ。この冗談はお気に召さなかったようだ。

「……千秋くんは私が話さなくてもかまわないのね」

「かまわないって言ってしまうと、何だか僕が好き勝手に話してるみたいだけどね」

　私の質問に彼は苦笑しながら答えた。

「ただ僕は言葉での返事に拘こだわらないだけ。僕のほうを向いて話を聞いてくれて、レスポンスが返ってくる限り、そこに言葉はなくても双方向のコミュニケーションが成立していると思ってるから」

　私はうなずいて相づちを打つ。

「ただ、ちょっと話をするのにコツがいるかな。でも、そういうのも引っくるめて面白いと思ってるよ、僕は」

　確かに彼といると楽だった。ただうなずくなり首を振るなりして応こたえればいいのだから、これは極力言葉を少なくしたい私にとって理想的な環境と言えた。

　けれど、それでよしとする彼は珍しいタイプだと思う。

「そういう意味では話さなくてもかまわないと言えばかまわないんだろうね。……あー、でも、あれだ──」

　彼が何か言おうと口を開いた。私は次の言葉を待つ。しかし、彼は最後の「だ」の口のまま動きを止め、何事かを考えている風だった。

「やっぱやめ。また今度にするよ」

　結局、それ。気を持たせておいてそれはない。私はちょっとむっとして、睨にらむような目つきになってしまった。

　左手で彼の腕を摑み、右手でシャープペンシルを取る。

「……だからやめて」

　彼は慌てて逃げていった。
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　やがて一学期が終わり、夏休みに入った。

　終業式以降、千秋くんの顔は見ていない。もともと休み時間に少し話をして、たまに一緒に帰る程度の仲なので、学校以外のところで彼と会ったことはないし、彼の私服姿を見たこともない。

　だから、こうなることは当然と言えば当然。このまま二学期まで会うことはないだろうと思っていた。

　けれど、それは残ざん暑しよも厳しいお盆過ぎのこと。その日、私は駅前でひかえめに肩を叩たたかれた。

　振り返る。が、そこには誰もいない。気のせいだったのだろうかと思っているところにようやく声が聞こえた。

「こっちこっち」

　千秋くんだった。どうやら彼は私の右肩を叩いてすぐに左に跳んで逃げたらしい。皆一度はやったことのあるいたずらだ。時に幼よう稚ちに見られがちな子どもっぽさは、この当時から今も変わっていない。

　約一ヶ月ぶりに見る彼の顔が少し懐かしく感じた。

「久ひさしぶりだね。学校がないとぜんぜん会わないもんね」

　私はうなずいて同意する。

「今、時間ある？　もしよかったらどこか入って、話でもしない？」

　もう一度うなずく。今の私はちょうど出かけた先から帰るところで、この後の予定はなく、急いで帰る理由もなかった。

「よし、じゃあ、決まりだ」

　彼は嬉しそうに微笑んだ。




　それから私たちはすぐ近くのファーストフードショップに入った。

「一昨日おととい、ついに試合に負けちゃってさ。夏の大会終了。昨日からようやくクラブも夏休みなんだ」

　彼が近況を語る。

「……千秋くんも試合に？」

「残念ながら出してもらえなかった。僕ならこうするって場面がいっぱいあったんだけどなぁ。尤もつとも、実際にイメージ通りできるとは限らないけど」

　そこでふと私は彼に関する噂うわさを思い出した。

　──曰いわく、千秋那智は捨て子である。

　故に児童養護施設で育った彼は、一部の先生から理り不ふ尽じんな扱いを受けているという話だ。今回の試合に出られなかったことがその一環であるのかはわからないけれど、それとは別に私もいくつか心当たりがあった。

　例えば、彼が部活の中で新入部員の指導にあたっていること。あれは普通、試合に向けて練習しなければならない三年生がやるものではないと聞いている。

「何か聞きたそうな顔」

　指摘されて私ははっとした。どうやら考え込んでいて、いつの間にかそんな顔になっていたらしい。私は即座に首を横に振って否定した。

「じゃあ、僕からひとつ聞いていい？」

　彼がわざわざ断ってから質問に入るのは珍しい。

「一度聞いてみたかったんだけど、なんでそんなに話さないの？　……うん、ごめん。前に話さなくてもかまわないって言ったけど、やっぱり理由が気になってさ」

　少し考える。よくこの質問をされるが、私はそれに答えたことはない。だけど、何も話さなくていいと言ってくれる彼になら、答えてもいいのかもしれない。

「……言葉じゃ思ってることが上う手まく伝わらないから」

　私は常々思う。言葉はコミュニケーションのツールとしては不完全だと。

　思考を言葉に変換して発音するだけでも効率が悪いのに、言葉の解釈は受信側に委ゆだねられる。しかも、そこにその時々の感情という不安定な要素が加わるとなれば、頭で思ったことはきっと一割程度しか伝わらないだろう。

　だから、私は解釈を巡って揉もめごとの種になったり、人間関係に亀き裂れつを生むもとになる言葉というツールを極力使わないと決めた。

「あぁ、あるね、そういうの。僕も相手に思ってることがぜんぜん伝わらなかったり、曲きよつ解かいされたりしたことが何度かあるよ。でも、結局、人に考えを伝える方法って言葉しかないんだよね」

　私は彼の言葉にうなずいた。

「……手を握るだけで考えてることが伝わればいいのにと思う」

「こんな感じ？」

　突然、彼は私の手を両手で握った。

「ッ!?」

　そして、そのまま何かを感じ取ろうとするかのように目を瞑つむる。

　やがて──、

「やっぱりむりだね」

　私の手を離し、無む邪じや気きに笑った。

　当たり前だ。人間はまだ接触、非接触に関係なくテレパシィをコミュニケーションの方法として確立していない。

　そして、何よりもこのときの私の頭は真っ白だった。だから何も伝わるはずがない。
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　夏休みが明け、二学期早々の実力テストが終わって一段落したころ、私はクラスメイトに聞かれた。

「ねぇ、やっぱり千秋とつき合ってるんでしょ？」

　その手の話や噂が好きな女の子だ。この質問も六月ごろにはよくされていたけど、最近では珍しい。少し驚いたけど、答えは以前と変わっていない。

　私は首を横に振った。

「噓うそ。だって、夏休みにあんたと千秋が手をつないで歩いてたって噂になってるよぉ」

「あ……」

　心当たりがあった。あのときだ。夏休みにたまたま彼と会った、あのときのことを誰かが見ていたのだ。それが伝言ゲームの末に、今みたいな話になったにちがいない。

「ふうん。やっぱりそうなんだ」

　このときの私の顔が、まるで隠していたことが見つかって驚いているように見えたのだろう。クラスメイトは何やら誤解をしたまま去っていった。




　それから数日後、実力テストの結果が全て出そろった日の放課後、私と千秋くんは担任の先生から職員室にくるよう言われた。

　あまりよい理由で呼ばれているとは思えなかった。千秋くんも同じことを感じているのか、ふたりで職員室に向かっているときも彼は終始黙っていた。

　職員室に入り、先生の机の横に並んで立つ。先生はイスを回転させてこちらに向き直ると、さっそく切り出した。

「お前たちふたりが交際しているという話を聞いたんだが、本当か？」

　やはりこの話。何となく予想はしていた。

「いえ、そんなことはありません」

　千秋くんがきっぱりと否定する。その横で私は彼に同意するようにうなずいた。

「だが、そういう話を先生は耳にしている」

「噂でしょう？　僕たちはそういうつもりはありません」

　それを聞いて先生はひとつうなずいた。だけど、これはきっと納得してうなずいたわけではないのだろう。

「じゃあ、今回の実力テストはどういうことだ？　いちいちデータは出さないが、成績が落ちていることはお前たち自身がよくわかっているだろう？」

　私は彼を見た。彼も私を見ていた。

　そして、そのことで先生の言っていることが本当であることがわかった。確かに私は、前回よりも幾いく分ぶんか点数が悪かった。そして、彼もまた、私と同じだったらしい。

「それはたまたま調子が悪かったからです。関係ありません」

　私も同じ主張だった。むしろ私は調子が悪かったとも思っていない。確かに数字の上では落ちているけれど、この程度の振幅なら誤差の範囲のはずだ。

「だから、その調子を悪くした原因が夏休みに遊び呆ほうけていたからなんだろう？」

「先生の言ってることは前提から間違っています。僕たちはつき合ってるとか、遊び回ってるとか、そういう関係じゃありません」

「だが、周りはそうは思っていないようだが？」

「みんなが勝手にそう言ってるだけです！　周りがどう思おうと僕らにそのつもりはありません！」

　また先生が、ふん、とうなずいた。

「言わなくてもわかっていると思うが、もうすぐ中間テストがあるし、月末には第一回目の全国模試だ」

　先生は話題を変えた。なるほど。どうやら先生は話を自分の都合のいい方向に変える際に、うなずいて相手の言い分を一いつ蹴しゆうするらしい。

「ふたりとも聖せい嶺れいを受けるんだろう？　だったら異性とのつき合いにかまけてる場合じゃないと思うが？」

「先生に僕たちの交友関係にまで口を出す権利があるんですか？」

「権利はない。が、先生はお前たちのことを思って言っているんだ」

　先生が心配しているのは私たちの成績。ただ私たちを聖嶺に合格させたいだけだ。

　聖嶺学園は、このあたりでは有名な私立の進学校だ。偏へん差さ値ちも高い。そこにクラスからふたりも入れたとなると、先生もさぞ鼻が高いことだろう。

「特に千秋。お前だって親に恩返しくらいしたいだろう？　本来、お前のようなやつが入れる学校じゃないんだからな」

　その言葉に千秋くんは、今度は反論もなく黙り込んだ。

　視線を落とした私の目に、拳こぶしを握る彼の手が見えた。かなり強く握っているのか、微かすかに震えている。私は先生に見えないように、そっと彼の袖そでを引いた。

　少したってから力なく拳が開かれた。何かを確かめるように握って開いてを、二度、繰り返す。

「わかったなら行ってよろしい。次は今回のようなことがないようにな。先生、期待してるからな」

「……はい」

　私たちはそろって一礼すると、職員室を後にした。




「まさかつき合ってるつき合ってないを、周りが決めることだと思わなかったよ」

　帰り道、千秋くんが皮肉たっぷりに言った。

「……どう、するの？」

「べつに。今だって特別なことをしてるわけじゃないしね。明日から何かを変えようとは思わないよ」

　私はうなずく。少し、ほっとした。

　だけど、そう言いながらも私たちは普段より格段に言葉少なく、いつもの下校道を力なく歩いた。やがて分かれ道に辿り着く。

「じゃあ、また──」

「……あ、あの」

　言いかけた彼の言葉を遮さえぎって、私は言葉を発した。

「ん、なに？」

「……うん。あのね……」

　能動的に話を切り出した私をきっと珍しく思っただろう。彼は私の次の言葉を待っていた。

　どういう言葉にしようか私は考える。

「……ううん。やっぱり、いい」

　だけど、やめた。いま私が思っていることを伝えるには言葉が多くなりすぎるから。

「うわ、何それ。ちょっと気になるんだけど」

　勝手なことを言う彼。以前、私に何か言いかけて途中でやめたのはどこの誰だっただろう。少し腹が立ったので、絶対に言ってやらない。

「……たいしたことじゃないから」

「そっか」

　彼はさらりとそう言った。

「じゃあ、また明日」

　そして、口にするいつもの挨拶。

　私もいつも通りうなずいて応えた。




　しかし、状況は考えていたほど甘くはなかった。

　私たちがそろって呼び出されたことはすでに知れ渡っていて、以前からの噂に加えてさらに無責任な憶おく測そくまで飛び交うようになった。ただ話をしているだけでも目立つようになり、たびたび先生から受験に向けての心構えを説とかれた。

　そういったことが煩わずらわしかったのか、それともただ単に忙しかったからなのか、私たちが一緒にいる時間は限りなくゼロに近くなっていた。

　中間テストや全国模試、そして、運動部の彼は総合体育大会。そういった諸もろ々もろのイベントに流され、ついに高校受験が終わって一段落ついたときには、あの当時のことは思い出のひとつになっていた。

　だから、私はあのとき言おうとした言葉は忘れたことにした。
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　そして、今。

　久しぶりに彼がふらりと私の席にきた。通路を挟んで隣の席なのに、わざわざ前の席のイスに横向きに座る。少し懐かしいスタイルだった。

「この前ね、先輩につき合ってた子はいるかって聞かれたんだ」

「……」

「まぁ、そんなのはいないんだけどさ──でも、ひとりだけ特別だった女の子はいたような気がする、かな？」

　そう言って彼は照れたように笑った。

「……そう。じゃあ、私も誰かに聞かれたらそう答えるようにする」

「そっか」

　彼はただそれだけ言った。

　私が見つめると、彼はわずかに顔を赤くして目を逸そらした。

　瞬間、私は彼の思っていることがわかったような気がした。もし私の考えている通りなら嬉しいと思う。思い出になってしまった当時のことも、少しは救われる気がする。

　けれど、彼はまだそれを言葉にしていない。私があのとき言おうとした想おもいと同様、まだ言葉になっていない。

　だから、ただの錯覚の可能性もある。

「よっし」

　彼が跳びはねるようにイスから立ち上がった。

「じゃあ、また」

　そして、微笑みながら言う。

　私はいつものようにうなずいて応えた。
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　年に一度の祭りが終わり──学園祭気分が抜けて、いろいろな騒動も落ち着いてきたある日の昼休みのこと。

　五時間目の化学のために理科実験室に移動していた僕は、その途中、中庭で友達と話をしている司つかさ先輩を見つけた。足を止めて二階の廊ろう下かの窓からその姿を眺ながめる。

　十月の中旬。残ざん暑しよはとうに消え去り、かと言って寒いわけでもなく、おしゃべりを楽しむにはちょうどいい季節だろう。そんな中で司先輩は友達三人と一緒にいた。

　輪の中心にいるのは司先輩。少し高い花か壇だんの縁ふちに体重を預けるようにして腰掛けている。友達はその左右にひとりずつ座り、正面にもひとり立っている。

　ああ、やっぱり先輩はちがう──その場面シーンを見て、僕は思った。

　誰もが認める美少女。彼女はきっと少女と大人の間にいるのだろう。だから、いたずらっぽく子どものように笑ったり、大人っぽく淑しとやかに微笑ほほえんだりできるのだ。どちらでもあり、どちらでもない。そんな今しかない一瞬のバランスが彼女の神秘的な魅力のひとつにちがいない。

「なーんてね」

　年下の僕が知ったふうに言うことでもないんだけど。




　不意に司先輩がスマートフォンでメールを打ちはじめた。

　女の子で友達と話しながらメールする光景はよく見かける。例えばサトちゃんなんか人を蹴けりながらやってたりするし、居い内うちさんは端末をいじっていても僕が横を通れば足を出してくる。でも、先輩のそういう姿を見るのは初めてだった。

　横からディスプレィを覗のぞき込もうとする友達と、慌てて端末を胸に抱えて隠す司先輩。そんな女の子らしいやり取りも、とても新鮮だ。

　と、そのとき、僕のポケットの中でスマホが震えた。ディスプレィを見てみると司先輩からのメールだった。……なんだ、僕へのメールを打ってたのか。

　いったい何ぞな、と受信したメールを開いてみる。




『こっそり覗き見してるのは誰かしら～？☆』




「ぶはっ……」

　瞬間、だーらだーら、といやな汗がいっぱい出た。

　おそるおそる顔を上げて窓の外を見てみると、下で司先輩が笑って手を振っていた。その周りでは先輩の友達も面白半分で手を振っている。

「あはは……」

　非常にばつの悪い思いをしながらも、僕も手を振り返す。……あー、恥ずかし。さっさと理科室に行こう。そう思って廊下の先に向きを変えたときだった。

「「人じん誅ちゆう───！！！」」

「[image: ]っ!?」

　背中に強烈な衝撃。僕は前方に吹っ飛んで、二メートルほど廊下をヘッドスライディングした。いったい何ごとかと体を起こす。

「昼間っから羨うらやましいぞ、なっち」

「をほほほほ───」

　そう吐き捨てながら走り去っていくトモダチと宮みや里さと晶あきら（通称サトちゃん）。

　ああ、あれだ。後ろからライダーキックみたいな角度の跳び蹴り（←サトちゃん）と中段蹴り（←トモダチ）のツープラトン攻撃を喰くらったんだな。……ちくしょう。絶対ブレザーに足跡がふたつついてるな。

「まったく、もう……」

　愚ぐ痴ちをこぼしながら立ち上がろうとする。

　スパンッ

　しかし、小こ気き味みよい音とともに、今度は頭に軽い衝撃。見ると普通にすたすた去っていく居内さんの後ろ姿があった。手にした教科書でさり気なく僕の頭をハタいていったのだろう。

「みんな、いったい何なんだろうな……？」

　僕は思わず廊下の真ん中であぐらをかき、腕を組んで考え込んでしまった。





　　　　§§§






　放課後、七時間目が終わってから美術室へと向かった。あの後、司先輩からさらに『放課後、美術室にくること』と命令形に近いメールが入ったからだ。

「失礼しまーす」

　と、美術室の扉を開ける。

　中には十人弱くらいの生徒がいた。もちろん、僕を呼んだ司先輩の姿もある。

「いらっしゃい、那な智ちくん」

　その司先輩が僕を迎えてくれた。おかげさまで僕は、学園祭以降、人前であろうと名前で呼ばれている。

「わざわざ美術室にこいだなんて、何か用ですか？」

「ええ、もちろんよ。今日はね、見てもらいたいものがあるの。……ほら、こっちよ」

　そう言った先輩は僕の後ろに回ると、背中を押して誘導する。そうしてつれてこられたのは、一枚のキャンバスの前だった。近くに香か椎しい先輩がいて、いつものように静物デッサンをやっているようだった。

「どうも」

「よう」

　目が合って、挨あい拶さつ。それから僕はキャンバスの絵を見た。

「あ、これ……」

　それはいつか見せてもらった足に翼をつけた天使の絵だった。しかし、下描き段階だったあのときとは決定的にちがっている部分がある。

「完成したんですね」

「ええ、そう。……さ、座って」

　司先輩は僕の肩に触れてキャンバスの前のイスに座るように促す。僕はそれに逆らわず腰を下ろした。

「ねぇ、どうかしら？」

　そう聞いてくる。先輩自身も僕の肩越しにキャンバスを覗き込もうとするものだから、僕の顔のすぐ横に司先輩の顔があった。

「どうと言われましても、僕は絵のことなんてさっぱりだし」

　戸惑ったのはきっと絵の知識を持ち合わせていないせいだけではないだろう。かすかな雪の香りが鼻をくすぐり、頭がくらくらしてくる。

「もぅ。別に専門的な感想を言えって言ってるんじゃないんだから、思ったことを言えばいいの」

　怒ったような口調の司先輩に言われて、僕は改めて絵を見た。

　絵は色がつけられてさらに幻想的になっている。それと同時に解放感も伝わってくる。足に翼をつけた天使──実際には描いた先輩ですら天使だか魔法使いだかわからないそれは、その翼でどこまでも駆かけるように飛んでいきそうだ。

「すごくいいと思います」

「本当？」

「もちろん本当です」

　本当ですからこんな近くで顔を覗き込むのはやめてください。

「そう。じゃあ、これで百人力だわ。……この絵、今度コンクールに出展するの。だから、いつもより時間をかけて描いたのよ」

　それはきっと大変なエネルギィを費ついやしたにちがいない。一時期スランプだとも言っていた。それでも先輩は、そういうことも含めて絵を描くことが好きなのだろう。

「入賞狙ねらいなんですね」

「そうね。もっと正確に言うと、この天使の絵で入賞したいの」

　なんか微妙なニュアンスのちがいだな。

「あ、天使って決まったんですね」

「ええ、わたしの天使よ」

「ふうん……」

　うわ。今、僕、すっごい筋違いの嫉しつ妬とした。そんなあまりにも高度な僕の精神活動はとりあえず横に置いておこう。

「きっとこれなら入賞しますよ」

「ほんと？　嬉うれしいわ。那智くんがそう言うならまちがいなしね」

　司先輩は花が咲くように淑やかに微笑んだ。

　そんなことで自信をもって大丈夫なんだろうか。素人しろうとが勝手に言っているだけなんだけど……ま、いいか。先輩が嬉しそうだし。
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　日々が穏やかに過ぎていく。

　学園祭やその後にひと騒ぎあったものの、それも次し第だいに収束しつつあり──以後は大きな騒動もない。

　おかげで本日もつつがなく七時間の授業と終礼を終え、昇降口で靴くつを履はき替えて外へ出る。一いち夜やはまだ本を読んでいたので、ほったらかしにしてきた。

　七時間目終了のこの時間に下校する生徒は少ない。大半の生徒はすでに帰宅するか、クラブ活動に行ってしまっているからだ。

「うーん。秋晴れの空の下、今日も実に平らか、且かつ、穏やか──」

「なっち先ぱ～い！」

「……でもなかった」

　声の主は、学園祭での騒動の火付け役──宇う佐さ美み奈な津つのものだった。

　このところ姿を見ないと思っていたけど、いったい何をしにきたというのだろうか。どうにもいやな予感しかしなかった。





　　　　[image: ]






　そのとき、わたしは早足で昇降口を目指していた。

（意外と時間かかっちゃった……）

　ついさっきまでやっていたのは、クラス委員の子に頼まれたアンケートの集計。それを七時間目が終わるまでに片づけて、那智くんと一緒に帰ろうと思っていたのだけど、これが思った以上に時間がかかってしまって、その結果が今の状況だった。チャイムはつい十分ほど前に鳴った。まだ帰ってしまっていなければいいのだけど……。

　やがて昇降口に着き、靴を履き替える。出たところで待っていようと体を出入り口に向けたとき、ガラス扉の向こうにすでに那智くんの姿があった。

　そして、その隣にはこの学園のものではない制服を着た女の子も──。

　頭は特徴的なツインテール。小柄な那智くんよりも背は低く、年下で──悔しいけどわたしよりも那智くんにはお似合いな女の子。──宇佐美奈津さん。

　わたしが見ている前で那智くんは、最初、迷惑そうな顔で対応していたけど、次第にその表情を和やわらげていく。

　急に──体が重く感じられた。

　那智くんと知り合ってから、わたしは自分がヤキモチ焼きだったり独占欲が強いことを思い知った。最初は戸惑ったけど、最近はそんな自分にも折り合いをつけて、彼が女の子と一緒にいても少しは落ち着いていられるようになった。だいたい那智くんからしてあの通り男女問わず仲よくなってしまうたちなのだから、いちいち気にしていたら身がもたない。

（でも、なぜその子なの？）

　その子はわたしたちを引っかき回した子じゃない。那智くんがその子と一緒にいたら、わたしがいやだってわかってよ。

　どう声をかけようか迷っているうちに、ついに那智くんは彼女に笑顔を見せ、ふたり一緒に校門の外に向かって歩き出す。

　結局、那智くんはわたしに気がつかず行ってしまった。

　わたしが、こんなに近くにいるのに──。
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　翌日、授業も上の空でわたしは考える──。

　那智くんはなぜあの子と一緒にいたのだろう。あれだけわたしたちを引っかき回した張本人と、なぜ一緒にいられるのだろう。わたしがあの子を好きになれなくて、那智くんがあの子と一緒にいたらわたしがいやだって、わからないのだろうか？

（わからないんだろうなぁ……）

　思わずため息が出る。那智くんはいい子だから誰にでも優しくて、誰とでも仲よくなってしまう。でも、つき合っている女の子がその姿をどんな気持ちで見ているか、きっとわかっていない。一度、きちんと言ったほうがいいのかもしれない。

　これも年下のかわいい男の子とつき合っている女の子の苦労だと思っておこう。そう自分を納得させる。

　と、放課後、いきなりその彼女と出くわした。

　終礼を終えて外に出ると、校門のそばに宇佐美さんが立っていたのだ。

　先に気がついたのはわたしのほう。一瞬、回れ右して裏門から出ようかと思ったけど、考えているうちに見つかってしまった。

「あ、片かた瀬せ先ぱーい！」

　笑いながらこちらに向かって手を振る。その笑顔は無む邪じや気きと言えば無邪気。でも、面白いものを見つけたいたずらっ子の──いや、もう少しばかり悪意のこもった笑みに見えた。

　無視するわけにはいかず、仕方なくわたしは彼女に近づいていった。

「こんにちは、宇佐美さん」

　不機嫌丸出しの挨拶。

「こんにちはっ、片瀬先輩」

　対する宇佐美さんは、わたしの気持ちなど知ってか知らずか無視してか、明るく挨拶を返してくる。

「今日も那智くんに会いにきたのかしら？」

「あ、わかります？」

　舌を出しながら彼女は言う。その仕し草ぐさは憎らしいほどかわいい。

「その通りです。宇佐美、お兄……じゃなくて、那智先輩に会いにきたんですよー。本当は明日の約束だったんですけどね」

「約束、してたの……？」

　わたしは思わず聞き返していた。

「ええ、そうなんです。と言っても、一緒に帰って、その途中でちょっと寄り道につき合ってもらう程度ですけどね」

　彼女はそれがさも楽しいことのように語った。

　その気持ちはわたしにもわかる。そんな何でもないことも好きな人となら楽しいと思えるのだから。

「『明後日あさつてなら司先輩も先に帰ってるだろうから』って言ってたんですけどね。待ちきれずに今日もきちゃいました」

　思わず返す言葉を失う。……何よ、それ。それじゃまるでわたしに見つからないようにしてるみたいじゃない。

「あと、お父様に会ってもらう日取りも決めたいんですよねー」

「は？」

「あ、別に宇佐美と那智先輩が結婚するのでお父様に挨拶を、とかじゃないですから、ご心配なく♪」

　誰もそんな心配してないけど、経けい緯いや意図は気になる。

「ふふん～。実はですね、宇佐美のお父様が那智先輩のことを気に入ったみたいなんですよー。先輩のほうもお父様に興味をもってくれて、じゃあ今度ゆっくり話でもってことになってるんです。あぁ、楽しみ」

　わたしの知らないところでいろんな話が展開している。わたしの好きな那智くんと、わたしの好きになれない女の子の間で、わたしに隠すようにして。

　言いようのない不安が、わたしの中に広がっていく。

　と、そこでそれまでまだ見ぬ未来に期待するようにして、楽しげに語り、笑顔を浮かべていた宇佐美さんが、キッ、とわたしを睨にらんだ。

「……おもしろくない」

　そして、ぽつりとそう言った。

「え？　な、なにが……？」

「先パイ、余裕なんですね。私がこれだけ言ってもぜんぜん動じないなんて」

　言葉の意味がうまく摑つかめないわたしにかまわず、宇佐美さんは続ける。

「それは那智先輩に愛されてる、最後に勝つのは自分だっていう自信ですか？」

　あぁ、わかった。この子は焦あせっている。さっきまでの言葉はわたしを揺さぶるためのものだったのだ。でも、わたしが狙ねらった通りの反応を見せなかったから不安になったのだろう。

「さぁ、どうかしらね」

　それならわたしはここで謙けん虚きよな言葉でもって彼女の神経を逆さか撫なでさせてもらうことにする。実際には、頭は十分にパニックなのだけど。

「あなた、かわいいから那智くんが乗り換えることもあるんじゃないかしら」

　途端、彼女の顔はみるみるうちに赤くなっていった。照れているのではない。そこにあるのは怒りの感情だ。

「ええ、そうよ。私は那智先輩に無条件にかわいがってもらえる。でも……それでもあなたには勝てない。どうあっても最後に選ぶのはあなただものっ」

　宇佐美さんは荒い口調で一気に捲まくし立たてた。顔は、少し泣きそうになっていた。わたしがここで自信満々な言葉で軽く追い打ちをかければ、それだけで決壊してしまいそうなほどに。でも、彼女を見ているとそうすることは躊躇ためらわれた。

　そのとき、那智くんの声がした。

「あれ？　奈なっちゃん、……と司先輩？」

　あ、まずい。わたしの名前が後だったことは、普段ならどうってことはないけれど、今のわたしにとっては致命的だ。でも、それは顔に出さないようにして振り返る。

　視界の隅すみでは宇佐美さんが、一度背を向け、一拍おいてから同じように振り返った。

「なっち先輩！」

　もう立て直している。素直に感心した。

「なに、この珍しい取り合わせ!?」

　那智くんはわたしたちの顔を見て驚いていた。それはそうだろう。わたしだってさっきまでは彼女と一対一で話をすることなんて絶対にないと思っていた。

「えっと……奈っちゃん、明日、じゃなかったっけ？」

　那智くんはちらちらとわたしのほうを窺うかがいながら、言いにくそうに問う。その言葉こそが、先ほど彼女の言ったことが本当だったことの証しよう左さにほかならなかった。

　今日は水曜日。特進クラスもほかのクラス同様、六時間授業だ。すなわち、わたしと会う確率がぐんと増える。約束とやらを明日にしたのもそれを避けるためなのだろう。

「宇佐美、待ちきれなくて、今日きちゃいましたー」

　隠そうとする那智くんとは反対に、彼女は聞こえよがしに大きな声で言った。

　さすがにこれ以上ここにいるのは苦痛でしかない。

「人に聞かれたくない話みたいだから、わたしは先に帰るわ。……じゃあ、また明日」

　そう言ってわたしは逃げるようにその場を後にした。




　この後ふたりがどうしたかは知らない。聞いてもいない。

　ただ、後になって振り返ってみれば、那智くんの運命を変える大きな流れは、このときすでにはじまっていたように思う。
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「失礼しましたー……って、先輩!?」

「あら、那智くん」

　翌日の昼休み、職員室から出たところでばったり司先輩と出会った。僕たちはほぼ同時に声を上げる。

「先輩も職員室に呼び出されたんですか？」

「わたしは那智くんみたいにしょっちゅう呼び出されてません」

　げ、見下すような目で言われた。司先輩の中では、僕はしょっちゅう職員室に呼び出されているイメージがあるらしい。まぁ、ちょっと人より多いかなぁ、と思うこともあるけど。

「自分の名誉のために言っておきますが、今日はただ単に今朝配ったアンケートを回収して届けにきただけですから。……先輩は？」

「わたしは通りかかっただけよ」

　何の用事でどこに向かっているかは言わなかったけど、僕が教室に戻る方向と同じらしく、そのまま並んでふたり歩き出した。

　そうしながら僕は横目で司先輩の様子を窺う。

　僕は司先輩に隠しごとをしていた。奈っちゃんのお父さん、つまり宇佐美蒼そう司じ氏から改めて僕に会いたいと申し出があり、僕も少なからず彼に興味があったので、その話を受けることにした。ただ、司先輩は奈っちゃんがらみになると不安定になるようで──学園祭での騒動もあり、この話は黙っていようと判断したのだ。しかし、この件は奈っちゃんの口から告げられ、結果、それは司先輩を騙だますようなかたちとなってしまった。

　一方、奈っちゃんは、その意図が奈な辺へんにあるかはわからないが、どうもわざと司先輩を煽あおっている節がある。今回の話も一いつ旦たん断ったほうがいいのかもしれない。

「どうかした？」

　考えごとをして黙り込んでしまっていた僕に先輩が尋たずねる。

「あ、いえ、別に……」

「噓うそ」

　なぜだか即座に否定された。

「……女の子のこと考えてた」

「ぶっ」

「やっぱりそうなんだ。那智くんが何か考えているときは、たいてい女の子のことなんだから」

　いや、そんなこと言い出したら人間のことを考えてる場合、二分の一の確率で女の子ってことにならないか？　……もちろん、交友関係の男女比にもよるだろうけど。

　司先輩は、ふーんだ、と歩く速さを上げて先に行ってしまう。僕もすぐに先輩の後を追ったが、どうにも声をかけるのは躊躇われ──結局、三歩後ろをついていくかたちになった。

　やがて司先輩は渡り廊下に足を向けた。

「あ、えっと……」

　僕はそちらに用はない。だけど、それを察したように先輩が僕に言った。声はちょっと固い。

「悪いんだけど、一緒にきて少し手伝ってくれるかしら？」

「え？　まぁ、別にいいですけど……？」

　そう僕が答えると司先輩は何も言わず、またひとりでさっさと歩き出した。

　相変わらず先輩はどんな用事だとか、何の手伝いだとかはおしえてくれない。いったいどこに行くのだろう？　力仕事でもするのだろうか？　そんなことを考えているうちに辿たどり着いたのは──、

「音楽室？」

「そっちじゃなくてこっちよ」

　横を見ると、司先輩が隣の音楽準備室の扉の前に立ち、鍵かぎ穴あなに鍵を差し込んでいるところだった。すぐに鍵が開く。

「入って」

　言いながら自分は脇に退のき、僕を促した。

「じゃあ、失礼しまーす」

　中は倉庫のような感じだった。アコーディオンや大おお太だい鼓こ、小こ太だい鼓こ、普通の音楽の授業では使わないような楽がつ器きが置いてあった。隅の方には楽がく譜ふ立てが無む造ぞう作さに集められていて、棚には楽譜もある。が、どれもこれもあまり使われている様子はなかった。

　音楽準備室ってこんなところなんだな。有効利用されているかは兎とも角かくとして、初めて入った部屋に感心していると、

　ガチャリ──

　不意に背後で鍵の閉まる音が聞こえた。

　僕は何ごとかと振り返る──と、司先輩は鎖とざされた扉の前に立ち、じっとこちらを見つめていた。射抜くような視線。僕は先輩の瞳ひとみの中に尋じん常じようならざる輝きを見つける。

「あー、えっと……な、なんでしょう？」

「なんだと思う？」

　ゆっくりと、司先輩が歩み寄ってくる。

「さ、さぁ……？」

　それにあわせるように僕は後ろに下がる。先輩との等距離と、正面の位置を保つようにする。が、背中に何かが当たった。棚だ。つまり、これ以上後ろに下がれない。

　司先輩は歩く速度を変えないまま、僕との距離を詰めてきた。パーソナルスペースを侵害するに十分な間隔。距離はほぼゼロ。司先輩の顔が僕の目と鼻の前にある。
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「なにって聞いた？　それはね……」

　先輩はこの上なおも近づいてきた。僕の左右の足の間に片脚を差し入れる。僕の腰に両手を回す。かつてこれほど接近したことがあっただろうか。




「那智くんがわたしのものだって、思い知らせてあげる……」




　先輩は囁ささやく。これまで聞いたことのない苛か烈れつな言葉を、未だ耳にしたことのない凄せい艶えんな声で。そして、司先輩の顔が僕の首筋に迫る──。

　が、そこで昼休みの終了を告げる予鈴が鳴った。ぴたり、と先輩の動きが止まる。

「あら、残念」

　さっきまでの艶つやのある声とは打って変わって、いつもの調子、いつもの三割増くらいかわいらしい声で、けろりと言った。

「もぅ、なんて顔してるの。冗談よ、冗談」

　そう、いたずらっぽく笑う。

　僕は脱力して座り込みそうになった。まったく、たちの悪い冗談だ。軽音部じゃなくて演劇部に入ったらどうだろう？

「でも、これに懲こりたら、わたし以外の女の子のことは考えないこと。いい？」

「ぜ、善処します……」

　が、そう答えた僕を、司先輩は、じーっ、と半はん眼めで睨む。

「あーあ、ぜんぜん信じられなーい。……けど、まぁ、いいわ」

　呆あきれたように声を上げると、出口へと向かう。その途中、けっこうテキトーな感じで棚から一冊、楽譜を抜き出した。

「あ、これこれ。これが必要だったのよね。……さ、鍵を閉めるわよ。早く出て」

「う、うぃ……」

　僕がくる必要なんてどこにもないじゃん、という指摘は飲み込んでおいた。
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　そうして放課後。

　昇降口で革靴に履き替えて外に出ると、案の定、奈っちゃんが待っていた。そういう約束だったのだから当然だ。

　今日は僕と宇佐美蒼司氏が会う日取りを具体的に詰めることになっていた。だけど、司先輩のこともあるので、悪いがこの話は一旦保留にさせてもらおう。

「なっち先ぱーい」

　奈っちゃんは僕を見つけると、嬉しそうに手を振ってきた。その姿は素直にかわいらしいと思うが、周りに下校する生徒もいるのだから少しは遠慮してほしい。

「や、やあ、奈っちゃん」

「もー、那智先輩、遅いですよー。宇佐美、どれだけ待ったと思ってるんですか」

　そんな一時間も二時間も待たせたかのように言ってくれるな。まぁ、奈っちゃんと会いたくなくて、足取りが重かったのは確かだけど。

「約束していたのに悪いんだけど、今日は急な用事ができてね。早く帰らなくちゃいけないんだ。奈っちゃんのお父さんと会う話も──」

「ダメです。今日は先輩に大事な話があるんですから」

　僕の言葉を、彼女は遮さえぎる。

「大事な話？　僕に？」

「はい！　だから乗ってください」

　そう言いながら奈っちゃんは、校門の外に停とまっている車を視線で示した。学園祭のときに見たスポーツカーではない。黒塗りのセダンだ。これも宇佐美家が所有する車のひとつなのだろう。

「さ、先輩、どうぞ」

　奈津お嬢様自ら後部座席のドアを開け、再び促した。大事な話とやらはこの中でするということなのだろうか。

「ちゃんと家まで送りますから」

　言われて、ため息をひとつ。……仕方ない。ここまで用意されては断りにくい。僕は渋々車に乗り込んだ。すぐに反対側からも奈っちゃんが入ってくる。中は非常に広く、うちの車とは比べものにならないくらい快適で、且つ、高級感あふれる空間だった。

　車は静かに発進する。

「で、話って？」

「さぁ？」

「さぁって……」

「だって、話があるのは宇佐美じゃなくてお父様ですから」

　しれっとそんなことを言う。

「騙したな」

「そんなことありませんよ？　大事な話をするのが宇佐美だってひと言も言ってませんし、家まで送る約束もちゃんと守ります」

「そういう問題じゃない」

　しかし、奈っちゃんの言葉を裏付けるように、表通りの大きな道路に出た車はあらぬ方向に走り出した。

「お父様が今日しか時間が取れないんですよ」

　奈っちゃんは何とか僕を納得させようとしていたが、僕としては完全に機嫌が悪くなってしまっていて、窓に肘ひじを突いたまま返事もせず、無視を決め込んでいた。

　それからもしばらく説得の言葉を発し続けていた奈っちゃんだったが、次第に元気がなくなり──車が目的地に着くころには黙り込んでしまっていた。

　僕のほうは逆に、時間が経たつにつれて機嫌もそこそこ直っていた。それはたぶん宇佐美蒼司という人物への興味が勝ったからだろう。司先輩には後できちんと説明しよう。




　辿り着いたのは一軒の料亭だった。

『望もち月づき』という名前らしい。外観は純和風の屋敷で、あまり料亭らしさを感じさせず、入り口などはむしろ人に知られることを拒んでいるのではないかとすら思える。それほどひっそりとかまえていた。

　僕らが車から降りると、中から着物を着た女の人が迎えに出てきた。車の音を聞いて飛んできたのだろうか。

「いらっしゃいませ、お嬢様。お父様が中でお待ちですよ」

「ありがとう」

　感情のこもらない声で応じる奈っちゃん。

　奈っちゃんっていいとこのお嬢様なんだなと、改めて認識する。今まで叩たたいたり、突き飛ばしたり、けっこうぞんざいに扱ってきたけど、少し改めたほうがいいのかも、と思った。

　和装の女性に案内され、長い廊下を歩く。

　やがて廊下の最奥部が見えたころ、案内の女性が立ち止まり、「ここです」と振り返って言った。

「お嬢様方がお越しになられました」

　膝ひざをつき、言うと同時に障しよう子じを音もなく開ける。

　十畳ほどの小座敷。中央に座卓があり──その上座に彼はいた。

　日本が誇る超巨大複合企業体コングロマリツトの若き会長、宇佐美蒼司。実の父親である前会長からクーデターでもってその座を奪い、あらゆる業界へと貪どん欲よくに事業を拡大させていっている立志伝中の人。

　その彼が静せい謐ひつの中で正座し、黙もく想そうしている。反応はない。

　僕たちが中に入ると背後で障子が閉められた。そうしてからようやく蒼司氏は目を開いた。

「よくきてくれましたね」

　そう歓迎の言葉を口にし、いつもの人懐っこい笑みを見せる。

「急な話になってしまって申し訳ない。なにぶん忙しい身なので、ぽっかり空いた今の時間を逃すと、今度いつまた時間が取れるか。……奈津、お父さんは彼とふたりで話がしたい。しばらく向こうに行っていなさい」

「はーい」

　ちょっと拗すねたような調子の返事。

「じゃ、私も用事をすませてしまいますね」

　言ってスカートのポケットから取り出したのはスマートフォンだった。それを操作しながら小座敷を出ていく。そして、一瞬、どこか不敵にも映るあの笑みを浮かべたように見えたのだが──果たして、それは僕の気のせいだったのだろうか。

　閉められた障子の向こうで、廊下を踏む足音が遠ざかっていく。

　彼女が十分に離れるのを待ってから蒼司氏は正座を崩し、あぐらをかいた。顔を上げて僕を見上げ──笑う。

　それはまるで悪ガキのような笑み。

　そして、宇佐美蒼司はこう言ったのだった。




「まぁ、立ってないで座れよ。俺の息子」





　　　　[image: ]






　那智くんがわたしのものだって、思い知らせてあげる──と、わたしは言った。

　でも、いったい誰に……？

　那智くんに？

　宇佐美さんに？

　それとも、ただ彼がわたしのものだという痕あとを刻みたかっただけ？

　たぶん、全部だろう。

　だからと言って、あのような行為に及ぶなど、今から考えれば顔から火が出そうな思いだ。

　あのとき、チャイムが鳴らなかったら、或あるいは、時間が無制限に与えられていたなら、わたしはどこまでいっていただろう、なんてことを想像してさらに墓ぼ穴けつを掘る。

（あーあ、わたし、けっこうテンパッてるかも……）




　そんなことを考える放課後の美術室。

　課題の提出が近いとあって、教室の中にはけっこう生徒が残っている。ただし、真ま面じ目めに課題に向かっているのは半分くらい。残り半分は友達とのおしゃべりのためにここにきたらしい。まだまだ余裕だ。おかげで単なる談話室と化している。

　わたしは、いちおう練習のためにデッサンをしているのだけど、お世せ辞じにも身が入っているとは言い難い。その証拠に手はほとんど動いていなかった。

（今日はダメね……）

　このままこうしていても時間のむだだ。わたしは身の周りのものを片づけると、荷物を持ってイスを立った。

「あれー、司、もう帰っちゃうの？」

「ええ。どうも調子が悪いみたいだから。……じゃあね、また明日」

　声をかけてきた友達にそう答えて誤ご魔ま化かし、わたしは美術室を後にした。

　昇降口でローファーに履き替え、外に出る。と、そこで校門を出たところに見慣れない黒の高級車が停められているのを見つけた。そして、今まさにその車に乗り込もうとする小柄な女の子の姿も。──宇佐美奈津さんだ。

（あぁ、そうだった……）

　わたしは走り去っていく車を見送りながら、できるだけ考えないようにしていたことを思い出す。今日は那智くんとあの子が会っているのだった。だとしたら、あの車には那智くんも乗っていたのだろうか。

　ふたりでどんな話をしているのだろう？　彼女のお父様が那智くんに興味があるらしいから、もしかしたら会う日取りを決めているのかもしれない。考えて気が重くなる。

「司？」

　どうしてよりにもよってこんな決定的瞬間を目撃してしまったのだろう。見なければ答えの出ない問いで頭を悩ませなくてすんだのに。

「司！」

　いきなり肩を叩かれ、名前を呼ばれた。はっと我に返る。振り返ると、そこに円まどかが立っていた。

「あ、円……」

「じゃないわよ。どうしたの？　司、アンタなんか死にそうな顔してるよ？　大丈夫？」

「たぶん……」

「って言ってるわりには、ぜんぜんそうは見えないんだけど。……じゃ、ま、今日は一緒に帰りましょっかね」

「え……？」

「つべこべ言わない。だいたい今アンタをひとりで帰したら車にでも轢ひかれそうなのよね。しかも、死んだことも気づかずに、そのまま家に帰りそうだし。死んだはずの親友に毎日同じ時刻に帰ってこられても、お向かいさんとしてはかなりいやなものがあるわけよ。……わかった？　わかったんなら、はい、帰るよ」

　結局、なぜだか一緒に帰ることになってしまった。




「で、何があったのよ？」

　校門を出てしばらくしてから円に聞かれる。

「何でもないってのはなしでよろしく」

「う……」

　今まさにそう言おうとしていたのだけど、一瞬にして先回りされてしまった。つき合いが長いというのも考えものかもしれない。

　仕方なく、わたしはすべて話した。今日のことだけではなく、ここ最近の宇佐美さんの動向も含めたすべてを。

「あー、そりゃあ司としては気が気じゃないわね」

　聞いた後、円はそう言いながら頭を掻かいた。

「うん……」

「でもさ、六月にも似たようなことがあって、アタシ言ったよね。アンタいったい相手を誰だと思ってるのって。アンタがつき合ってるのって、なっちでしょ？　けっこう人を惹ひきつけるタイプのくせして本人にその自覚がなくて、男女問わず誰とでも仲よくなる、あのなっちでしょーが。いちいち気にしてたら身がもたないわよ？」

　そう言うと円は励はげますように、ぽん、とわたしの背を叩いた。

　結局、そこに落ち着いてしまうのだろうか。

「アタシから見たら、なっちなんて完全に司一筋だけどなぁ。そのあたりは安心していいんじゃない？」

「そうかしら……？」

　でも、どうしても懐かい疑ぎ的てきな返事が出てしまう。

　そうこうしているうちに駅に着き、改札口を通る。タイミングよくホームに入ってきた電車に乗ったけど、そんな人口密度の高いところで込み入った話をする気にもなれず、話はそこで途切れてしまった。乗っている間、わたしが黙り込んでいたせいもあって、ふたりとも日常会話もなく終しゆう始し無む言ごん。

　駅四つ分ほど揺られてから電車を降りる。そこからは徒歩。

　駅を出てからもしばらく言葉はなかったけど、やがて円が口を開いた。

「司に言っておきたいことがあるんだけど……いい？」

　何となく──円が半ば強引にわたしと一緒に帰ったのは、今からする話をしたかったからなのだと思った。

「司となっちってさ、基本的に似たもの同士なんだよね」

　そう円は話を切り出した。

「でも、決定的にちがうところがある。それはね、なっちが司を中心に世界を広げてるのに対して、司はなっちを中心にして世界を閉じてしまってるとこ」

「……」

「なっちはもともとのあの性格に加えて、アンタと出会ったことで、そこを起点に自分の世界をどんどん広げてる。司を通してアタシと知り合って、体育科の間でもけっこうかわいがられてる。そっちでもそうなんじゃない？」

　そう言われたらそうかもしれない。こちらの教室にきたときも、香椎君と親しげに言葉を交わしていたのを何度か見たことがある。

「その点、司はどうよ？　なっちさえいればほかは何もいらないって言わんばかりの勢いでしょ？」

「でも、人を好きになるって少なからずそういうものじゃないかしら？」

「概おおむね同意。でも、程度ってものがあるでしょうが。司も学校ではいちおう社交的な性格で通ってるけど、自分をオープンにしてないとこがなっちと対照的なところね。拒絶しないけど受け入れもしない。だからこそ誰に対しても平等になれる。ところが、そこになっちっていう『特別』ができた。結果、ほかはどうでもよくなった。でしょ？」

　否定は、できない。

「……だからどうだって言うの」

　代わりに出てきたのはこんな反問だった。

「別に？　ただ、このままだとしんどいよって話」

「しんどい……？」

　わたしは鸚鵡おうむ返がえしに円の言葉を繰り返した。

「そ。だって、なっちの周りには自然と人が集まるからね。そのひとつひとつに目くじら立ててたらキッツイと思うよ」

　今度は反論もなく黙り込む。

　気がつくともう家の前だった。

「最近わかったけど、なっちってあれでけっこう天然だから、反対にヤキモチ焼かせるくらいがちょうどいいかもしんないね。……んじゃ」

　言うだけ言うと、円は門を押して自分の家に入っていった。

　何てことを言うのだろう。それはわたしにほかの男の子と仲よくしろということだろうか？　那智くんしかないわたしにとっては、まったく想像できない場面だ。

　円の姿がドアの向こうに消えてから、わたしもようやく動き出した。

　玄関に入り、吹き抜けになったリビングの螺ら旋せん階段を上がって二階の自室に向かう。部屋に入ると少し乱暴に制せい鞄かばんを放ほうり投げ、ついでに身をベッドに投げ出した。

　確かに円の言う通りだと思う。那智くんはいい子だから彼に惹かれて人が集まってくる。男の子も女の子も。だから、いちいち気にしていたらそれこそキリがない。そこは独占欲の強すぎるわたしの今後の課題なのだろう。

（でも──宇佐美さんは、ちがう……）

　根拠はないけど、わたしは確信している。彼女は偶然のきっかけで那智くんに惹かれて寄ってきたわけじゃない。相手が那智くんだと知った上で何らかの意図を持って近づいてきたのだ、と。それが何かはわからないけれど、よくないものである予感はする。

　なるほど。わたしのヤキモチ焼きな性格はいずれ直さなくてはいけない悪い癖くせだろう。でも、それとは別に、彼女がどういうつもりなのかは確かめなくてはならない。もちろん、彼女がどうであれ、わたしは那智くんを渡す気なんてない。わたしにとって世界の中心が那智くんであることは揺るがないのだから。

　わたしはベッドから飛び起きると、先ほど放り出した鞄からスマートフォンを取り出した。メモリィから那智くんの番号を呼び出し、コールする。

「ああっ、もうっ」

　だけど、当の那智くんは一向に出る気配はなく、わたしはついに電話を切ってベッドの上に端末を放り投げた。代わりにサイドテーブルに鎮ちん座ざするデフォルメされたボリビアナマケモノのぬいぐるみを摑む。

「肝かん心じんなときにつながらないんだからっ」

　そのぬいぐるみを怒りに任せてまずは上下に圧縮。続けて、もとの一・五倍くらいに引き伸ばす。それでも気が収まらないので、とどめとばかりに壁に投げつけてやった。

　瞬間、スマートフォンがメロディを奏で出した。着信に気がついた那智くんが折り返しの電話をかけてきたのかと思い、わたしは端末に飛びついた。だけど、そこに表示されていたのはメモリィにない、見知らぬ番号だった。──ピンときた。

「もしもし」

　わたしはその電話に出る。

『こんにちは、片瀬先パイ。私が誰かわかりますよね？』

「ええ、もちろんよ。宇佐美さん」

　自分でも少しばかり怖い声になっていると思った。

「那智くん、そこにいるのよね？」

　それなのに電話なんかしてきて、いったいどういうつもりなのだろう？

『ええ。すぐそばにはいませんけど。今、お父様と大事なお話の最中です』

「え？」

　思いがけない回答に、わたしは小さく声を上げた。

　思っていたよりも展開が速い。彼女のお父様と那智くんが会うという話は聞いていたけど、まだその日程までは決まっていなかったはずだ。

「あなた、いったいどういうつもりで那智くんに近づいてきたの？　今すぐ那智くんを返しなさいっ」

『心配なさらずとも──』

　宇佐美さんは間かん髪はつ入いれず言葉を返してきた。

『お兄様はお返しいたします。もとより手に入るはずもありませんでしたので。どうぞ迎えにいらしてください』

　その声にはどこか自じ嘲ちよう的てきで、投げやりな響きが含まれているように聞こえた。

「どこへ行けばいいの？」

『「望月」という料亭です。今そこにいます。私がどういうつもりだったかは、きてみたらわかります』

　そう言うと宇佐美さんは勝手に電話を切ってしまった。円といい宇佐美さんといい、今日はどうも一方的に話を打ち切られる日らしい。

　わたしは通話の切れたスマートフォンで、『望月』という名の料亭を検索した。宇佐美さんの言い方からしてそう遠くではないだろうと思っていたけど、案の定だった。このあたりでは比較的歴史の古い地域の、街並みに埋もれるように位置しているらしい。

　地図を確認し終えると、さっそく部屋を飛び出そうとして──ぴたりと足を止めた。

「制服はないわよね。学校じゃないんだし」

　こんなときにも拘かかわらず、今から那智くんに会うのだという思いが、制服のままで行くことを躊躇わせた。わたしはクローゼットや洋服ダンスを開け放つと、そこからワンショルダーのトップスとミニスカートをチョイスする。

　そうしてから急いで階下に下り、下駄箱の上に置いてあったスクータの鍵を手に取って玄関から飛び出した。
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「どういう、意味ですか……？」

　意味がわからず、僕はおそるおそる静かに聞く。

「そんな化けものに会ったような顔するなよ。……いいからまずは座れ」

　悪ガキが十年来の親友を歓迎するように宇佐美蒼司は言った。僕はそれに従い、座卓をはさんで彼の正面に腰を下ろした。

　このあたりから僕は彼に対して敵意を覚えはじめていた。わけもなく、本能的に感じる。──この男は敵だ、と。

「なに、難しい話じゃない。お前と俺が血を分けた親子だってだけの話だ。医学的な根拠はこの際おいとけ。調べりゃいくらでも出てくるさ。今はそういう前提で話を進めさせてもらう」

「……」

「信じられないか？　だろうな。俺だって半年前に知ったときは同じ気持ちだったよ」

　自分が通った道を同じように辿る僕が面白いのか、蒼司は戸惑う僕を楽しげな顔をして眺めている。

「半年前だ。昔別れた女と会った」

　話の出だしを、蒼司はつまらなそうに切り出した。

「知ってるか？　十六、七年前だったかな、俺、親父おやじに反発して女と駆け落ちしたんだぜ？　業界じゃ有名な話だ」

「知ってる。友達から聞いた」

「ぶっ。え、なに、そいつ。高校生のくせして経済誌なんか読んでんの？　かっわいくねぇー」

　大げさに仰のけ反ぞって、可お笑かしそうに笑う。いや、確かに一夜はかわいげがないけどさ。それは置いとけよ、今は。

　それからまた蒼司は調子を戻して続ける。

「変に金や権力を持ってて、口癖のように『宇佐美の名にふさわしい男になれ』と連呼する親父ととことんまで反りが合わなくてな。ある日、当時つき合ってた女と駆け落ちしたんだ。半年ほど逃げ回ったが、ついに捕まって連れ戻されて──その女とはそれっきり」
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「僕は……？」

「まだ生まれていなかった。俺も、あの女との間に子どもはできなかったものだと思っていた」

　そう言った蒼司の声は、少しだけ辛つらそうに聞こえた。

「この五月にその女とばったり会って、子どもがいたことをおしえられた。驚いたよ。それからすぐに探して、お前を見つけた」

　お前を、というところで蒼司は真剣な顔で僕を見据えた。

（目の前にいる宇佐美蒼司が、僕の父親……）

　頭が、混乱している。当たり前だ。いきなりそんなことを言われても、あぁそうですか、と納得できるはずもない。

　そのとき、「失礼します」と声がして、障子がすっと開けられた。先ほどの女性だ。

「お料理をお持ちしました」

　続けて大きな盆を持った女性が三人入ってきて、次々と皿を並べはじめた。僕は今のうちに情報を整理しておこうと思いついた。

　今から十六、七年前、宇佐美蒼司は当時交際のあった女性と駆け落ちをした。が、程なく家の人間に見つかり、連れ戻される。その際に女性とは別れることとなったが、その後、女性は密ひそかに蒼司との子を産んだ。しかも、その事実を彼は知らなかった。

「よぉ」

　黙もつ考こうする僕に、蒼司が呼びかけた。

「煙草たばこ、吸っていいか？」

　そう聞きながら蒼司は、すでに煙草の箱を手にしていて、抜き出した一本を口にくわえたところだった。胸のポケットからジッポーのライタを出してくる。

「いやです。近くで吸われるのはきらいです」

　途端、ぽろっ、と蒼司の口から煙草が落ちた。

「マジ？　うわぁ、息子にきらわれたらシャレになんねぇ。俺、今日から煙草やめるわ。金こん輪りん際ざいやんねぇ。女将おかみ、悪いけどこれ処分しといてくれ」

　急におたおたしながら蒼司は煙草とライタを重ねて差し出した。女将と呼ばれた女性はくすくす笑いながらも「かしこまりました」と、それに手を伸ばす。

「いや、待て。ライタは勘かん弁べん。これけっこう高かったしな」

　意外にセコい。

　やがて座卓の上に色とりどりの料理が並べられた。女将さんたちは退室し、小座敷は再び僕と蒼司だけになった。

「遠慮せずに食えよ」

　そう促されても、僕は到底そんな気になれなかった。

「その、僕を産んだ女性って……」

「ああ、生きてるよ。ピンピンしてやがる」

「……」

　思わず僕は黙り込んだ。次の言葉が出てこない。その人が健在なことを知っても、自分がどうしたいのかわからない。

「まぁ、素直に会いたいとは言えないよな」

　僕の気持ちを代弁するように蒼司は言った。

「尤もつとも、お前がそう言ったところで、俺は会わせるつもりもないし、あの女についておしえる気もないけどな」

「なんでだよ!?」

「あいつはお前を捨てた」

「え？　あ……」

　今さらながら突きつけられた。僕は親と死別したわけでも、やむを得ぬ事情があって生き別れたわけでもなく、ただ捨てられたのだという事実──。

「僕は、なぜ……」

「捨てられたのか、か？　それはな、お前が使えなくなったからだよ」

「使えない……？」

「この前、白はく状じようしやがった。あの女はな、宇佐美の財産目当てで俺に近づいてきたんだよ。だから、俺が家に連れ戻された後もガキができたことをネタに再三再四金を要求してきたらしい。だが、それもお袋が頑がんとして断り続けた。そして、最後の手段として腹の中にいたお前を産んだんだ。これっきりだという条件でついにまとまった金を手に入れたあの女は、これで用なしとばかりにお前を捨てやがった」

　テーブルの上に置かれた蒼司の拳こぶしが強く固められる。

「情けないことに、そのやり取りは俺の耳に入ってこなかった。知っていればこんなことにはさせなかったんだがな。……つまり、あいつはそういう女だってことだ。そんなやつをお前には会わせられない。忘れろ」

　きっぱりと蒼司は言い切った。

　それはきっと僕のことを思って言った言葉なのだろう。それはよくわかった。ここで僕がどうしても会いたいと主張しても、彼は譲りはしないだろうし、実際のところ、僕自身もそういう気持ちになれないでいる。……少なくとも今は。

　よって、そのことに関しては保留にする。

「まぁ、これまでの経緯はざっとこんなものだ」

　僕が自分の気持ちにとりあえずの整理をつけたことが伝わったのか、蒼司は話をそうまとめた。

「終わったことを今さららグダグダ言っても話は進まねぇ。ここからが本題だ。……お前、俺のとこにこないか？」

　たぶん、そんなところだと思っていた。彼が僕の親だと名乗ったときから、こういう提案をしてくる気はしていた。

「お前がいることを知らなかったとはいえ、今まで放り出していたことは事実だ。だから、これからは父親としてお前にちゃんとしたことをしてやりたい。幸いにして金だけは世間が羨むほどある。もう辛い思いはさせない」

「辛い……」

　真剣そのものの蒼司の言葉に違和感を覚え、僕は無意識に鸚鵡返しにしていた。

「どうした？」

「あ、いや。……ああ、そうか。僕、今まで辛いと思ったことがないんだ」

　そう口にして、いま感じた違和感にひとまずの解答をつける。

「バカヤロ、てめ。そりゃお前が辛いと認識してないだけだ。世間一般じゃお前は同情される境遇なんだよ」

　悪ガキが呆れたように言う。

　まぁ、そうなんだろう。そういう言葉は散々投げかけられてきた。普通に不幸と呼ばれる生い立ちなんだろうけど、実感がない。

「仮に僕があなたのところに行くとすると、今の生活はどうなる？」

「悪いがこっちは別世界だ」

「なら、お断りします」

「少しは考えろよ」

　蒼司は苦笑。

「だが、きっと今以上のものを用意してやれる。しばらくは俺の片腕として働いてもらうことになるが、いずれは跡を継がせてやるつもりだ」

「そういう問題じゃない。僕には両親がいる。そう簡単に今の生活を捨てられない」

「わかっている」

　と、彼は少し寂さびしげに返した。

「俺だって軽々しく考えてるわけじゃない。お前を育ててくれた千ち秋あきの夫婦には土下座してでも許してもらうつもりだし、死なねぇ程度に殴られる覚悟もある」

「それでも僕が納得できない」

「いやか？」

「いやです」

　断言する僕の返事を聞いて、蒼司は斜め下を向いて考えはじめる。

「じゃあ、今日の話はなかったことにしてだな、知らねぇふりして奈津と結婚するか？」

「できるかっ！」

　いきなりそんな問題発言をするか、普通。ちっ、とか舌打ちすんな。本気だったのかよ。第一、それじゃ何の解決にもなっていない。

「そういえば、奈っちゃんはこのことを？」

「ああ、知ってる。なにせ奈津をお前に近づけたのだって、お前がどういう人間か見にいかせるためだったからな」

　蒼司はあっさり白状した。

　思えば奈っちゃんは七月に会ったときから僕のことを「お兄様」なんて呼んでやがったな。今さらだけど、僕と奈っちゃんって異い母ぼ兄妹きようだいになるのか。

「って、ちょっと待て。じゃあ、何か？　七月にはすでに僕のことを知ってたのか？」

「まぁな」

　あっけらかんと言う。

「だったら、何ですぐに会いにこなかったんだよ。親だろ!?」

「あー、だって、あれじゃん？　自分の息子になるやつがキレやすい今どきの高校生みたいなやつで、今にも人刺しそうだったらいやじゃん？」

「このっ」

　思わず僕は手近にあったオレンジジュースのビンを逆さに摑んだ。殴るべきか投げるべきか迷う。

「待て待てっ。実はお前、そのクチか!?」

　この場合、殺意を覚えても仕方がないと思うのだが、どうだろう？

　蒼司になだめられて、とりあえずビンから手を離した。それから何だかバカらしくなって、ため息を吐つく。

「……帰る」

　僕は腰を浮かせた。正座から膝立ちになる。

「そうか。……今の話、考えておいてくれないか？」

「考えるまでもない。あなたは僕が生まれや境遇を辛いと認識していないだけだと言った。でも、そうじゃない」

　そうだ。これが違和感の正体だ。

「僕は今も、教会にいたときですら本当に辛いと思わなかった。だって、いつでも周りにはよくしてくれる人がいっぱいいたから。そういう人たちに支えられてできた今の生活を捨てるだなんて、僕には考えられない」

　その言葉を拒絶の意志の表明として、僕は立ち上がった。

「わかっている」

　と、蒼司はまた同じ言葉を口にした。

「奈津から話を聞いて、遠目だが二、三度この目で直じかにお前を見て、意外に幸せそうに生きているじゃないかって思ってたよ。だから、最初はそのままそっとしておくつもりだった。だが、やっぱりお前は俺の息子なんだ。見てるだけじゃなくて、何かしてやりたいと思うんだ」

　蒼司は苦しそうに、血を吐くように言葉を絞り出した。

　けれど、僕の意思表示はすでにすんでいる。これ以上言うことはない。僕が彼に背を向けて、障子に手をかけたそのときだった。

「那智」

　名前を、呼ばれた。

「諦あきらめてください」

「じゃあ、せめて気が向いたときでいい。会いにきてくれ。お前のためならむりやりにでも時間をつくる」

「……気が向いたら、ね」

「ああ、それでいい。今は、それでいい」

　背中越しの蒼司の声に安あん堵どの色が混じる。

　でも、たぶん気が向くことはないだろう。ましてや、たとえ蒼司が実の父親でも、今の生活を捨てて彼のもとに行くことなんて絶対にないだろう。

　僕は障子を開けて廊下に出た。ここにきたときとは逆を辿る。

　不意にわけもなく司先輩に会いたくなった。

　それはたぶん、バタバタしながらもシンプルな毎日に思わぬノイズが入ったせいだろう。だから、強引にでも日常に戻したくなったんだ。

「ああ、そうか」

　気がつけば、僕はそう口にしていた。……今はっきりとわかった。僕の小さな世界の、その中心が司先輩なんだ。先輩がいるからこそ僕は今の生活を捨てたくないんだ。

　それが結論。

　言葉にすればいたって簡単なこと。

　今の生活が辛くないって？　ちがうだろ。そんな言葉じゃ足りないくらい、呆れるほど幸せじゃないか。

　時計を見ると、針はもう七時を指していた。

　こんな時間だけど今から先輩に会いにいこう。ここを出たら電話をかけて、そうしてまず先輩の声を聞くんだ。

　僕は知らず足が速くなっていた。

　玄関に着くと靴を履くのももどかしく、つま先で地面を蹴ってむりやり足を突っ込みながら外へ飛び出した──。
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　夕ゆう闇やみの迫った空の下、わたしはスクータを走らせる。

　次第に夜が侵食してきていた。あたりが暗くなりはじめたことと、頭に叩き込んだはずの地図が曖あい昧まいになりはじめたことで、だんだんと自分が正しい道を走っている自信がなくなってきた。

　家を出てかれこれ二十分。そろそろ一度地図を見直したほうがいいだろうかと思いはじめたころ、スクータのヘッドライトの中に見知った女の子の姿が浮かび上がった。宇佐美さんだ。

　ひとり寂しそうに塀にもたれている。どことなくおいてけぼりを喰った子どもを思わせる様子だった。近くまで寄ってスクータを停める。彼女の立っている場所のすぐ横には門扉。敷地内は純和風の建物が窺えた。ここが件くだんの料亭なのだろう。

「宇佐美さん？」

　呼びかけてみる。が、彼女は一瞬ぴくりと体を揺らしただけで、それ以上の反応を見せなかった。スクータのエンジン音も、それが目の前で止まったこともわかっているはずだから、あえて無視しているのだろう。

　わたしはエンジンを止めてキィを抜き、スクータから降りる。ヘルメットは脱いでハンドルに引っ掛けておいた。

　彼女の前に立つ。それでも彼女は応こたえない。

　那智くんがどこにいるのか今すぐに問とい質ただしたかったけど、様子のおかしい彼女に再び声をかけるのは躊躇われた。

　わたしは門扉の向こうに目を向ける。ここが料亭なら中に那智くんがいるはずだ。後は乗り込むかここで待っているか、なのだけど。

「お兄様は、私のお兄様なんです」

　ぽつりと、宇佐美さんがつぶやいた。

「は？」

「那智先輩が私の本当のお兄様なんです。いわゆる異母兄妹なんです」

　言葉を変えて、改めて言う。

　一瞬、何を言われたのかわからず、その意味を考える。

　異母兄妹。つまり、それは那智くんと宇佐美さんが同じ父親を持ち、ちがう母親から生まれた兄妹ということだろうか。

「冗談、よね……？」

「こんなこと、冗談なんかで言わない！」

　宇佐美さんがようやく顔を上げた。

「悔しいですか？　私と那智先輩は半分だけだけど血のつながった兄妹なんですよ。片瀬先輩にはない絆きずながある。羨ましいでしょう!?」

　でも、その顔は泣きそうなのに、それをむりやり笑って抑え込んでいるように見えた。

（あぁ、そういうことか……）

　ようやくいつか言われた言葉の意味がわかった。

　宇佐美さんは那智くんの妹。だから、無条件にかわいがってもらえる。でも、ただひとりの、いちばんに選ばれることはない。

「そう。そういうことだったのね」

　事情を知ってしまえば少しはかわいそうだと思う。きっと彼女も那智くんに強く惹かれていたのだろうから。

「今ごろお父様が、正式にお兄様を家に迎える話をしていると思う」

「え……？」

「でも、お兄様はそれを受け入れない。きっと新しい世界よりあなたのいる今の生活を選ぶ」

　宇佐美さんは悔しそうに言い、唇を嚙かんだ。もうそこに強がりの笑みはない。

「そうね。そうだったらとても嬉しいわ。……あなた、すごいのね。そんなふうに断言できるなんて」

「だって、私はお兄様をずっと見てきたから。短い間だけど、それでもわかる。お兄様の世界の中心には常にあなたがいる……」

　それは、言葉はちがえど、円にも言われたことだった。

　きっとみんなわかっていたのだ。わかっていなかったのは、わたしひとりだけ。わたしだけが勝手に不安になっていた。近すぎたから、というのは単なる言い訳だろう。

「じゃあ、なおさら迎えにいかないとね。……那智くんは今、中にいるのね？」

　宇佐美さんは黙って首しゆ肯こうする。

　わたしは和風の門扉に手をかけ、それを開けた。……ふと、この場に彼女ひとりを残して大丈夫だろうかと心配になる。あたりはもう暗く、人通りも少ない。が、少し離れたところに黒塗りの高級車が停まっていることに気づいた。なるほど。お嬢様にはちゃんとボディガードがついているらしい。なら心配はないだろう。

　わたしは門をくぐった。

　中には石いし畳だたみの小道があり、それが明かりの灯ともされた玄関まで延びている。そこを目指して足を進めた──そのときだった。

　ガラリ、と扉が開いた。同時に中から人が飛び出してくる。那智くんだった。

　何を慌てているのか、足に靴をひっかけながら出てきた。でも、すぐにわたしに気づき、数歩駆けたところで立ち止まる。

「那智くん……？」

「先輩!?」

　互いに相手のことを呼び、動きが止まる。

　しばらくの間、那智くんは目を丸くしてわたしを見ていたけど、やがて再び駆け出した。まだちゃんと履けていない靴で何度かつんのめりそうになりながら、こちらに走ってくる。

「先輩っ」

　そして、わたしに抱きついてきた。

「え？　ええっ!?」

　駆け寄って抱きしめたかったのはわたしのほうなのに、それを反対に抱きつかれ、わたしの体はされるがままに固まった。

「ど、どうしたの、那智くん」

「会いたかったです。すごく、会いたかった……」

　顔の横で那智くんは、そう言った。

　瞬間、わたしの体の金かな縛しばりが解けた。左手を那智くんの背に回し、右手は髪に絡めて頭を撫なでてあげる。全身で那智くんを受け止める。

「ええ。わたしもよ。わたしも那智くんに会いたくて、ここまで迎えにきたわ」

　何だか久ひさしく那智くんに会っていなかった気がした。

　でも、今、ようやく会えた──。
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　司先輩に会いたい──そう思って外に飛び出したら、そこに司先輩がいた。

「先輩!?」

　一瞬夢かと思い、足が止まる。

　司先輩の口が動き、何か言ったようだったが、僕の耳には聞こえなかった。もう頭が真っ白だ。だけど、先輩は確かにそこにいた。

「先輩っ」

　嬉しさのあまり僕は駆け出した。

　先輩とは毎日のように会っているのに。会おうと思えばいつでも会える距離にいるのに。今この瞬間、目の前にいることがやけに嬉しかった。

　靴もちゃんと履かずに駆け出したものだから、先輩のところに辿り着くまでに何度も転びそうになった。

　そして、僕は先輩を抱きしめた。

「ど、どうしたの、那智くん」

「会いたかったです。すごく、会いたかった……」

　素面しらふじゃ恥ずかしくて言えないような台詞せりふなのに、今はすんなりと言えてしまった。

「ええ。わたしもよ。わたしも那智くんに会いたくて、ここまで迎えにきたわ」

　先輩は優しくそう言い、片手を僕の背中に回し、もう片手で頭を撫でてくれた。ああ、こうしていると安心できて……落ち着くかあっ！

「うわあっ!?」

　僕はすぐに先輩から離れ、一瞬にしてかなりの距離を飛とび退のいた。……その場の勢いで何をやっとんだ、僕は。

「あら。もう終わり？　残念ね……」

　先輩は言葉通り心底残念そうに言った。いや、もう終わりとかそうじゃないとかじゃなくて、最初からやっちゃいけないことのような気がする。

（って、うわ、やば……）

　なんかあれだけで先輩の体温とかやわらかさとか、体に刻み込まれてしまっている。

「じゃ、じゃあ、先輩、帰りましょうか」

　僕は動どう揺ようを誤魔化すようにそう言うと、さっさと歩き出した。横をすり抜けるとき、司先輩がかすかに笑っていたような気がするが、きっと気のせいだろう。




　門をくぐり、料亭の敷地の外に出る。

「もう帰ったのね、あの子」

　表の通りの左右を見渡す司先輩。そこには人もいなければ、車も通っていない。

「誰ですか？」

「宇佐美さん」

「あぁ」

　そう言えば小座敷を出ていって、それっきりだったな。

　と、そこから、たった今、中で聞かされたばかりのことを思い出した。司先輩に会えたことですっかり忘れていた。

「聞いたわ、宇佐美さんから」

　何をどう話したものか考えていると、先輩が先回りするように切り出してきた。

「そう、ですか。……まったく、笑えない話ですよね……」

「そうね」

　そう先輩は返事をする。でも、それは同意でも何でもなく、ただの相づちだろう。

「奈っちゃんも最初からそのつもりで僕のところにきたようです。僕がどんな人間か、下調べのために」

「そう」

　今度は少し同情の色が含まれていた。何もおしえられていなかった僕を哀あわれんでくれたのかもしれない。

「じゃあ、最初から『那智先輩』は期限付きだったのね。那智くんと一緒にいるうちにだんだん変わってきて、今日がその夢の終わり。『先輩』から『お兄様』へ」

「なんですか、それ？」

「ううん、何でもない。那智くんは知らなくていいことよ。……さ、帰りましょ」

　司先輩はやわらかく微笑むと、先ほど僕が言ったのと同じような言葉でこの話題を打ち切った。そう言われてしまうと、もうこれ以上追及することはむりそうだ。

　先輩は門の近くに停まっていたスクータのところに行くと、ハンドルにかかっているヘルメットを手に取り、頭にかぶった。

「え？　先輩、スクータできたんですか!?」

　驚いた。今まで免許を持ってるなんてひと言も言わなかったから。

「ええ、そうよ。那智くんに少しでも早く会いたかったから。非常手段ね」

「ぁ……う……」

　そう言われるとひとたまりもない。致ち死し量りようだ。

「はい。後ろに乗って」

　先輩はシートにまたがった状態で準備万端整ったとばかりに言った。シートの前のほうに座っているあたり、僕に空いているスペースに座れということなのだろう。つーか、自分だけヘルメット？　何かあったときに僕だけ頭が炸さく裂れつするのでは？

「ふたり乗りですか？」

「そうです♪」

　唄うたうように先輩は言う。ふたり乗りはまぎれもなく道路交通法違反だ。しかし、帰るためにはそれも仕方ないのだろう。ここにくるのに車で十五分ほどかかっている。歩いて帰るにはけっこうな距離のはず。

　僕は観念して後ろに乗った。……近い。先輩の体が目の前にある。ワンショルダーの服なんか着てるから、右肩が剝むき出しだ。きれいな鎖さ骨こつが見えている。

　えっと、手はどこに置いたらいいかな……？

「ほら、ちゃんとわたしにしがみつく」

　マジでぃすかー？　しがみつくってーと、こう、後ろからがばっと……って、いやいやいや、普通、原チャのふたり乗りの場合、手は後ろを摑むものだろ。

「なに照れてるのかしら？　さっきはいきなり抱きついてきたくせに」

「う[image: ]……」

　せめて『抱きしめた』と言ってもらいたい。

「いや、えっと、そうじゃなくて……。だから、その……あ、そうだっ。先輩って免許もってたんですね。知りませんでしたよ」

　こんな状況で何を思ったのかいきなり話題を変える僕。

「ううん。持ってないわよ」

「押して歩きましょう！」

　僕はすかさず飛び降りた。世のため人のため、そして、交通課のお巡りさんの手を煩わずらわせないためにも、ここは押して帰るべきだろう。

「無む免めんだったんですか!?」

「だから非常手段って言ったじゃない？」

　それで許される問題か。世の中舐なめるなよ。かわいいからって見逃してくれるほど、お巡りさんは甘くないんだぞ。

「あぁ、もうっ。僕も後ろから押しますから、歩いて帰りましょう。ほら」

「仕方ないわね」

　その台詞はこっちが言いたい。

　僕たちはふたりでスクータを押して帰ることにした。後はこの姿を、スクータをパクッて持って帰る最中と思われないように祈るだけだ。

　不意に僕は切り出した。

「先輩？　今度、デートしてください」

「え……？」

「うわ!?　先輩、手を……っ！」

　いきなり司先輩が手を離したものだからスクータが傾く。僕は咄とつ嗟さに腰を落とし、腕に力を込めてそれを支えた。

「あ、ご、ごめんなさい……」

　すぐに先輩がハンドルを取ってくれたので、危うく転倒は免まぬがれた。

「だって、那智くん、唐とう突とつにそんなことを言うんだもの」

「唐突だとは自分でも思うんですけどね、なぜかそういう気分になったもので。……ダメですか？」

「ええ。もちろん、いいわよ」

　二つ返事で返ってきた。司先輩が前でハンドルを握って押しているから見えないけど、今いったいどんな顔をしているのだろう。急にこんなことを言い出す僕に、きっと呆れているのだろうな。

「それで、いつにする？　今度の日曜？」

「いや、とりあえず目の前の中間テストが終わってからじゃないですか」

「えー」

「『えー』じゃないです。先輩、気を抜くとすぐ赤点とるんですから」

　学園のアイドルがダブリとか、新しすぎるだろ。

「あ、そうだ。確か十一月三日が先輩の誕生日ですよね？　それに合わせるってのはどうです？」

　前にそんな話が出たとき、うっかり忘れてしまわないように頭に叩き込んだのだ。部屋に戻れば、壁のカレンダにも丸がついている。

「いやです。今回は今回。誕生日デートは誕生日デートです」

　きっぱりと却下された。なんでこんなに強情なのだろう？

「あれ？　てことは、先輩の誕生日に合わせてデートして、それからまたすぐさまデートってことになるんじゃ……？」

「あー、ほら、ごちゃごちゃ言ってないでちゃんと押すっ。これガソリンが満タン入ってるみたいで重いんだから」

「あ、はい」

　言われて僕は、いつの間にか手を離していたことに気づき、改めて後ろから車体を押した。……ああ、なんだか久しぶりに先輩と気を遣うことなく話したような気がする。

　錯覚だろうけど懐かしい感覚。

　そして、この後も歩いて一時間ほどの道のりを、僕らはふたり、他た愛わいもない話をしながら帰ったのだった。
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　その週の土曜日、三時間目の授業が終わって──放課後。

　司先輩と僕は、平日と比べて格段に利用者が少ない土曜日の学食で、向かい合って昼食をとっていた。

　穏やかに流れる時間と、他愛もないおしゃべり。日常が戻ってきたのだと実感する。

　だが、そのゆったりとしたひとときをカチ割るようにして、それは現れた。

「ほんっと腹立つわ、あの子はっ」

　円先輩だった。何やらご立腹らしい長身の先輩は、自販機で買ったのであろう缶コーヒーをテーブルに叩きつけるようにして置きながら、自らも豪快にどすんと腰を下ろした。僕の隣の席だ。

「なぁに、どうかしたの？」

「べっつにぃ」

　円先輩は相当腹に据えかねているのか、何があったか話すのもいやといった態度だ。

　しかし、そこはさすが親友といったところか、司先輩はだいたいのところを察したようだった。

「ははぁん。さては途中で愛いとしのダーリンに会って、一緒にお昼を食べようと誘ったら、素っ気なく断られたってところかしら？」

「うぇ!?」

「ち、ちがうわよっ」

　驚く僕と、慌てる円先輩。

「あら、ちがうの？」

「後半は確かだけど……」

　円先輩は口ごもる。

「円先輩にそんな人がいたんだ……」

「い、いや、アタシとあれは別にそんなんじゃなくて……」

「いったいどんな人なんですか？」

「いーのっ。なっちはそんなこと知らなくてっ」

　そう言って僕の追及を力技でうっちゃり、やけくそ気味にコーヒーを呷あおった。

　そんな円先輩を見て、司先輩はくすくすと笑っている。この様子だと相手が誰か知っているか、もしくは大方の予想はついているのだろう。まぁ、円先輩が隠したがっているのだから、僕はこれ以上は聞かないいけど。

「それにしても酷ひどいやつですね。せっかく円先輩が誘っているのに、それを断るなんて」

「あれもひねくれてるっていうか、ねじくれてるからねぇ」

　諦めたような口調の円先輩。

「その点、那智くんはそういうことないものね」

「よねぇ。なっちの素直さの半分でもあればいいのに」

　しみじみとうなずき合うふたりの先輩。いったいどんだけひねくれたやつなんだ？

「円ががさつだから相手にされてなかったりして」

　司先輩がからかうように、円先輩に言う。

「いや、アタシ、そこまで女を捨てたつもりはないんだけどさ」

「そうですよ。僕なんかから見れば十分に女らしい人だと思いますけどね」

　そりゃあ多少性格に男っぽいところがあって、男の僕でもやたらと親しみやすかったりするけど。でも、何よりも目に毒なそのスタイルが……って、それは口に出して言えないな。

「だもんで、円先輩ほどの女の人を邪じや険けんに扱う男の気が知れないです」

「あぁ、なっちはやっぱりいい子よねぇ。……アタシも今からなっちに乗り換えようかなぁ」

「はい？」

「ちょっと！　なに言ってるのよ!?」

　司先輩と僕の声が重なる。

「い、いや、僕には司先輩がいますので……」

　何となく身の危険を感じ、イスに座ったまま上半身だけで距離を取る。

「司に飽きたときにでも相手してくれたらいいから」

「意味がわからねぇよっ」

　コーヒーで酔ってんじゃないだろうな、この人。

「えー、いいじゃーん」

「ぎゃあ！」

　いきなり抱きつかれ、僕の口から悲鳴が漏もれた。体に当たる柔らかい感触があったが、そんな悠ゆう長ちようなことを言ってはいられず──慌てて円先輩を押し返す。

「まーどーか！　いいかげんにしなさいよ」

　向かいで司先輩が冷ややかに非難の声を上げた。

「ていうかさ、なっち、『ぎゃあ』はないんじゃない、『ぎゃあ』は？」

「い、いえ、つい……」

　いきなりのことで、確かに野生動物に襲われたかのような悲鳴は上げましたが。

「傷つくわね、その反応。……腹が立つから本気で襲ってやるわ」

「へ？」

　次の瞬間、僕は円先輩に捕まっていた。

「☆×■◎※△────!?」

　悲鳴にならない悲鳴とはまさにこのことだ。

　僕の頭は円先輩の豊かな胸に抱え込まれ、目の前は真っ暗。声を出すことはおろか、息もできない状態。何とか逃げようとするが、円先輩が離そうとしない。そんな状況なのに、頭の隅では「エアバッグで窒息するのって、こんな感じなんだろうな」とか考えていた。

　と、そのとき──、

　バン！

　と、テーブルを叩く大きな音が響いた。

　驚いた円先輩がようやく僕を解放し、ふたりして音のしたほうを見る。──司先輩が真っ赤な顔をして立っていた。もちろん、先輩が両手でテーブルを叩きながら立ち上がったのだということは、容易に想像がついた。

「やばい。司先輩がキレる」と、僕は次に展開されるであろう惨さん事じを予測して、恐怖に震えた。おそらく円先輩も同じことを思ったにちがいない。

　が、しかし──それはいっこうに訪れなかった。

　立ち上がって僕らを見下ろす司先輩と、座ったまま司先輩を見上げる僕ら。時間が止まったかのように、その構図のまま固まる。

　最初に動いたのは司先輩だった。テーブルの上に置いていた両の掌てのひらをゆっくり離し、背筋を伸ばす。それからテーブルを回り込んで、僕のすぐそばまでやってきた。僕はその動きを、首を巡らせて追っていた。

　司先輩はおもむろに、宣言するように言う。




「那智くんはわたしのものです」




　そして、円先輩がしたのと同じように、その胸に僕の頭を抱きしめた。

　瞬間、真っ白になった。

　真っ黒ではなく真っ白。

　目の前が、ではなくて、頭の中が。

　声が出せないというか、出ない。あまりのことに体は硬直。声どころか息をすることすら、僕の体は忘れてしまったようだ。

　僕の様子がおかしいことに気づいたのは円先輩で、

「司、それ……」

「え？　きゃーっ、那智くん！」

　聞こえてきた司先輩の悲鳴は妙に遠く、直後、僕は口から魂を吐き出して、意識をフェードアウトさせた。

　僕の日常って、こんな命がけだったっけ？
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　そして中間テストが終わった直後の日曜日──デート当日、僕は自転車をかっ飛ばして、猛スピードで駅に向かっていた。

　何でこんなことになっているのかというと、平たい話、二度寝して気がついたらえらい時間になっていたのだ。いや、びっくりした。

　待ち合わせの時間に間に合うかどうかは微妙なところ。一本でも早い電車に乗りたい。そう思って路ろ側そく帯たいを走っていると、高そうな外車が僕の横を通り、追い越していった。

（あんなのにぶつけたら笑えないだろうなぁ）

　そんな洒落しやれにもならない想像をしていると、急にその車が減速した。当たり屋さんだろうか。僕も警戒して速度を落としたが、ついに横に並び、併走するかたちになった。

「よう。俺の息子」

　窓が開いて、運転手が顔を覗かせる。……にゃろう。左ハンドルかよ。しかも、この前とはまたちがう車じゃねぇか。

　僕は黙って速度を上げた。不良中年は無視るに限る。

「あっ、てめ、逃げんじゃねぇよ」

　しかし、その男──宇佐美蒼司は再びアクセルを踏み込み、僕に追いついてきた。人力の限界を感じる。

　さて、どうしたものか。路地にでも入って振り切ろうかと考えていると、行く手に信号が見えてきた。幸い、赤。

　これはチャンスだ。

　僕は車の流れが途切れていることを確認すると、そのまま交差点を突っ切った。交通マナーが希薄になりがちな自転車ならではの荒業だ。ザマーミロ。これで追ってこれないだろう──と思ったのだが、

「お前、信号無視までして、なに急いでんだ？」

　……あんたもな。片側二車線の交差点を白はく昼ちゆう堂どう々どうと信号無視するかよ、普通。なんかもうどうでもよくなってきた。

「急いでるんです。かまわないでください」

　僕は観念して、ようやく返事をした。

「それを早く言えよ。どこへ行くんだ？　乗せていってやるよ」

「けっこうです」

　ペダルを全力で回しながら答える。

　相変わらず併走したまましゃべってるんだけど、大丈夫か？　しまいに事故るぞ。ていうか、かまわん。むしろ速やかに事故れ。

「行き先は？　この先の駅か？」

「とりあえずは。でも、そこから電車に乗りますから」

　そう言って、ついでに本日の目的と待ち合わせ場所もおしえる。目的は、もちろん、司先輩との誕生日デート。待ち合わせは、初めて先輩と遊びに出かけたときのあの駅だ。ちょっと遠いけど、懐かしくもある。

「あぁ、だったら高速を使えば電車より車のが早く着くな。お前の様子だと今すぐ乗っても間に合うか怪しいんだろ？」

　悔しいがその通りだった。

「タイミングよく電車がくればいいがな」

　蒼司はこちらの胸の裡うちを見透かしたように、わざとらしく言った。……あー、こいつ、ホントに事故って死なないかな。

「じゃ、この先の駅で待ってるからな。早くこいよ」

　そして、蒼司は僕の意見も聞かずにそう決めてしまうと、加速して前方に走り去っていった。窓から手を出して、ひらひら振っているところがやけに腹が立つ。

　僕は心の中で「事故りやがれ」と呪のろいの言葉を三回繰り返した。




　駅に着くと蒼司がロータリィに車を停めて待っていた。

　シャープな感じに整った容姿に、悪ガキのような笑みを浮かべている。長めの前髪を前に垂らし、ぱっと見、人相がわかりにくい。お忍びか？　やましいことがあって逃亡中の身とかじゃないだろうな。ありそうでいやだ。

「よう、待ってたぜ」

　そして、十年来の親友を歓迎するように僕を迎えた。

　どうもうまく嵌はめられているような気がする。僕はわけもなく不機嫌になって、何も言わず駅の有料駐輪場に向かった。

「早く乗れ。すぐに出るぞ」

　自転車を預けて戻ってくるなり蒼司にそう言われ、僕は助手席側に回った。

「車に気をつけろよ」

「うるさいな。わかってるよ」

　左ハンドルの外車なので助手席に乗ろうとすると、どうしても一度道路に出ないといけなくなる。……子どもじゃあるまいし、車がきてないかどうかくらい確認してるよ。まったく。お前は僕の親か。って──あー、ちくしょう。そうだったな。

　おかげで不機嫌が増幅してシートに座ってからも積極的に話す気になれなかった。

　車が発進する。しばらく一般道を走った後、高速道路に入った。周りの風景が防ぼう音おん壁へきに遮られ、ひたすらコピィ＆ペーストを繰り返したような単調なものに変わる。

　そこから車は一気に加速、追い越し車線から次々とほかの車を置き去りにしていく。

「この前の話、考えてくれたか？」

　やがて運転も単純作業になり、暇になったのか蒼司が切り出した。

「考えたところで答えは変わりませんよ」

「そう、か……」

　少し落胆の色を見せたが、ただそれだけだった。それからまたしばらくして蒼司が口を開く。

「お前が今の生活に拘こだわるのは、あの片瀬って女の子がいるからか？」

「げ。なんで先輩のこと知ってんだよ」

「てめぇ。俺の情報収集力なめんな」

「奈っちゃんから聞いただけだろ？」

「そうとも言うな。……で、どうなんだ？」

「……たぶん、そうだと思う」

　実際にそうなのだから、そう答えるよりほかはない。

「こういうときってさ、父さんと母さんのことを思うのが普通のような気がする。でも、真っ先に司先輩のことを思い浮かべた。……僕って薄はく情じようかな？」

「俺は、そうは思わない」

　蒼司はきっぱりとそう言い切った。

「そういうときがあっていいだろう。そして、そのことで悩めるお前は絶対に薄情じゃない。俺が保証するよ」

　あぁ、そう言われると少しは安心できる。

「でも、どこかのＩＴ企業の元社長は、金があれば女は寄ってくるっつってたけどな」

　今ここでそれを引き合いに出してくるかよ。

「でも、どこかの会長さんは若かりしころ、地位も名誉もお金もある家を捨てて、女の人と駆け落ちしましたけどね」

「ぐ……。お前、痛いところ突いてくるね」

　僕の指摘に蒼司は言葉を詰まらせ、居心地悪そうに頭を掻いた。

「あー。そりゃあ、あれだ。俺、親父がとことん嫌いだったからな。あいつが困るんなら一緒に逃げる相手は誰でもよかったんだよ」

　そして、蒼司は触れられたくない過去を守るように、口を閉じる。

「わかった。そういうことにしておくよ」

　僕はそう返しておいた。その後は核心に触れたり、互いに気分を害するような話題は出さず、くだらない話ばかりが続いた。正直、思ったより悪くない時間だった。

　しばらくして前方に料金所が見えてきた。

「僕が出すよ」

　ポケットの財布に手をかける。

「あぁ？　いいよ、ンなもの。だいたい、今どきの車にゃＥＴＣってものがあるんだよ」

　そう言って蒼司は顎あごで小さな機械を示した。

　おお、これが噂うわさのＥＴＣか。父さんがこの手のものが苦手で敬遠してるから、うちの車にはついていないんだよね。実物は初めて見た。

「ガキが変な気を遣うなよ」

「変な気ってなんだよ。僕のためにここまできたんだから僕が──」

「お前のためだからだ」

　蒼司は僕の言葉を遮る。

「ほかのやつだったらしっかり取ってるよ、帰りの分までな。それにこんなところで余計な金を使ってんじゃねぇよ。相手が年上だからってメシ代くらい出さないと恰かつ好こうつかないだろ、男として」

　蒼司は反論を許さない勢いで、ぴしゃりと言った。

　車は減速しながらＥＴＣ専用ゲートを通って料金所を抜けると、再び加速をはじめた。そうしてしばらくたったときだった。

「おい、悪い知らせだ」

「何さ？」

「渋じゆう滞たいだ」

「げ」

　窓の外の防音壁を眺めていた僕が前方に顔を向けると、前を走る車がゆっくりと速度を落としていっていた。蒼司の車もそれに合わせて減速する。道路はちょうど下り坂になっていて、のろのろ運転をする車の列がよく見えた。

　僕は思わずため息をひとつ。……これで遅刻確定だな。

「文句、言わねぇのか？」

「は？　言うわけないだろ。なに、この渋滞って蒼司のせいなの？」

　確かにこの車に乗らず、予定通り電車で行っていたら間に合っていたかもしれない。でも、それこそ僕のためにやってくれたことであり、渋滞は不可抗力なのだから、文句などあろうはずがない。

「蒼司って、お前ね……」

　僕が呼び捨てにしたことに、蒼司は苦笑。でも、それだけだった。

　やがて待ち合わせ時間である十一時が迫ってきたころ、蒼司が口を開いた。

「片瀬さんに遅れるって電話しとけ」

「あ、そうだね」

　蒼司に言われてようやくそのことに思い至る。僕はポケットからスマートフォンを取り出し──そこでまた「げ……」と悲鳴を上げた。

「どうした？」

「バッテリー切れてる」

「バカだろ、お前」

　あ、こいつ、心底軽けい蔑べつしたように言いやがった。

「ほら、俺のを貸してやる。使え」

「ありがとう……って、先輩の電話番号、わからないんだけど」

　基本、電話をかけるときはメモリィ頼りだ。

「知るか。死ぬ気で思い出せ」

　無理難題を仰おつしやる。だけど、人間追い詰められたらできるもので、二度ほど間違い電話をかけてしまったものの、どうにか正解を引き当てたのだった。

『もしもし？』

「あ、よかった。先輩だ。先輩、僕です」

　うまく司先輩につながったはいいけど、知らない番号からの着信なので出てもらえない恐れもあった。だけど、幸いにして司先輩は電話に出てくれた。

『那智くん？　今どこなの？』

「すみません。今そちらに向かっています。ただ、ちょっと遅れそうで……」

『そう。どれくらい遅れそう？』

「え？　ど、どれくらい？」

　どれくらいだろう？　平常運行している電車での遅刻なら計算も立つけど、車の渋滞だと予想もつかない。

「三十分」

　と、横から蒼司が僕にだけ聞こえるボリュームで言った。

「あ、えっと、たぶんあと三十分くらいで行けるかと」

『そう、わかったわ。慌てなくて大丈夫だから、気をつけてね』

「はい、ありがとうございます」

　そうして通話を終える。……これでよし、と。

「ありがとう。返すよ。あと三十分くらいなのか？」

　僕は蒼司にスマートフォンを手渡しながら聞いた。

「早ければ二十分ってところだな。言ったのより早く着く分にはいいだろ」

「ま、それもそうか」

　二十分と言っておきながら三十分かかったら、またよけいな心配をかけてしまう。

　周りをよく見れば、そこはもう市内中心部だった。僕が司先輩の電話番号を思い出そうとウンウンうなっているうちに、いつの間にか高速を下りていたらしい。背の高いビルが所狭しと林立している。

　車はバカみたいに交通量の多い道路を走って目的の駅を目指す。一度信号に引っかかると、かなり時間をロスする。なるほど。こんな交通事情なら余裕を見て三十分と予想するのもうなずける。

「でも、これなら本当に三十分とかからず着くな。余った時間でお詫わびに何か買っていけ」

「え？　でも、もう誕生日プレゼントがあるし……」

「いいんだよ。そんなのは多くても怒りやしない」

「そういうものかなぁ。……わかった。そうする」

　まぁ、でも、年長者のありがたいアドバイスは聞いておくにこしたことはない。

　改めて周りに目をやる。さすがにターミナル駅だけあって、駅の周辺には十階を越えるデパートがふたつ、オフィスビルやシティホテルは数えるのもいやになるくらいある。ひとたび地下に潜れば広大な面積の地ち下か繁はん華か街がいが広がっている。そこが今日の待ち合わせ場所だ。

　蒼司はバスやタクシーでひしめき合う駅前にうまく隙すき間まを見つけると、そこに車を停めた。

　僕はまた何か言われる前に、行き交う車に注意していることをややオーバーな動きでアピールしながら車を降りた。そして、運転席側に回る。

「乗せてくれてありがとう」

「礼なんていいよ。俺はお前のためなら何でもする」

「それでもいちおう、ね。……それでは失礼します」

　きっちり丁寧に頭を下げ、その場を後にする。

「那智」

　が、不意に蒼司が、歩き出した僕の名を呼んだ。

「大丈夫かー？　ホテル代あるかー？　心配だったら貸すぞ？」

「ホ、ホテッ……!?」

　何を言い出すんだ、この不良中年は。僕は一度深呼吸してから気持ちを落ち着けると、振り返ってでっかい悪ガキが笑う車のそのボディに、ガスッ、と一発蹴りを入れた。

「[image: ]ー!?　てめぇ、何しやがる!?」

　慌てて窓から身を乗り出し、車体側面を見る蒼司。

　そんな蒼司を残して僕は脱だつ兎との如ごとく逃げ出し、近くの階段から地下へと下りた。
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　日曜日──わたしの誕生日デートの日。

　待ち合わせの場所は、初めて那智くんとデートしたときと同じ、地下繁華街の噴ふん水すいの前。約束した時間は午前十一時。

「でも、那智くん、こないんですけど……」

　その十一時。未だ那智くんは現れていない。くるのは中身が薄くて軽そうな男の子ばかり。確かに早くきたわたしも悪いけど、何も十分おきにこなくてもいいだろうに。

　メール、返事なし。

　電話、応答なし。

　いったい那智くんは何をやっているのだろう？　ようやく宇佐美さんの件が解決し、その記念とも言うべきデートだというのに。

　わたしが口をへの字に曲げていると、手にしたスマートフォンが着信を告げた。

　ディスプレィを見てみると、そこには見覚えのない電話番号が表示されている。軽い既き視し感かん。なんだろう、わたしの記憶が正しければ少し前にも似たようなことがあった気がする。でも、おかげで電話に出る気になった。

「もしもし？」

『あ、よかった。先輩だ。先輩、僕です』

　やはりと言うべきか、那智くんだった。どうやら誰かの電話を借りているようだ。

「那智くん？　今どこなの？」

『すみません。今そちらに向かっています。ただ、ちょっと遅れそうで……』

「そう。どれくらい遅れそう？」

『え？　ど、どれくらい？　……あ、えっと、たぶんあと三十分くらいで行けるかと』

「そう、わかったわ。慌てなくて大丈夫だから、気をつけてね」

　本当は一分でも早く会いたいところだけど、こればかりはむりを言っても仕方がない。

『はい、ありがとうございます』

　そう言うと那智くんは電話を切った。

　わたしは深々とため息を吐く。あと三十分らしい。まぁ、いつくるかわからないよりはましだろう。

「ねぇ、君ひとり？　もしかして彼氏がこなくて待ちぼうけだったりして。よかったら俺たちと遊ばない？」

　と、そこに声。見ればこれまた中身のなさそうな男の子ふたりが立っていた。

　わたしは脱力するようにして、もう一度ため息を吐き出した。あと三十分これが続くのかと思うと、うんざりしてくる。

「おっと、そいつはオレのツレだ。ほら、帰った帰った」

　わたしが彼らを追い払おうと息を吸い込んだとき、そんな声が割って入ってきた。乱暴な口調だけど、女の子の声。──後あと宮みやさんだった。

　男の子ふたりはばつの悪そうな顔で去っていく。残ったのは彼女ひとり。

「ありがとう。助かったわ」

「どういたしまして。……んで、こんなとこで何やってんだ？」

　ゴミでも見るかのような目を男の子たちに向けていた後宮さんだったけど、今度は一転していつもの人を小馬鹿にしたような笑みを浮かべて聞いてきた。

「もしかしてナンパ待ちでオトコ選んでた？　意外とやるねぇ、片瀬センパイも」

「あなたと一緒にしないでもらえます？　それとわたしのことを先輩と呼ぶのもやめて」

　わたしがそうぴしゃりと言うと、後宮さんは「へいへい」と悪びれる様子もなく肩をすくめた。

「言っておきますが、わたしはこれからデートです」

「てことは、相手は那智のやつか？」

「当たり前でしょ？　ほかに誰がいるっていうのよ」

　そんなにわたしは気の多い女の子に見えるのだろうか？　だんだん腹が立ってきて、わたしは知らず腕を組んで、そっぽを向いていた。

「へぇ。それでその那智はどこよ？」

「う……」

　痛いところをついてくる。

「……遅れるそうよ、三十分ほど」

「ハァ？　何やってんだ、あいつ。ふざけてんのか」

　てっきり待ちぼうけを喰っているわたしを笑うかと思いきや、その怒りの矛ほこ先さきは那智くんに向いた。

「悪いな。普段はそんなことほとんどないやつなんだけどさ」

「べ、別に後宮さんが謝ることじゃ……」

　後宮さんが謝ってきたことに拍子抜けするわたし。そして、それ以上に彼女の言い方が気になった。やはり後宮さんにとって那智くんは『家族』なのだろう。

「あ、そうだ。ちょうどいいや。ちょっとつき合えよ」

　だけど、わたしの気持ちのざわつきなど知る由もなく、彼女は言葉を重ねる。

「オレも男と待ち合わせしてんだけどさ、早くきすぎたんだよな。時間つぶし」

「でも、那智くんが早くくるかもしれないし……」

「気にすんな。ンなもん遅れてくるほうが悪いんだからよ。今度はこっちが倍返しで待たせてやれ。何なら怒って帰ってもいいくらいだ」

　ずいぶんと好き勝手を言っている。これも那智くんを『家族』と思っているからだろうか。那智くんも彼女のことを姉と慕っているようだけど、あっちもあっちでけっこう扱いがひどい。

　と、そんなことをぼうっと考えていたら、少し離れたところで声がした。

「ほら、行くよ」

　どうやらつき合わされることに決まったらしい。




　わたしたちは近くの喫きつ茶さ店てんへと場所を移した。最近どこに行ってもよく目にするコーヒーチェーン店ではなく、オーソドックスな喫茶店。

「いらっしゃいませ。お席は喫きつ煙えん席せきと禁きん煙えん席せき、どちらにいたしましょう？」

　それがマニュアルなのだろう、店員は相手が高校生のふたり組でもそんなことを聞いてくる。あぁ、そういえば後宮さんは煙草たばこを持ち歩いているのだった。

「禁煙席でいいや」

　だけど、横で彼女はあっさりとそう言う。

　そのままわたしたちは席に案内され、腰を下ろした。時間つぶしが目的なのでそれぞれコーヒーだけを注文する。

「喫煙席じゃなくてよかったの？」

「別に吸わなきゃ死ぬわけじゃないしな」

　ふん、と心外そうな顔で鼻を鳴らした。

「そのわりには那智くんの前ではすぐに吸おうとするのね」

「あいつ、すぐ怒るんだぜ。あったまくるからさ、わざとやってんの」

　それが本当なら意地の悪い話だ。

　ただ、わたしが知るかぎり、後宮さんが煙草に火をつけたところを見たことがない。必ずその前に那智くんが飛んでくるからだ。つまり彼女にとっての煙草とはそういうもので、それならわざとやっているというのもあながち間違いではないのだろう。

「お待たせしました」

　そこで注文したコーヒーが運ばれてきた。さすがブレンド。早い。

「前から聞きたかったんだけどさ──何で那智なんだ？」

　店員が立ち去ると、後宮さんがコーヒーで喉のどを潤うるおしてから話を切り出してきた。

「どういう意味？」

　同じくコーヒーに口をつけていたわたしは、カップをソーサーの上に戻して質問の意図を問い返した。

「お前ってさ、見た目もいいし、そこそこ背も高い。男なんていくらでも寄ってくるんじゃねーの？　それが何でよりによってガキの那智なんだ？」

　那智くんもひどい言われようだ。そして、その那智くんはわたしの彼氏である。彼女にとっても大事な弟だろうに。

「さぁ、何でかしらね？」

「なんだよ、自分でもわかんねーのかよ」

「もちろん、わかってるわ。ただあなたに言いたくないだけ」

「性格悪いやつ」

　けっ、と悪あく態たいをつく後宮さん。

「それはお互い様よ」

　そして、つんと澄まして軽く流すわたし。

　互いに無言でコーヒーを飲む。もともと仲のよい関係ではないのだから会話など弾むはずもない。しかし、沈黙を破ったのはまたも後宮さんのほうだった。

「まぁ、那智のやつもお前のことで頭がいっぱいみたいだしな」

　彼女はグラスを見つめながら、ぼそっと言った。

「あいつさぁ、この前、オレんとこに電話かけてきたんだよ。センパイへのプレゼントどうしようって。今月はオレの誕生日もあるのにさ。今まで毎年、一度も忘れたことないのに、今年はすっかり忘れてんのな。センパイセンパイって、バカじゃねーの」

　吐き捨てるようにそう言ってから、後宮さんは残ったコーヒーを乱暴に呷った。

　何だか彼女に申し訳ない気持ちになった。もしかしてわたしは、両親を亡くした後宮さんから弟も同然の那智くんを取り上げてしまったのだろうか。

　彼女に対して何と言っていいのか迷っていると、着信メロディが鳴った。ただし、わたしの端末ではなく、後宮さんのだ。彼女が電話に出る。

「あいよー。つーか、その『お嬢さん』っていうキザな言い方やめてくれる？　……ああ、もうそんな時間か。近くにいるよー？　……わかった。すぐ行く」

　と、そこで思い出したようにわたしの顔を見た。

「い、いや、ダメだっ。変更っ、待ち合わせ場所変更っ。アンタと一緒のところ見られたくない女がいるのっ」

　それはわたしのことだろうか？

　妙に慌てながら後宮さんは通話を終えた。それからすぐに伝票を持って立ち上がる。

「じゃ、オレ、先に出るから」

「あ、待って。わたしの分……」

　わたしは財布を出そうとバッグに手をかける。

「あぁ？　いいよ、そんなモン。お前、誕生日なんだろ？　オレが出しとくよ」

「それはあなただって……」

「だったら、今度どっかでばったり会ったら、そんときにゃ何か奢おごってくれよ。そんでチャラ」

　そう言って後宮さんはウィンクした。意外に愛あい嬌きようのある仕草だった。

「そう。じゃあ、お言葉に甘えておくわ。那智くんに何か伝えておくことある？」

「あー……だったら、お前なんてきらいだっつっといて。ついでに腹二、三発殴ってくれたらモアベター。……んじゃな。あいつのこと頼むわ」

　そう言い残して後宮さんは早足で去っていった。
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　わたしも後宮さんに続いてお店を出た。再び待ち合わせ場所に戻ってみるが、そこにはまだ那智くんの姿はなかった。彼から電話があったのが、今から二十分ほど前。もう少しお店でゆっくりしていてもよかったかもしれない。

　それから待つこと五分少々。ようやく那智くんが現れた。

「司先輩！」

　無邪気な笑顔。那智くんがこない不安や、お呼びでない男の子ばかり寄ってきた不ふ愉ゆ快かいな思いを、その笑顔が一気に吹き飛ばした。

「すみません。遅くなりました！」

　そう言うなら少しは申し訳なさそうな顔をしてほしい。でも、こんなときでもやっぱり那智くんの笑顔は素敵だと思ってしまう。もう、どうしてくれようか。

「えっと……やっぱり怒ってますか？」

　こちらが何も言わないので不安になったのか、那智くんはおそるおそる聞いてきた。

　そんな彼を、わたしは無言のまま抱きしめる。

「うわっ。ちょっ、ちょっと先輩……!?」

　那智くんが慌てふためき暴れて逃げようとしたので、わたしは彼の背中に回した手に力を込め、さらに強く抱きしめた。わたしのほうが那智くんより背が高いので、彼の肩に顎を乗せるようなかたちになる。

「あ、あの、先輩？　人目もあるからこういうのはちょっと……」

「これは遅れたお仕置きです。わかってますか、那智くんは」

　あと、無む闇やみにかわいい笑顔を見せるので、そのお仕置きでもある。……かわいい男の子を婦警さんが逮捕、というのも十分にありではないだろうか。想像が捗はかどる。

　少しして体を離すと那智くんは顔を真っ赤にしてうつむいてしまった。キスだってしたことがあるのに、抱きしめたくらいでこんなふうになってしまうなんて、とてもかわいらしい。もう少しいじめてみたい気もするけど今はやめておこうと思う。

「それで？　那智くんが遅刻なんて珍しいのね。どうかしたの？」

「すみません。最初はギリギリ間に合う感じだったんですけど、奈っちゃんのお父さんの車に乗せてもらったら、運悪く渋滞に巻き込まれてしまったんです」

　確かにそれは不運だ。

　そこでふと気づく。宇佐美さんのお父様ということは、那智くんの実のお父様でもある。でも、そう表現しなかったあたり、まだ那智くん自身気持ちの整理がついていないのかもしれない。

　思わず難しい顔になってしまう私の前で、那智くんは肩にかけていたバッグに手を突っ込み、何やらがさがさ中を漁あさりはじめた。

「誕生日おめでとうございます」

　そうして差し出されたそれは、至るところに『Happy Birthday』と書かれた赤い袋に、口にはピンクのリボンをかけただけの巾きん着ちやく型がたの簡易ラッピングがされたものだった。それほど大きいものではない。

「喜んでもらえるかどうかわからないんですけど、誕生日のプレゼント、です……」

　途中から自信がなくなってきたのか、言葉が消えていく。

「嬉しい。開けていい？」

「いや、できれば帰ってからにしてほしいかな、と……」

「あら、人を待たせておいて、注文をつけられる立場だと思って？　……開けるわ」

「うぇーい！」

　奇き声せいを上げる那智くんは無視してリボンを解ほどく。出てきたのは白いレザーのブレスレットだった。

「素敵！」

　わたしは素直に感激した。

　さっそく手首に巻いてみる。三回ほど巻いたところで金具を止める。

「どう、似合うかしら？」

　袖そでが少し邪魔だ。これをつけるなら夏場のほうがいいかもしれない。

「はい。よく似合います。高価なものじゃなくて悪いんですけど、できるだけ身につけていてほしいと思って選びました」

「まぁ、そうなの」

　その気持ちはとてもよくわかる気がした。わたしも那智くんに何か贈るとしたら、大事に仕舞われるものより、ずっと長く使ってもらえるもののほうがいいと思う。

「実は、その……同じものを僕も買ったんです。先輩と同じものを持ってるってなんかいいなと思って。いつかふたりでそれをつけて、その手をつないで歩けたら、と……」

　照れながら消え入りそうな声で那智くんは言う。

　あ、まずい。もう一度抱きしめたい。抱きしめてキスしたい。

「で、今それは？」

「家に置いてありますけど？」

　きょとんとする那智くんにわたしは、がっくりと肩を落としてため息を吐いた。惜しい。まったく惜しい。そこまでわかっていながら、なぜ最後の最後で詰めが甘いのか。

「あ、そうだ。これも」

　次に出してきたのは青いニットのキャスケットだった。これは包装もされずに裸のままだった。

「くる途中、通りかかった店で見つけたんで買ってきました。遅れたお詫びです」

　那智くんは苦笑しながら、それを手渡してくれた。

　わたしはさっそくそれをかぶってみる。今日は、ミニスカートにレッグウォーマー、上着としてショート丈トレンチを羽は織おって、全体的にボーイッシュにまとめてみた。これならキャスケットもそれほどおかしくないはず。

「どう？」

「すごくいいと思います」

　お世辞ではないと信じられる、真まっ直すぐな口調で那智くんは言ってくれた。

「じゃあ、そろそろいきましょうか」

「ええ、そうね。……あ、待って、那智くん」

　足を踏み出しかけた那智くんを呼び止める。

「はい？」

「プレゼントのお返しよ」

　顔を近づけ、素早く、盗むように、那智くんの頰ほおにキスをする。

「☆×■◎※△────!?」

　途端、那智くんは声にならない悲鳴を上げた。……その反応は少し傷つく。いいかげんにこれくらいのことは慣れてほしい。
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　三十分ほど遅れて待ち合わせ場所に着いた。司先輩には怒られた（？）けど、誕生日プレゼントは喜んでくれたし、蒼司のアドバイスで買ったキャスケットも好評だった。さっそくかぶってくれている。これならいちおう失点は取り返せただろうか。

　それから僕たちは、駅で昼食をとった後、近くの遊園地へと向かった。

　どこぞの有名テーマパークとかではないので、アトラクションもそれほど待たずにいろんなものを楽しむことができた。

　やがて陽ひが沈んでしまうと、本日の仕上げとばかりに観覧車に乗ることにした。

　同じことを考えている人が多いのか、観覧車のところには少しだけ列ができている。カップルやグループ、家族連れが順にゴンドラに乗り込んでいき──程なく僕たちの番が回ってきた。

　司先輩と僕が中に入ると、ゴンドラは係員によって外から閂かんぬき状じようの鍵でロックされた。

　回り続ける観覧車。

　ゴンドラがゆっくりと円軌道に沿って上昇していく。

　高度が上がるとともに遮しや蔽へい物ぶつは少なくなり、少しずつ視界の中の夕焼けがその面積を広げていった。

　きっと今、僕は貴重な瞬間の中にいるにちがいない。これはこの時間、この場所にいてこそ得られる場面だ。

　そして、そばにいるのは司先輩。

　最高のシチュエーションだ。

「……」

　うん？　何だろうな。今、知らなかったほうがよかったことを認識してしまったような気がするぞ。

　密室。

　ふたりきり。

　悲鳴を上げても聞こえない。助けはこない。

　最高のシチュエーションだな、おい。

　脳裏にかつて、冗談とは言え、音楽準備室で襲われかけた記憶がよぎる。

　一瞬にして視界が白黒になり、景け色しきを楽しむ余裕が心から吹き飛んだ。それから、僕はゆっくりと向かいに座る司先輩のほうに顔を向けた。まるで殺人鬼に背後に立たれたような心境だ。

　しかし──先輩は僕のことなど眼中にない様子で、穏やかな表情で外の景色に見入っていた。

　そして、僕はそんな司先輩に見み惚とれた。




「きれいね」

　不意に司先輩が言い、僕は驚いてわずかに体を跳ねさせた。

　先輩は相変わらず外を見たままだ。たぶん、僕が先輩を見つめていたことなんて関係なく、ただ単に目の前の景色の感想として口をついて出た言葉だったのだろう。

「そ、そうですね」

　しかし、僕は動揺を隠せないまま慌てて同意した。

「わたしね、こういう心打たれる風景を見ると、絵に描いておさめたくなるの」

「絵、好きなんですか？」

　美術科にいるくらいだし、やっぱりそうなんだろうな。

「ええ、もちろんよ」

　そう言いながら司先輩は、外の景色から目を離し、僕を見てやわらかく微笑んだ。

　その笑みに僕の心臓が一度だけ大きく鳴った。

「美術にはいろんなものがあるし、授業でも絵以外の課題もあるけど、わたしは絵を描くことがいちばん好きね」

　と、先輩は楽しげに語る。

　あぁ、僕はまだ先輩のこういう部分を知らない。

　これまでのドタバタした毎日の中で、司先輩の性格や性質、考え方みたいなものを少しはわかった気がするけど、僕はまだ趣味や好み、嗜し好こう、もっと表面的なところで休日やひとりのときの過ごし方、そういったものをあまり知らない。

（先輩のことをもっと知らないと）

　これからの課題かもしれない。

「でも、今はダメね。那智くんがいるもの」

「僕がいちゃ集中して描けませんか」

　そりゃそうだ、と苦笑する。

「ううん。そうじゃないわ。ただ、わたしが絵よりも那智くんのほうが好きなだけ」

「っ!?」

　しまった。油断してた。先輩は常に直球勝負だった。

「ねぇ、気づいてる？」

　そう言って司先輩は身を乗り出し、自分の膝の上に片肘を突いた。その掌の上に顎を乗せて僕を真正面から見据えた。そして、いたずらっぽく笑う。

「な、なんでしょう……？」

　ちょっとだけいやな予感がする。

「ここ、今はふたりきりで誰にも邪魔はされないってこと」

「あー、うん。気づいてるような、気づきたくなかったような……」

「そう。なら話は早いわ」

　言うと、すっ、と先輩が立ち上がった。

　思わず僕の顔が引ひき攣つる。しかし、こちらの秘ひそかな戦せん慄りつをよそに、司先輩はすとんと僕の隣に腰を下ろしただけだった。

「先輩？」

「ここなら人目がないから、心置きなくこうしていられるわ」

　気がつくとゴンドラはもう下降をはじめていた。地上に着くまでもう十分もないだろう。先輩は僕にもたれたまま動かないし、しゃべらない。……仕方ない。僕は僕で外の夕焼けを楽しむことにしよう。

　しかし、肩に感じる確かな存在にぜんぜんそれどころではなく──にも拘わらず、十分足らずの時間は永遠にも思えた。
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　こんなふうに司先輩を家まで送っていくのは何度目だろう。

　遊園地を出て、電車を一度乗り換えて先輩の家の最寄り駅に着いたころには、秋の夜よるの帳とばりが降りていた。

　駅を降りて、大きな道路に沿って歩道を歩く。ガードレールの向こう側ではヘッドライトの河が、前に後ろに流れている。時折、強い風が吹いて、先輩がスカートと頭のキャスケットを押さえる場面が幾度かあった。

「あーあ。もう今日が終わってしまうのね」

　祭りの終わりを惜しむように、司先輩が声を上げた。

「まぁ、機会なんてこれからいくらでもありますよ」

「そうね。もうひとつデートの約束があるものね」

　司先輩がくすりと笑う。

　そう言えばあったな。今日の誕生日デートとは別に、僕が誘ったやつが。

「でも、那智くんにしては珍しく積極的なことを言うのね」

「失礼な。僕はいつでもそれなりに積極的ですよ。先輩が規格外にアレだから、その陰に隠れて目立ちませんけどね。今ちょうど先輩のことをもっと知りたいと思っていたところですし」

　さも意外そうに言う司先輩に、僕は抗議する。

「どうしたの。急にそんなこと言い出すなんて」

「いえ、ただ何となく。先輩と知り合って半年もたつのに、思ったほど先輩のこと知らないのかなと思って」

　ため息が出そうになって、意味もなく夜空を見上げる。上を向けばため息が出なくなるわけではないけど。

「あら。そんなことなの？」

「そんなことって……」

　まるで僕がしょーもないことで悩んでいるみたいじゃないか。

「わたしと那智くんは、所しよ詮せんは赤の他人よ。半年だろうが十年だろうが、どれだけ長く一緒にいたところで、絶対に理解の及ばない部分は出てくるわ。欠伸あくびを我慢しながら夜明けまで話をしたところで、わからないものはわからないものよ」

「そう、ですか……」

　あっさり切り捨てられて、僕は少し項垂うなだれる。

「そんな顔しないの」

　そう言って司先輩は僕の頭に掌を載せ、元気づけるみたいに揺すった。

「ええ、そうね。できるかぎりわかりたいと思う気持ちは大切だわ。努力も必要よね。でも、きっと大変よ。わたしのことを知るにはひと晩じゃ足りないんだから」

「それでも僕は少しでも多く先輩のことを知りたいと思う」

「そう。わたしもね、那智くんのことをもっと知りたいと思っているの。……那智くん、これからもわたしに那智くんのことをおしえてくれる？」

「は、はい。もちろんですっ」

　僕は力いっぱい答えた。

「嬉しいわ」

　司先輩が微笑む。

　本当によくわからない人だ。感情の起き伏ふくが激しく、いたずら好きで手に負えない人だと思っていたら、やっぱりちゃんと年上の女の人で、僕なんかじゃ敵かなわないんだなと思わされる。

（あぁ、そうなんだ……）

　僕は足を止めた。遅れて先輩も止まり、振り返った。

「どうしたの？」

　街灯の光の下、先輩が首を傾かしげる。

　僕はその問いに答えず、少し溜ためてから思い切って言った。

「僕は司先輩のことが好きです」

　なんて突然で、且つ、今さらな台詞だろう。

　先輩だって驚いている。

　でも、これは僕が今まで数えるほどしか言ったことのない言葉。突然だろうが何だろうが、今どうしても言いたかった。

　まるで時間が止まったようだ。

　言葉もなく、道路の車通りも一瞬の空白。

　動くものは何もなくて、本当に時間が止まったかのよう。

　その停滞した時間を、まず最初に打ち破ったのが司先輩だった。

「ええ。わたしも那智くんのことが大好きよ」

　そう言ってたおやかに微笑む。

　司先輩は、僕の突然で今更な言葉に、当たり前のように応えてくれた。僕はほっと胸を撫で下ろした。それから急に恥ずかしくなった。

「はは……」

　まともに先輩の顔が見られない。僕は照れ笑いをこぼしながら、うつむいて先輩から顔を逸そらした。

　と、そのとき──一段と強い風が吹いた。

「きゃっ」

　司先輩が小さな悲鳴を上げる。

　顔を上げると先輩がスカートを押さえていた。でも、頭のほうは間に合わなかったらしく、キャスケットが風に飛ばされていた。

　キャスケット。

　僕が贈ったキャスケット。

　僕は夜空に舞ったそれを追いかけた。さっきのことで少し照れくさくて、逃げ出したい気持ちがあったのだろう。それが僕の体を動かしたのだ。

　ぱさりと白いラインの上に落ちたそれを拾い上げる。

　瞬間──、




「那智くん！」




　先輩が叫んだ。

　振り返った僕の視界の端はしに強い光が映った。

　左を見る。

　光がふたつ。車のヘッドライトだ。

　バカな僕は気づいていなかった。時間はとっくに動き出していたことを。

　キャスケットが落ちたのは白いラインの上。

　白い、横断歩道。

　それは同時に道路でもある。

　けたたましいクラクションと耳障りな急ブレーキの音が重なる。

　普段から無駄に動く僕の体は、こんなときにかぎって動こうとしない。

　代わりに動いたのは司先輩だった。

　どん、と──、




「え……」




　僕を突き飛ばした。

　尻もちをついた僕の目の前で、司先輩に向かって車が突っ込んできた。

　幸い車はほとんど止まりかけていた。それでも完全にスピードを殺しきれず、先輩の体はボンネットの上に乗り上げ、

「先輩……！」

　車が止まると、慣性の法則に従ってボンネットから、転げ落ちた。

　ごっ、と頭を地面に打ちつける、不吉な音が僕の耳に届いた。

　先輩はうつ伏せのまま動かない。

「先輩！　先輩！　司先輩！」

　うるさい！　誰だよ、さっきからわめき散らしてるのは。

　あぁ、僕か。

　車から運転手が降りてくる。

　どこからともなく人が集まってきた。

　気がつけば救急車まできて……、

　それから……それから……何があったんだっけ……？

　あまりよく、覚えていない……。




「あぁっ、何だって!?　目が見えないって何だよ!?　ふざけんな！　わけのわからないこと言ってんじゃないぞ！　ちょっとぶつかっただけだろっ」

「まだ詳しくはわからないけど──頭に受けた衝撃が原因でしょう。運が悪かったとしか言いようがありません」

「運って……。そんな言葉ですませないで何とかしろよ、医者だろ！」

「やめなさい、なっち！」

　青いユニフォームの救急医に摑つかみかかろうとした僕を、後ろから円先輩が羽交い絞めにした。

「何でっ！　何でだよ……！」

　何でこんなことになってるんだよ。

　……。

　……。

　……。

　何でって？

　そんなの決まってるじゃないか。

「僕のせいだ……」
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　頭を強く打ったときにできた血けつ腫しゆが視神経を圧迫している──。

　それが失明の原因らしい。

　手術による血腫の除去は可能。ただし、視神経との位置関係があまりにも微妙で、下手に触れて傷つけてしまえば、今度こそ確実に目が見えなくなる。

　無事に成功する確率はきわめて低く、手術に臨のぞむならそれなりの覚悟が必要となるだろう。

　それが後になって聞かされた説明だった。




　僕が司先輩と面会したのは、事故から一週間近くが過ぎた翌週の金曜日だった。

　事故以来一度も会っていない。

　理由は、僕に会う勇気がなかったことと、仮にそれを望んだとしても先輩のお父さんが許さなかっただろうという二点。幸か不幸か、先輩が今どんな気持ちでいるのかは僕の耳に入ってこなかった。

　しかし、昨晩、円先輩を介して病院にきてほしいという連絡があった。

　僕にそれを断る権利はなく、こうして今、病室の前に立っている。

　個室のスライド式のドア。

　僕はそれをノックしないといけない。だが、手が出ない。迷っていると隣に立っている円先輩が僕の背を叩き、早く行きなさい、と促した。僕の背は叩いても、代わりにドアは叩いてくれない。それは自分でしろと言っているのだ。

　僕は意を決してドアを叩いた。

「どうぞ」

　びくっと体が跳ねる。

　一週間ぶりに聞く先輩の声。それは思ったより落ち着いていた。

　反射的に逃げ出したい衝しよう動どうに駆られた。やはりあわせる顔がない。このまま回れ右して帰ってしまいたくなる。

　そのとき、円先輩が再び背に触れた。さっきよりも少しだけ力を込め、僕を押す。

　僕はドアの取っ手に手をかけた。

　車くるま椅い子すでも通れる幅と病人にも開けられる軽さが維持された扉が、ゆっくりと横にスライドする。

　白くて清潔感に満ちた部屋。

　その窓際のベッドに、司先輩はいた。

　薄いピンク色のパジャマを着て、白いカーディガンを羽織った先輩が僕を見ている。いや、正確には、こちらのほうに顔を向けている、と言うべきか。

　ベッドの上に座ってる先輩は想像していたよりもずっと元気そうで、テレビドラマでよく見かけるような目に包ほう帯たいなんてこともなかった。ただし、こめかみの上あたりに厚いガーゼが当てられ、テープで留めてあった。

　司先輩は少し考えた後、口を開いた。

「そこにいるのは那智くんね」

「……はい」

　驚いた。こっちが何を言っていいか迷っているうちに、先に先輩が僕だと言い当ててしまったのだ。

　もう逃げられない。

　僕は返事をしてから、一歩、中に踏み入った。

　司先輩はいつものようにやわらかく微笑む。

「よかった。今まで一度も連絡がなかったでしょ。だから、もうきてくれないかと思っていたの」

「いえ、そんな……」

　そんな……なんだ？　今までぜんぜん会う勇気が持てなかったくせに、それなのに呼ばれたらそれも拒絶できなくて。結局、自分からは何ひとつやってないじゃないか。

「こっちにきて、ここに座って」

　先輩はイスではなく、自分の隣を叩いて示した。

　僕はおそるおそる歩み寄って、そこに腰を下ろした。ベッドはあまりスプリングが利きいていないように感じた。それでも病院で使われているのだから医学的にも人間工学的にも問題はないのだろう。

　司先輩は僕の腕に触れると、そこから辿たどって手を握ってきた。その感触はかつてといかほども変わっていない。

「体は、どうですか？」

　僕はおそるおそる尋ねた。

「見ての通り、すっごく元気よ。眉まゆの上を切って少し縫ったんだけど、外科の先生がきれいにやってくれたんだって。目立つ痕あとは残らないそうよ」

　司先輩は嬉しそうに答えた。

　なぜそんなふうに笑えるのだろう……？

「……それは、安心しました」

　僕も笑おうとしたけど、できなかった。

　中途半端な笑顔。

　こんなもの先輩には見せられない。

「……」

　僕はバカか？　見せられる見せられない以前に、先輩はもう見られないじゃないか。

「どうしたの、那智くん？　元気がないみたい」

　そう言って司先輩は僕の手を少し強く握った。

　あぁ、もう避けて通ることはできない。

「先輩、目が……」

「ええ、そうね。でも、それがどうしたの？」

「どうしたって……」

「確かに今は見えないわ。でも、那智くんが入ってきたときもわかった。こうして元気がないこともわかった。光を失なくしたことが何なの？　わたしの光は──」

　そこで司先輩は言葉を切り、掌で僕の頰に触れた。




「わたしの光は、ここにあるわ」




「那智くんがそばにいてくれるかぎり、わたしは光を失ったりはしない」

　そして、先輩は見えない目で僕を見て、優しく微笑んだ。

「ごめんなさい、先輩。僕のせいで……」

　涙があふれる。

　そんな僕を司先輩はそっと抱きしめてくれた。

「ごめんなさい！　ごめんなさい……！」

　先輩の胸の中で、僕はバカみたいに泣いた。
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　翌土曜日。

　周りからはいつも通りのくだらない話の合間に、時折、司先輩の話題が聞こえてきた。もう丸一週間学校を休んでいることは、当然、知れ渡っている。ただし、事実を知っているのは、今はまだごく一部だ。

　たまに僕のところにまで詳細を知らないかと聞いてくるやつがいるが、決まって僕は知らないと答えていた。

　そのひと言ひと言が、まるで僕を責めているようだった。




「おーい、鍵、ここに置いとくから戸締り頼むわ」

　いつの間にか本日の授業も終礼も終わっていた。ぼうっとしていて気がつかなかったらしい。なかなか帰らない僕に痺しびれを切らして、日直が教きよう卓たくに教室の鍵を置いて帰ってしまった。

　静かになった。

　いや、教室は今までだって静かで、単に僕がそれを感じていなかっただけなのに、それを認識した途端、いま急に静かになったような錯覚に襲われた。

「で、お前はいつ帰るんや？」

「ッ!?」

　いきなり静せい寂じやくを破った声に驚いた。

　斜め後方、僕の視界から外れる位置で、一夜が窓にもたれて文庫本を読んでいた。今も立ったまま本に目を落としている。

「一夜……」

　一夜も円先輩とともに詳細を知る人間だ。

　事故直後、パニックを起こした僕が円先輩に連絡して、その円先輩と一緒に一夜も駆けつけてきてくれたのだ。僕はあまり覚えていないけど。

「司先輩が……」

　僕は窓を背にした一夜に向き直ってこぼした。

「司先輩が僕を責めないんだ。いっそお前のせいだって責めてくれたら、僕だって楽なのに……」

「そら責めんわ」

　間髪入れず一夜は応えた。本も閉じて、僕を見返す。

「お前、片瀬先パイを甘く見てるやろ。あの先パイかて飛び込んだときにそれくらいの覚悟はできとったやろうに」

「でも……」

「五月」

　反論しようとした僕を、一夜は新たな言葉で遮った。

「お前があの先パイを助けたとき、あなたを助けに入ったからあのバカどもにフクロにされましたって、お前は文句を言うたか？　あの先パイがそれと同じような身勝手なことを言う人間やとでも？」

「ちがう。僕はただ……」

「自分よりも先に誰かのことを考えるってのはそういうことやろが。俺が先パイの立場でもお前を責めたりはせん」

「だったら、僕はどうすればいいんだよ……っ」

「知るか、アホ」

　素っ気なく言う。

「目のことは医者に任せとけ。その結果をどう受け止めてどう出るかは先パイが考えることや。後はお前にしかできんことをやるしかないやろ」

「く……っ」

　最後の最後で一夜は僕を突き放した。

「それがわからないから聞いてるんだろっ。……もういいよっ」

　僕は鞄をひっ摑んで教室から飛び出した。出口で誰かと肩がぶつかったようだったが、謝りもせず、止まりもせずにそのまま駆けた。




　特に理由もなく屋上に出てみた。

　苛いら立だちに任せて金かな網あみに鞄を投げつけた後、そばに寄った。眼下に広がるグラウンドではいくつかの運動部が練習をしている。いつも通りの風景だ。




「……なっちん」




　ぼうっと見下ろしていると、後ろから声をかけられた。僕をこんなふうに呼ぶのはひとりしかいない。……久しぶりだな、この呼び方も。

「居内さんか」

　振り返ると居内さんが、強い風にスカートの裾すそと髪を押さえて立っていた。思い返せば、さっき教室でぶつかったのは居内さんだったような気もする。

「飛び降りるの？」

「飛び降り？　……あぁ、それもいいかもね」

　思わず自じ嘲ちよう気ぎ味みに鼻で笑ってしまった。

　いっそ消えてしまえば楽になれるだろうか？

　金網にもたれ、首だけで下を見てみる。三階建ての校こう舎しや。屋上からでも四階分の高さしかない。いまいち確実性が低いな。

「それで何か解決するの？」

「きっと、どうにもならないだろうね」

「……そう。だったら、意味がない」

　なるほど。非の打ちどころのない理屈だ。

「仮に何か解決するとしても、そんなことをすれば片瀬先輩が悲しむと思う」

「そう、かな……」

　反問のつもりはなかったのだけど、居内さんはそれにうなずいた。

「それに、私も悲しい」

　感情の乏とぼしい口調で、それでいてきっぱりと言う。

「それだけじゃない。きっとほかにもたくさんの人が悲しむ。私は千秋君ほど死んで悲しむ人の多い人間を知らない。だから、千秋君が死ぬことで何か解決するとしても、それはきっと間違った方法だわ」

「最善の解決って何だと思う？」

「具体例のないアバウトな質問」

「居内さんなら答えられるかと思って」

　僕の勝手な期待に、居内さんはしばし考えた。

「結局、人ひとりがやれることってたかが知れてると思う。だから、その中でやれることをやるしかないわ」

　つまり言葉はちがえど言っていることは、居内さんも一夜も同じなわけか。辿り着く結論は同じ。……わかっていた。一夜は正しい。後で謝っておかないとな。

　僕にしかできないこと。

　僕がやれること。

「きっとそれを全力で探すことも、最善の解決を得るのに必要なことなんだろうね。ありがとう。僕はもう帰るよ。居内さんも気をつけて帰って」

　僕の言葉に居内さんは、再びいつものようにうなずいて応えた。
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　家に帰って真っ先にパソコンを起たち上げた。

　起動させている間に着替えをすませてしまう。と言っても、このマシンは高校に合格したときに買ってもらったものだから、まだまだ動作は軽い。僕の着替えのほうが遅かった。

　パソコンの前に座り、ネットで司先輩と同じ症例と手術例を調べてみた。調べたところでどうなるというものでもないのだろうけど、それでも今は何かをやらずにはいられなかった。

　結果、やはり難しい症例であることと、成功率の低い手術に望みを託すしかないことが再確認されただけだった。ただ、その中で、その難しい手術を幾度か成功させているドイツ人医師がいることを知った。

（こういう先生に診みてもらえれば……）

　だが、現実的ではない。

　絶対に手の届かないものを眺めるように、僕はその医師──ヘルベルト・ノイマン先生の紹介ページを読む。

「これって……」

　と、そのとき、僕はこの先生と関係のある日本企業の名の中に見覚えのある文字を見つけた。

　宇佐美。

　グループの関連企業だろうか、宇佐美の名を冠した企業の名前がそこにはあった。そう言えば宇佐美グループはここ数年、医療や介護関係にも手を伸ばしているとあったな。

　時計を見る。まだ時間は午後二時前だった。

　こういうことは早いほうがいい。

　僕は再び着替えると、外に飛び出した。




　乗り換えを含めて電車で二時間。僕は宇佐美の本社ビルにきていた。

「蒼司！　蒼司に会わせてくれ！」

　エントランスに入るなり、僕は受付に頼み込む。

「な、なんですか、あなたはっ」

「蒼司だよ、ここの会長の宇佐美蒼司！　あいつを出せって言ってるんだ！」

「出せって言われて出せるわけがないでしょう。警備員を呼びますよっ」

　ぴしゃりと言われて、僕は我に返った。

　それもそうだな。いきなり飛び込んできてこれじゃ、刃物持ってると思われても仕方がない。しかし、このお姉さんもなかなか強気な人だ。

「すみません。少し慌ててました。僕は千秋那智と言います。蒼……じゃなくて、宇佐美会長に会わせてほしいんです。取り次いでもらえないでしょうか？　僕の名前を出して、それでダメだったら日を改めますから」

　焦る気持ちと荒い息を抑えながら、僕はできるだけ落ち着いて頼んだ。

　受付のお姉さんは少し怪け訝げんそうな顔をしながらも、僕の名前を改めて聞いて、内線で蒼司に連絡をしてくれた。

　程なくして──、

「会長がお会いになるとのことです。どうぞ」

　お姉さんはにっこり営業スマイルを見せた。
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　これまで生きてきた中で上がったこともないような階までエレベータで上がって、辿り着いた立派なドアの前。案内してくれたお姉さんがノックする。

「どうぞ」

　と、中からの返事。

　昨日の司先輩の病室を訪れたときのことが頭の中で重なる。今も多少の緊張があるが、あのときのほうが遙はるかに緊張した。

　中には蒼司と、蒼司よりもひと回り以上は年上であろう年配の男の人がいた。ソファで向かい合って何か話をしていたようだ。

「やあ、いらっしゃい。那智君」

　蒼司がこちらを向いて、にこやかに迎えた。……そう言えば、こんなキャラだったな、最初は。

「申し訳ない。しばらく席を外していただけますか？」

「わかりました。では、後ほど」

　男の人はソファから立ち上がると、一礼してから部屋の外へ出て行った。すれ違うとき「何だ、このガキは」みたいな目で僕を見やがった。……会長の隠し子だよ。

　改めて室内を見る。

　広い部屋。下界を一望する大きな窓。高そうな机と、そのほかの調度品。……なるほど。これが会長様の執務室か。

「それで、今日はどうしましたか。那智君」

　ソファから立ち上がりながら蒼司が聞いてくる。

「……おい」

「はい？」

「話の前にまずそのしゃべり方をやめろよ。調子が狂うだろ」

　僕がそう言うと、蒼司はふんと鼻で笑った。

　行ぎよう儀ぎ悪く机の上にどっかと腰を下ろし、片足だけの胡坐あぐらを組む。

「今日は何の用だ、俺の息子」

　ようやくらしくなって、こっちも話しやすくなった。

　かつては穏やかな面を見て好ましいと思ったものだけど、あれが演技と知った今ではやりにくくてかなわない。

「ヘルベルト・ノイマンって医者を知ってるか？」

　さっそく話に入る。

「唐突だな、おい」

「あんたが僕の親だと名乗ったときよりはマシだよ。……で、知ってるのか知らないのか」

「悪いが知らないな」

　あっさりと蒼司は返してきた。……くそっ。いきなり頓とん挫ざか。

「どうしたよ。わざわざここまできたんだ。それで引き下がれるような話じゃないんだろ。とりあえず話してみろよ」

「あ、ああ、そうだな」

　確かにそうだ。今はここにしかすがるところがないんだから。

（だけど、言えば蒼司はきっと……）

　一瞬の戸惑い。

　しかし、僕はすぐに意を決して口を開いた。

「えっと、ノイマン先生ってのは世界的に有名なドイツ人の脳のう外げ科か医いなんだ。あんたンとこの関連企業にも縁えんがあるらしい」

　そう話を切り出した。

　それから司先輩の事故のことや、先輩と同じ症例の難しい手術を件のノイマン先生が何度か成功させていることなどを話した。

「つまり片瀬さんの手術を、その先生に引き受けてもらえるよう頼めってことだな」

「ダメ、かな？」

　改めて問うてみるが、しかし、蒼司は難しい顔をするばかりだった。

「問題がいくつかある。まず、俺がそのノイマン先生とやらを知らないこと」

　そうだった。最初からそう言っていたんだった。

　やはりもともとむりな話だったか。

「が、それは何とかしてやる」

「本当か？」

「ああ」

　蒼司は不敵に笑うが、今はそれが頼もしかった。

「伊だ達てや酔すい狂きようで会長なんて肩書きを持ってるわけじゃないからな。……だが、もっと現実的な問題として、費用はどうする？」

「あ……」

「手術費だけでもベラボーな額になるだろうよ。加えて、ドイツへの旅費、向こうでの入院費と家族の滞在費、その他諸もろ々もろ。合わせりゃちょっと有名程度の建築デザイナじゃ手の届かない桁けたになるぞ。カンパでも募つのるか？」

　蒼司は何も意地悪でこんなことを言っているわけじゃない。これがまぎれもない現実なのだ。

「いいぜ。それも肩代わりしてやる」

「ほ、本当か!?」

「ああ。ほかでもないお前の頼みだからな。俺にそれができる力と立場があるんだ。やってやるさ。そうだな。手術も日本で受けられるほうがいいだろう。できる限りそうしてもらえるよう頼んでみよう」

「……」

「よう。急に黙ったな」

　蒼司は悪ガキの笑みとともに僕を見た。

「……そりゃあ、ね」

　こんな都合のいい話、裏に何かあると思わないほうがおかしい。

「お前は頭がいい。次に俺が何を言うかわかっている。いや、わかっているというなら、この話を俺に切り出したときからわかってたんだろうな。覚悟を決めた顔をしていた」

　ああ、わかっているさ。

　出会ったときからわかっていた。こいつはやっぱり、どこまでも僕の敵だ。

「じゃあ、遠慮なく言わせてもらおうか。……俺のところへこい。それが条件だ。お前が首を縦に振りさえすれば、俺は宇佐美の名に誓って万事完かん璧ぺきにことを進めてやるよ」

　蒼司は柄悪く机の上に腰を下ろしたまま、僕を見据えて告げた。

　僕は考える。

　つき合いはまだ短いが誰よりも信頼できる親友は言った。自分にしかできないことをやれ、と。

　かつて互いに惹かれ合った女の子は言った。やれることを全力でやることが最善の解決への道だ、と。

　そして、目の前の悪ガキのような男ですら言ってのけた。自分にそれができる力と立場があるからやるのだ、と。

　そうだな。

　なら、きっとこれが、僕が司先輩にしてあげられる最大限のことなのだろう。この程度で先輩の目がもと通りになるなら安いものだ。

「……いいよ。わかった。その代わり司先輩のことを頼む」

「ああ。任せろ」

　僕の返事を受けて、蒼司はまた不敵に笑った。

　そして、さらに付け加えた。

「あ、そうそう。近々ヨーロッパのほうに行く。お前もつれて行くからそのつもりでいろよ」

「……好きにしろ」

　どうせ僕はもう……。




　それから数週間、話はフルスピードで進んだ。

　蒼司自らノイマン先生との交こう渉しように赴おもむき、日本では先生が求めたもの──必要な設備や検査データ、スタッフなどが、出された端からそろえられていった。

　そして、暦こよみが十二月になり、街がやがてくるクリスマスに浮かれている今日この日、司先輩の手術が行われることになっていた。

　しかし、僕は今、空港にいた。日本を発たつ日と重なったのだ。

　蒼司は父さんと母さんに会いに行ったらしい。事前に知らされていたが、僕の同席は認められなかった。その席でどんな話が交わされ、何があったかは知らない。ただ、その後、父さんは僕にひと言「行ってきなさい」とだけ言った。

（この時間だと、今ごろは手術の準備かな？）

　ロビーのソファに身を沈め、考える。

「お兄様！」

　不意に元気な声が僕の耳を打った。

　やがてツインテールが特徴的な女の子が僕の横に立った。正装でありながらかわいらしさも兼ね備えたワンピースに身を包んでいる。

「搭とう乗じよう手続き、やってきましたよっ」

「ああ、そう」

　僕はテキトーな返事を投げ返す。

　蒼司は仕事の関係でひと足先に行っていて、僕と奈っちゃんが後から発ち、向こうで合流という手て筈はずになっている。

「あ、あの……」

　奈っちゃんがおずおずと口を開いた。

「心配なら片瀬先輩のところに行ってもいいですよ。お父様には空港で逃げられたって言いますから」

「いや、いい。大丈夫だから」

　それにそのシナリオじゃ僕が悪ものじゃないかよ。

「心配してくれてありがとう。先輩には昨日電話したし、今日行けないこともちゃんと伝えてあるんだ」

　本当のことは言ってないけど。

「それに……」

　もともとこうなったすべての原因は僕にあるんだ。何をしたところで償つぐない切れるものじゃない。もうそばにはいられないんだ。

「いや、いい」

「もう。そればっかり」

　奈っちゃんが頰を膨ふくらませて怒る。

「じゃあ、行こうか」

　僕は立ち上がると奈っちゃんの手の搭乗券をひったくった。




　さあ、行こう。

　さよなら、司先輩。僕は約束を破ります──。
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　手術前日の夜、病室備え付けの電話が鳴った。

　わたしはすっかり位置を覚えてしまったサイドテーブルに手を伸ばし、受話器を取る。電話の声は当然のように病棟看護師だった。

「片瀬さん？　かわいい彼氏さんからお電話ですよ」

　瞬間、自分でも顔が緩むのがわかった。もちろん、那智くんからの電話と、その那智くんを指して『彼氏』と言われたことにだ。

「すぐに回してくださいっ」

「じゃあ、このままおつなぎしますね」

　わたしの喜びようが可お笑かしかったのか、看護師さんは声に笑みを含めながら返した。

　直後、受話器の奥から微かすかに何かが切り替わった音が聞こえた。

「もしもし？」

『あ、先輩ですか？　こんばんは』

「ええ、こんばんは。那智くん」

　那智くんの声はいつも通り元気がなかった。

　事故以来、那智くんは元気がない。こういうことになってしまったことをまだ気に病んでいるのだろう。電話にかぎらず聴覚での情報しかないからか、わたしにはそれがよくわかった。

「こんな時間にどうしたの？　昼間、何か話し忘れた？」

　最近はちゃんと毎日のように見舞いにきてくれている。こられなかったときは今のように電話をくれた。でも、今日みたいに日中に会って、夜また電話をしてきたのは初めてだった。

『えっと、その……明日、手術ですね』

「ええ、そうね。本当に那智くんには感謝しているわ」

『いえ、僕は何も……』

「ううん。そんなことはないわ。那智くんが掛け合ってくれたからこそ実現したことだもの。だから、ありがとう」

『……言われたんです。自分にしかできないことをやれ、できることを全力でやれって』

「そうなんだ」

　きっと落ち込む那智くんを励まし、叱しつ咤たした人がいたのだろう。

「誰に言われたの？」

『一夜と……』

「と？」

　那智くんが言いにくそうに言葉を途切れさせたので、わたしは先を促した。

『……昔好きだった女の子』

「……」

　思わず顔が引き攣るわ。

　けど、ええ、このくらいで動揺してはダメよね。年上として広い心を持たないと。

「じゃあ、タイミングよくその子と会ったのね」

『いえ、ふたりして聖せい嶺れいに進んだので、今でも毎日のように顔を合わせるんです』

「……」

　わたし、もしかして意外に危うい状況にいるのかしら？

『そ、それで、明日のことなんですけど』

「え、ええ、そうだったわね」

　那智くんは慌てて脱線した話をもとに戻し、わたしも同じように慌てて返事をした。

　気のせいだろうか、上う手まく先回りして誤魔化されたような気がする。

『実はどうしても明日学校を休めなくて、行けそうにないんです』

「……」

『先輩？』

「え？　あ、ご、ごめんなさい。てっきり明日は那智くんもきてくれるものだと思っていたから……」

『……すみません』

「ううん。いいのよ。でも、その代わり、ちゃんと後で会いにきて──」

『あ、そうだ。今日はノイマン先生と話したんですか？』

　わたしの言葉の語尾と那智くんの発音が重なって、話題が飛んだ。

「ええ。ついさっき会ったわ。先生も全力を尽くすから信頼してほしいって」

『じゃあ、僕がいなくても大丈夫ですね』

　一瞬言葉に迷う。

　手術を受けるという点では那智くんは何も関係はない。でも、那智くんがそばにいるというだけで、わたしの大きな力になるだろう。那智くんが見守ってくれるなら、安心して手術に臨める。

『今日はゆっくり休んで明日に備えてください』

「そうね。そうするわ。那智くん、明日は必ず会いにきてね」

　少し間があり──そして、電話が切れた。

　わたしも受話器を置いた。

　心に、違和感が残る。今の会話はどこかおかしかった気がする。……そうだ。会話というよりは、もっと一方的なもののようだった。

　きっとまだわたしと顔を合わせたり、言葉を交わすことが辛いのだろう。

　それでもまだ何か引っかかりを覚えたが、わたしはそう納得することにした。

　わたしの目が治れば、那智くんも苦しみから解放されるはずだ──。
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　翌日の手術は無事に終わった。

　ちゃんと見えているかどうかの検査はまだだけど、手術に関しては成功したと言っていいそうだ。

　そして、術後、一ヶ月以上働いていなかったわたしの目には包帯が巻かれた。




　夜、全身麻酔が切れ、手術結果について直接聞かされた後、病室に円が入ってきた。

「ねぇ？　那智くんはきてないの？」

「なっち？　うん、まだみたい。そう言えば学食でも見かけなかったわね」

　学校では教室が離れているから会おうと思わないかぎり、偶然に顔を合わせることは少ない。一日姿を見なかったからといってどうということはない。普段なら。

　でも、今はそれがひどく不安に思う。

「あ、そうそう、片瀬さん。いつもの彼氏さんから手紙を預かっていますよ」

　先ほどから室内で何やらやっていた病棟看護師さんが会話に入ってきた。

「那智くんから？」

「ええ。朝一番にきて、手術の後に渡してほしいって。そっちのテーブルに置いてあるわ」

　その言葉の後、ドアが一往復する音が聞こえた。看護師さんが出て行ったらしい。

「なぁに、あの子。手紙なんか書いて。自分がくればいいのに。それとも手術が終わったらすぐに見えるようになると思ったのかね？」

「ごめん、円。それ、読んでくれる？」

　わたしは笑い出していた円の声を遮って言った。

　どうにも拭ぬぐいようのない不安を感じる。昨日の電話といい、今日のこの手紙といい、那智くんは何かおかしい。

「いいの？　どうせならなっちがきてから目の前で──」

「いいから」

　きっとそこに解答があるはず。




　そして──、




「あンのバカ……」

　手紙を読み終えると、わたしよりも先に円が声を発した。

　あぁ、本当にバカだ。

「何が『ちょっと早いクリスマスプレゼント』よ……」

　わたしもようやく声を絞り出した。

　手紙にはさよならが綴つづられていた。今日のこの手術がクリスマスプレゼントだとも。わたしの目が見えなくなってしまったことへの謝罪の言葉はそう多くない。でも、わたしには那智くんがこの手紙の全文を使って、あのときのように泣きながら謝っているように感じた。

　那智くんは宇佐美さんのお父様──実のお父様のところに行き、それと同時にしばらく日本を離れるのだという。

　ならば、今日のわたしの手術はその交換条件だ。

　だって、那智くんがそんな道を選ぶはずがないのだから。千秋のお父様とお母様を、何よりわたしを置いていったりはしない。だからきっと、今日の手術と引き換えに、那智くんは宇佐美の家に行ったのだ。

　プレゼントなんていらない。

　こんなプレゼントなら、わたしはいらない。

　那智くんがいれば目なんて見えなくてもよかった。彼と目なら、わたしは迷わず彼を選ぶ。

　那智くんさえいれば、それだけでよかったのに。それなのに、那智くんは遠くへ行ってしまった。

　そう。

　今度こそわたしは、本当に光を失ったのだ。
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　そして、二年の月日が流れた──。




　二月。

　あれから桜の季節が二度過ぎ去り、もうすぐ三度目を迎えようとしている。

　わたしの目は大きな障害も残らず、視力も大幅に落とすこともなく、左右とももと通りに戻っていた。つくづく最高の医者に診てもらえたのだと実感する。

　ただし、わたし自身は精神の均衡を大きく崩した。

　やはり那智くんが急にいなくなったことが大きい。尤も、そんなことを言うと、那智くんを知る人で彼がいなくなってショックを受けなかった人など、ほとんどいないだろうけど。那智くんはそれほど大きな存在だ。

　あの後しばらく悩んだ。

　わたしは那智くんを守ったつもりでいたけど、本当の意味で守れていなかったのではないだろうか、と。

　確かにわたしは迫りくる車から、那智くんを救った。だけど、そのことで生まれた自じ責せきの念をどうしてあげることもできなかった。彼が抱えていた苦しみを、最後まで消してあげられなかったのだ。

　卒業後、わたしは一年遅れで美大に入った。

　高校のときからそうだったけど、大学生になってから一段と言い寄ってくる男の子が増えた。当然、そんな気分になれるはずもなく、すべて断っている。

　円はというと、わたしとちがってストレートで大学に合格した。

　相変わらず遠とお矢や君と一緒にいるようだが、つき合っているのかと聞くと、絶対そんなんじゃない、と力いっぱい否定する。それを証明するかのようにほかの男の子とつき合ったりもしているけど、長続きした例ためしがない。

　今日は今日でさっき電話をしたら、「今日は聖嶺の卒業式だからね、遠矢っちのお祝いにいくのさー」と、あえなく誘いを断られた。何だかなぁ。

　きっとこのつかず離れずの距離が心地よいのだろう。

「さて、困ったぞ、と」

　講義棟を出たところでわたしはつぶやいた。

　ようやく後期試験が終わったから、円を誘ってどこか遊びに行こうと思っていたのに、いきなり当てが外れてしまった。大学の敷地から出るまでに誰か友達がいたら、その子を誘ってみようか。

　が、しかし、こんなときにかぎって誰にも会わなかった。




　その代わり、予想もしない人間と出会った──。




「っ!?」

　思わず足を止め、その衝撃に息をのむ。




　この二年、わたしが望んでやまなかったものは、

　唐突に、

　拍子抜けするほどにいきなり、姿を現した──。




　大学の門を出てすぐ前の道路。路上駐車した高級車の横で、ガードレールに軽く腰掛けるように体を預けて、彼は立っていた。スーツにロングコートという、フォーマルな場にも出られそうな恰好で、その姿は少し大人びて見えた。

「那智、くん……？」

　言葉が上手く紡つむげない。

　那智くんはわたしに気づき、一瞬の戸惑いの後、どこか愛あい想そ笑わらいにも似た落ち着いた笑みを浮かべた。

　わたしは慌てて駆け寄り、目の前に立った。

　今度は言葉そのものが出てこない。

『久しぶりね』

『元気だった？』

『少し背が伸びた？』

『急にいなくなるなんて、どういうつもり！』

『わたしの気も知らないで！』

　まずは何を言えばいいのだろう？　挨拶？　文句？　それとも、冗談？　もういっそのこと引ひっ叩ぱたけばいい？　再会の第一声に相応ふさわしいものが浮かばない。




「お久しぶりです、片瀬先輩」




　でも、それもすべてこのひと言で飛んでしまった。

　片瀬先輩。

　その言葉が棘とげのように胸を刺す。

　距離を、感じた。

　二年の月日はわたしが思っていた以上に距離を生み出していたのかもしれない。














「そ、そうね」

　わたしは冷静になろうと努つとめながら答えた。

「その後、目はどうですか？」

「ええ、もう大丈夫。今では定期検診も半年に一回になってるわ」

「そうですか。それは安心しました」

　そう言って那智くんはまた愛想笑いのような笑みを浮かべた。

「那智くんはどう？」

　こちらからも何か聞かないと。そう思って口から出た質問は、ひどく曖昧なものになってしまった。

「忙しいですね。見けん聞ぶんを広めろ、経験を積めと言われて、あちこち連れ回されて。ようやく日本に帰ってきたのに、あまり長くいられないようです」

「そうなんだ」

「今も三十分だけ時間をもらって、ここで先輩を待っていたんですけど……うん、まさか本当に会えると思いませんでした」

　そう言って那智くんは笑う。

（あ……）

　わたしはその笑みの中にほんのわずか懐かしい姿を見た。

　少し子どもっぽい、無邪気な笑顔。

　一瞬、今なら那智くんに手が届きそうな気がした。

「お兄様」

　しかし、次の瞬間、それは伸ばした手をすり抜けるようにして、また遠くに行ってしまう。

　後部座席から出てきたのだろう、車を挟んだ向こう側に宇佐美奈津さんが立っていた。

　彼女は、学年で言えばこの春から高校三年のはず。最後に見たときから随分ときれいになったように思う。少しの大人っぽさと落ち着きを身につけたのだろう。

「もう時間です」

「そうか。わかった。今、行くよ」

　那智くんは宇佐美さんにそう言った後、再びわたしに向き直った。

「だそうです」

「ほんとに忙しいのね」

　わたしの言葉に、那智くんはただ苦笑して応えた。

　ふと見ると、宇佐美さんがこちらを見ていた。でも、わたしと目が合うと「ふん」と言わんばかりに顔を逸らし、車に入ってしまった。

「まったく。奈津のやつ」

「相変わらずきらわれてるみたいね」

　わたしは肩をすくめた。

「もう、行くの？」

「すみません。時間なので」

　二年ぶりの再会は、もう間もなく終わりを告げるらしい。

「それじゃ、また……」

　那智くんは今までコートのポケットに突っ込んでいた手で握手を求めてきた。

　その手にわたしは戸惑った。

　その手を取れば、それが別れの握手になりそうで怖かった。

　しかし、那智くんはそんなわたしの気持ちなどおかまいなしに、強引に手を取ってきた。わたしの手を両手で包み込む。

「それじゃあ」

　もう一度同じことを言い、手を離した。

　それから、那智くんはガードレールを越えて道路に下り、宇佐美さんと同じく後部座席に乗り込んだ。

　車が発進する。

　わたしはそれを無言で見送った後、握手を交わした掌をじっと見つめた。
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　翌日、わたしは聖嶺学園の前にきていた。

　卒業してもう二年がたつけれど、ここにはあまり足を運んでいない。

　ここには三年分の思い出があるけど、思い出すのは那智くんのことばかりで、それが辛くて機会があっても避けていた。それほどに那智くんの存在は、わたしにとって大きかったということだろう。

　しかし、今日、わたしはここにきた。

　手には一枚のメモ。

　それは、昨日、那智くんと別れ際の握手を交わしたときに密かに握らされたものだった。わたしはこのメモを、今この瞬間ここに立つまでに何度となく見返した。

　そこに書かれていたのは、とても短い文章。




『明日　十一時　聖嶺前』




　もうすぐその十一時だ。いったい何があるというのだろう。

　聖嶺学園は駅から歩いて行ける距離にあるが、それほど街中というわけではなく、どちらかというと周りは普通の住宅のほうが多い。すぐ前には片側二車線の道路が通っているが、あまり交通量は多くない。今のような中途半端な時間なら尚なお更さらで、時折、思い出したように車が走り抜けていく。静かだ。

　そう言えば、円の話では昨日が聖嶺の卒業式だったらしい。なら、今は生徒の数も単純に三分の二になっているということか。だからというわけではないだろうけど、学校のほうも静まり返っている。授業中だからだろう。

　ところが、その静寂を破って一台の車が爆走してきた。そして、それは耳を塞ふさぎたくなるようなブレーキ音を鳴らして、わたしの目の前で急停止する。

　それを運転していて、すでに開いていた窓から顔を覗かせたのは、誰あろう那智くんだった。

「司先輩、乗って！　早く！」

　那智くんは助手席に身を乗り出しながら叫んだ。

「えっ？　ええっ!?」

「いいから、早くっ！」

　状況がわからずうろたえるわたしに、那智くんが再び叫ぶ。

　兎に角、今は言われた通りに乗るしかない。わたしが乗り込むと、ドアが閉まるか閉まらないかのうちに車は発進した。

「ど、どうしたの……？」

　いったい何がどうなって、何が起きているのだろう？

「逃げてきました」

　ハンドルを握りながら那智くんは言った。

　それに対してわたしは「は？」と応えたらしい。どこか遠くで自分の声がした。

「昨日、ひとつ試してみたんです」

　那智くんは白状するように語る。

「もしあの限られた短い時間で先輩と会えたら、僕はやっぱり先輩から離れられない人間なんだろうって。そしたら、本当に先輩と会えちゃって……」

　そこで一度言葉を切ってから、再び口を開いた。

「だから、逃げてきました」

「……」

「な、何とか言ってくださいよぉ」

　わたしが絶句していると、那智くんは恥ずかしげに、まるで助けを求めるように情けない声を上げた。

　照れたように笑う那智くん。

　あぁ、これはわたしのよく知っている那智くんだ。

　運転している横顔だけでもわかる。かつて何度も見た、ちょっとからかったときの少し困ったような笑み。それがそこにある。まちがいない。ここにいる那智くんは本物の那智くんだ。

「那智くん……！」

　わたしは思わず抱きついた。

「うおっ、危ねっ！」

「きゃ……」

　次の瞬間、車が大きく揺れた。那智くんがハンドルを切り誤って、隣の車線まではみ出てしまったらしい。

「あ、危ねぇ……。何するんですか!?」

「ご、ごめんなさい……」

　わたしは那智くんから離れ、助手席で小さくなる。

「危ないついでに、もうひとつ危ないのが後ろからついてきてるな。先輩を乗せてる間に追いつかれたか」

「後ろ？」

　わたしは気になって後ろを振り返ってみる。

「わ……」

　見なかったらよかったと後悔した。

　後ろから一台のスクータが追い上げてきていた。乗っているのは宇佐美さんだ。ウィンドウ越しで声までは聞こえないが、何やら大声で叫んでいるらしい。そして、その顔は……ものすごい形ぎよう相そうだ。しばらく忘れられそうもない。

「こっち六十キロは出てるんだけどなぁ」

「振り切れないの？」

「できないこともないと思う。でも、奈っちゃんがムキになった挙句に事故られたら大変だし。確か免許は持ってなかったはずだよなぁ」

「……」

　それは他人とは思えないエピソードだわ。

「あれ？　そういう那智くんは、免許は？」

　ふと気づいて那智くんに問いかける。

「この前の誕生日で十八になりました」

「ええ、そうよね。それは知ってるわ。……それで、車の免許は？」

「向こうの私有地で練習させられたんですよ。乗れるようになっとけとか言われて」

「あの、だから、免許……いえ、もういいわ」

　要するに似たもの同士、似たもの兄妹ということか。

　今さらながらさっき運転中の那智くんに抱きついたのは、あまりにも考えなしだったと思った。

「仕方ない。一度止まるか」

　そう言うと那智くんはウィンカを出し、滑なめらかな動作で路肩に車を寄せた。

　わたしたちが車から降りると、ちょうどそれとタイミングを同じくして宇佐美さんのスクータが追いついてきて、車の後ろで停車した。リアバンパーに当たってから止まったような気がしないでもない。

「やあ、奈っちゃん」

「『やあ』じゃありません！　お兄様、いったいどういうつもりですか!?」

　スクータに乗っていたときの鬼のような形相からして、たぶんそうだろうとは思っていたけど、やはり怒りはすでに頂点に達していたらしい。

「どういうつもりと聞かれたら、まぁ、見たまんまなんだけどね」

　那智くんは同意を求めるように一度わたしのほうを見た。

「見逃してくれないかな？」

「わけないでしょーがぁっ！」

「あ、やっぱし」

　予想通りの答えに苦笑する。

「今すぐにお父様に連絡します」

　宇佐美さんはぴしゃりと言い放つと、スマートフォンを取り出しながら背を向けた。

「あ、お父様？　聞いてくださいよ。お兄様ったら──」

　すぐにつながったらしく、宇佐美さんは怒りを隠しきれない様子で話しはじめた。

　こちらでは那智くんがわたしに小声で囁く。

「先輩、今のうちに逃げましょうか？」

「結果は同じだと思う」

　それか素敵な三面記事と化すか、ね。

「……お兄様」

　いきなり声をかけられ振り返ると、拗ねたような膨れっ面で宇佐美さんが端末を差し出していた。

「お父様がお兄様に代われって……」

「僕に？」

　那智くんはそれを受け取り、耳に持っていこうとする。

　わたしもどんな会話が交わされるのか気になるので、一緒に聞こうと顔を寄せた。途端、那智くんが少し顔を赤くして身を仰け反らす。何だか懐かしい反応だ。

　那智くんはすぐに意図を察し、耳から少し離すかたちでスマートフォンをかまえた。

「僕だ」

『よう、俺の息子。話は聞いたぜ』

　誰よ、このとっぽいお兄さん。

「そっか。でも、何を言ってもむだだぞ。僕はどこまでも逃げ──」

『おお、行け行け。お前の好きなようにやれよ』

「は？」

　今度は予想外の答えだった。

『どうせ三年で返すことになってたしな。それが一年短くなったところで、たいしてかわりゃしねぇよ』

「ちょっと待て。三年って何の話だよ!?」

『今まで黙ってたけどな、もともとお前は三年だけって約束で千秋の夫婦から預かってたんだよ』

　その語り口はまるで仕掛けたいたずらの種を明かすようだった。そのわりにはどこか憎めない雰囲気がある。

『もしその間にお前が俺のところにずっといてもいいと思いはじめたら、そのときは改めてお前の将来について考えるってな』

「き、聞いてないぞ、そんなこと！」

『だから、黙ってたっつってんだろーがっ。聞いてねぇガキだな』

　この口の悪さは大人としてどうなのだろう？

　しかし、次に出された言葉はこれまでとはちがって、一点の曇りもなく真剣な調子だった。

『だいたいあれっぽっちの金を肩代わりしただけで手に入るほど、お前は安かねぇよ』

「……」

『ま、いいとこ三年のレンタル料だな』

　そう言って可笑しそうに笑った。わたしにはそれがひとつ前の台詞の照れ隠しのように感じる。

『結局、いくら離れたところで忘れられないものは忘れられなくて、諦められないものは諦められないんだろうが。もう気持ちの整理がつけられるんなら、これからはお前の好きなようにすればいいさ』

　わたしは察してしまった。

　きっとこの人は、当時の那智くんの気持ちを汲くんだのだろう。自責や自じ罰ばつの念、仮にわたしの目がもとに戻っても自らも何か犠ぎ牲せいにしないと気がすまないであろうこと。それらを汲んで、那智くんに時間と逃げ場を用意したのだ。

「……蒼司？」

　ようやく那智くんが口を開いた。

『あン？』

「ありがとう」

『それは俺の台詞だよ。二年も親をやらせてくれてありがとうな。楽しかったぜ』

「……うん。たぶん、僕も」

『そうか』

　回線の向こうから微かに笑みが伝わってきた。

『奈津と代わってくれ』

「わかった」

　そう返事をすると、那智くんはスマートフォンを耳から離した。

　ずいぶんとあっさりしていて、それでいいのかと心配になったけど、きっとこれっきりというわけではないだろうし、那智くん自身もそう感じているのだろう。

「はい、奈っちゃん。返すよ」

　那智くんは端末を宇佐美さんに差し出した。

「もしもし？」

　宇佐美さんは黙ってそれを受け取り、耳に当てた。やがて──、

「なんですってーっ!?」

　絶叫した。

　それきり固まってしまったので、ふたりで肩をすくめた後、もうそっとしておくことにした。

「ということです」

　わたしも聞いていたからか、那智くんは話を思いっきり端折はしよった。

「ええ、そのようね。でも、その前に那智くんの申し開きを聞かないと気がおさまらないわ」

「えっと、その……」

　那智くんはそう言い淀よどんで、困ったように鼻の横を掻いた。

「すみません」

　やがて少し項垂れて、素直に謝る。

「事故のことは、わたしは何とも思っていないから、那智くんももう気にしないこと。いい？」

「……はい」

「もう黙って勝手にいなくならないこと」

「そ、それは事前に断ればいいってことかなぁ、なんて思ってみたり？」

　責められっぱなしの那智くんはどうにか誤魔化したいと思ったのだろう。苦笑いを浮かべながらそんな冗談を口にした。

　もちろん、わたしは誤魔化されたりはしない。

「そうね。ひと言言ってくれたら、わたしのほうがどこまでもついていくわ」

「う、うぇ!?」

　那智くんは目を丸くした。

「そうそう。それとね、もうひとつ言い忘れていたわ……」

「ま、まだありますか……」

「ええ、当然だわ」

　だって、これを言わないことには何もはじまらないのだから。

　わたしは那智くんの手を摑んで、ぐい、と引っ張った。

　いきなりのことにバランスを崩す那智くん。

　わたしはその那智くんの頰に素早くキスをする。




「おかえりなさい、那智くん」




　そして、これからすべてをはじめるためのひと言を囁いた。

　あぁ、やっぱりわたしは那智くんが好きだ──。
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　十二月二十四日。

　千ち秋あき那な智ちはニートである。……自分で言ってて改造人間並みの悲ひ哀あいを感じてしまう上に、クリスマスとぜんぜん関係ない。

　二月に日本に帰ってきて、はや十ヶ月。いちおー自己弁護をすれば、その間なにもしていなかったわけではない。司つかさ先輩が趣味と実益を兼ねてチョークアート制作の依頼を受けているから、それの手伝いをしたり。その関係で知り合ったカフェで時々バイトをさせてもらったり。そこの店長夫妻が猫がほしいと言うから、居い内うちさんから一匹もらってきたり。……最後のは仕事でも何でもないけど。

　この二年間イギリスを拠きよ点てんにしてヨーロッパを飛び回っていたが、これでも現地の学校には在籍していて、そこを卒業したことにはなっているらしい──後になって、そう蒼そう司じから連絡があった。つまり大学入試を受ける要件は満たしていることになる。なら、とりあえず大学かな、などと考えて、思い出したように勉強をしてみたりもしている。

　どうにもすべてが中途半端だ。

　いいかげんに自分の行く末を決めなくては。これでは前に進めない。司先輩を二年もほったらかしにしただけではなく、まだ待たせるのかと。

「那智くん、浮かない顔してる」

　隣を歩いていた司先輩が顔を覗のぞき込んでくる。

　本日の司先輩は、上はカーディガンに切り替えコートにストール、下はロングスカート、足元は意外とゴツめのブーティと、全体に淡いピンク系統でまとめたふわふわな真冬の装よそおい。今日もきれいです、司先輩。

　只ただ今いま、僕らはクリスマスデートの真っ最中。

　司先輩とクリスマスムード一色の駅前の繁はん華か街がいをぶらぶら歩き、気まぐれにテキトーな店に入ってみたりして──その最さ中なかに僕は先のようなことを考えていたのだった。

「あんまりぼんやりしてると、いかがわしいところにつれ込むんだから」

「どこにっ!?」

「やっぱり今日はそういうところは混こんでるのかしら？」

　遠くを見つつ、そんなことをおっしゃる司先輩。いかがわしい施設が集まっているのはそっち方面でぃすかー？

（何やらものすごい肉食アピールをされている気がする……）

　僕が半歩距離をあけようとしたとき、再び司先輩がこちらを見た。

「いろいろ考えてしまうこともあるかもしれないけど、楽しむときは楽しまないと損よ。年末年始はイベントが目白押しなんだから」

「そうですね」

　楽しいときにわざわざ棚上げしている問題について考えてしまうのは、誰にでもあることだと思う。不安というものは往々にしてそういうときにこそよぎるものだから。でも、それが建設的でないのも確かだ。

　頭はしっかり切り替えないとな。

　年末年始のイベントと言えば、今日のクリスマスに大おお晦日みそかから元日にかけての二年参り、かな。……ん？　それくらいのような？　教会のクリスマス会は先週の日曜に終わったしな。まぁ、それだけあれば十分と言えば十分なんだけど。クリスマスの余よ韻いんを残したまま大晦日と元旦に突入して、正月気分が抜けたときにはもう冬休みが終わりかけていた、なんてことを何回繰り返したか。

「間にひとつ忘れてるわ」

　と、司先輩。

「三十日は那智くんの誕生日よ」

「あぁ、忘れてた」

　何せ司先輩のいる誕生日はこれが初めて。ぜんぜんつながらなくて、完全に失念していた。

「那智くんが生まれた日。那智くんを産んでくれたお母様に感謝しないと」

「……」

　弾むような口調の司先輩とは対照的に、僕は思わず黙り込んでしまう。

「あ……」

　すぐに司先輩も僕の沈黙の意味を察したようだ。小さな発音がその口からもれた。

　そう。僕の血けつ縁えん上じようの母親は僕を産み──間もなく捨てたのだ。

　僕の実父、宇佐美蒼司は若かりしころ、とある女性と駆かけ落ちした。結局、半年ほどで見つかり、家に連れ戻されたのだが、そのときにはその女性のお腹なかの中に僕がいたのだ。彼女はお金目当てで僕を産み、狙ねらい通どおりにまとまったお金を受け取ると、後は用なしとばかりに僕を教会に置き去りにしたのだった。

　思いがけず空気が重いものに変わる。何処いずこからともなく流れてくるクリスマスソングもどこか空々しく、まるで僕たちを避けて通り抜けていくようだった。

　言葉を失なくしたまま少しばかり歩いたところで、司先輩が口を開いた。

「那智くんは、本当のお母様に会いたいとは思わないの？」

　遠慮がちに、でも、少しだけ踏み込んだことを聞いてきた。たぶん、僕と一緒にいる上で、いつかは聞いておこうと思っていたのだろう。司先輩は期待しているにちがいない。実父の蒼司と会えたのだから、母親とも会えるのではないか、と。

「そうですね……」

　曖あい昧まいに答えながら僕は、僕とは関係ないある出来事を思い出していた──。
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　僕らがロンドンにいたときのことだ。

　蒼司がイギリスに渡ったのはヨーロッパに展開したグループ関連会社の陣頭指揮を執とるためで、そこに僕や奈なっちゃんをつれてきたのは僕らの見けん聞ぶんを広めさせるのと、主に僕の修業のためだった。

　あいつは、僕をそばに置いて経験値を稼かせがせ、ゆくゆくはそれなりのポストを与えるつもりだったらしい。それはこの十六年間僕という血を分けた子どもがいて、しかも、捨てられていたなんてことを露つゆほども知らなかった罪滅ぼしだったのだろう。正直いい迷惑だ。僕には僕の世界があったのだから。だけど、時を同じくして僕は司先輩のそばにいられなくなってしまった。今にして思えば、案外蒼司はそんな僕の心情を察して、日本から遠く離れたヨーロッパにまで引っ張っていったのではないだろうか──と思ったが、たぶん気のせいだろう、うん。




　それはある夜、拠点にしていたロンドン郊外のメゾネット型マンションにかかってきた、一本の電話からはじまった。

　けたたましく鳴る電話の音を聞きながら、僕はだだっ広いリビングを見渡す。奈っちゃんは……部屋か。内階段を見上げても、彼女が自室から出てくる気配はない。蒼司のやつは夕方に一度帰ってきて、またふらっと出ていっていたな。ちょくちょく日本人が集まるバーやパブに足を運んでいるらしいし、今も行き先はそのあたりか。……つまりこの電話には僕が出るしかないということだ。いやだなぁ。高確率で外人なんだから。

「は、Hello.」

　深呼吸ひとつしてから、コードレスの受話器を取る。

「蒼司、じゃないわね。あんた誰？　ま、いっか。蒼司いる？」

　意外や意外、日本人だった。

　女性。声からして大人なのだが、その口調は常識ある大人のそれとは思えなかった。指にマニキュアを塗りながら電話をしている絵が浮かんでくるような、とても億おつ劫くうそうな声だった。

　とは言え、日本人でほっとした。

「あ、蒼司でしたら──」

　出かけていますと言おうとした矢先、玄関ドアが開く音がした。

「あぁ、たった今帰ってきました。お待ちください」

　僕は受話器を耳から離すと、それをリビングに這は入いってきた蒼司に見せて示す。

「蒼司、電話」

「俺にか？」

　そうしてバトンタッチ。僕はコーヒーでも飲もうとキッチンへと足を向けた。蒼司のも淹いれてやるべきだろうか。

「Hello. This is Soji.」

　蒼司の流りゆう暢ちような英語を背中で聞く。……あ、しまった。相手が日本人だって言うのを忘れていた。

　しかし、直後、その声のトーンが変わった。

「おい、なんで家に電話してきた。ケータイの番号も書いてあっただろうがよ」

　驚いた。珍しいな。外ではあくまで好青年の顔を崩さない蒼司が、こんなふうにしゃべるなんて。僕の前では悪ガキみたいな話し方をするが、今はそれも飛び越えて完全に怒り口調だ。

　びっくりして振り向けば、蒼司もこっちを見ていた。

　僕に向けて手首を振って上下させ、あっち行けのボディランゲージ。……あえて近づいてみる。

「ちがう。手招きじゃねぇよ。あっち行ってろ。お前は部屋に入ってろ」

　ま、わかってたけどね。

　僕は肩をすくめてみせると、コーヒーのマグカップを持って、言われた通り部屋に引っ込むことにする。僕の部屋は奈っちゃんのように二階ではなく、一階。リビングからつながっている。僕が部屋に入るまで蒼司はずっとこちらを見ていた。僕の姿があるうちは話を再開するつもりはないようだ。子どもには聞かせたくない話なのだろうか。どうにも怪しいな。

　しかし、様子を窺うかがおうにも部屋に入ってしまえば、リビングの広さと相まってさっぱり話の内容はわからない。辛うじて話しているかどうかが判別できる程度。そして、その話し声もすぐに聞こえなくなった。もう電話は終わったようだ。僕を遠ざける意味があったのだろうか。

「おーい、那智」

　ドアの向こうから蒼司の声。

　すぐに出ていってはドアにひっついて耳をそばだてていたことがばれるので、みっつ数えてから出ていく。

「悪い。もう一度出てくる」

「また？　それはいいけど、今の誰だよ？」

「ああ、この前寄ったバーに名刺を置いてきたら、暇な店の女がかけてきたんだよ」

　先の電話のときはすごい剣けん幕まくだったが、今の蒼司はもういつも通りだった。

「日本に奥さん残してきてるんだろ。あんま変なことするなよ」

「ばーか。営業電話ってやつだ。お前が気にするこっちゃねーよ。それに俺はこれでも家族思いなんだよ。……じゃあ、行ってくる。すぐに戻るよ」

　そうして蒼司はまた出ていった。

「家族思いなのは知ってるけどさ」

　そうじゃなきゃ僕を奈っちゃんと同じように扱ったりしないだろう。たとえそこに贖しよく罪ざいの気持ちがあるにせよ、誰にでもできることではない。

　蒼司のいなくなったリビングでふとテーブルを見ると、そこにはあいつのスマートフォンが置いてあった。電話しながらそこに置いて、そのまま忘れて出かけてしまったのだろう。まぁ、すぐに帰ってくると言っていたし、追いかける必要もないか。

　しかし、僕はしばし考え、

「いや、持っていってやるか」

　正直、さっきの蒼司の様子が気になる。しかも、営業の電話？　僕はよく知らないけど、仮にその手のお店からだとして、あんな態度でかけてくるとは思えない。せっかくこうして大たい義ぎ名めい分ぶんができたのだし、追いかけてみることにするか。それにケータイにかけろと言っておいて、自分がそれを持ち歩かなくてどうする。またかかってきたら困るだろ。家デンなら兎とも角かく、僕は人のケータイには出られないぞ。

「奈な津つー。奈っちゃんやー」

　呼んでしばらく待っていると、彼女が部屋から出てきた。二階の廊ろう下かから身を乗り出すようにして見下ろしてくる。トレードマークのツインテールが重力に従って垂れ下がっていた。

「はいはーい。何ですか、お兄様」

「蒼司のやつ、一度帰ってきてまた出かけたんだけど、スマホを忘れていってね。ちょっと追いかけてくるよ。少し留守番お願い」

　尤もつとも、追いつくかどうか怪しいけど。

「わかりました。お任せあれっ」

　僕は奈っちゃんの返事を聞くと、部屋で上着を羽は織おってから夜のロンドンに繰り出した。




　マンションを出て、左右を見てみる。まばらな人通りの中、蒼司の背中は見当たらなかった。次に地下の駐車場を覗いてみたが、こっちで買った車はそこに残っていた。徒歩で出かけたようだ。

　再び表通りに出る。

　さて、困ったぞ、と。相手は歩いて出かけたとは言え、どうやら行き先もわからないまま追いかけるには、致命的に出遅れてしまったようだ。

「仕方ない。散歩といくか」

　早々に頓とん挫ざ。半分諦める。蒼司の様子が気になりはしても、どうしても後をつけたかったわけではないし、いい趣味ではないことも理解しているのである。

　そんなわけで夜の散歩に切り替える。蒼司が見つかればうれしいな、くらいの気持ち。

　だが、偶然か、或あるいは、神様のお導きか。後になって振り返るに、ただ単に神様とやらがよけいなことをしてくれただけのように思うが──ぶらぶらと近くの都市公園まできたところで蒼司の姿を見つけたのだった。

「そ──」

　その名を呼ぼうとして──言葉を飲み込む。

　蒼司はひとりではなかった。

　公園の街灯の下、女の人と向かい合っている。さっきの電話の人だろうか。歳としは蒼司と同じか、もしかしたら少し上くらいかもしれない。明かりに照らされたその顔は美人だけど、ちょっと化け粧しようが派手だ。

（あのやろう。何が家族思いだよ……）

　こんな時間に女の人と会うなんて、普通の仲じゃないだろ──と思ったが、しかし、ふたりの間に漂う空気は、ここからでもわかるほど穏やかならざるものだった。僕はすぐさま近くの樹きの陰に身を隠した。樹の幹に背を押しつけ、耳を澄ます。

「会いたかったわ、蒼司」

　その声は澄んだ夜の空気の中でよく聞こえた。

「俺はもう会うつもりはなかったよ。去年の春にもそう言ったよな」

　熱っぽい、だけど、どこか芝居じみた女性の声とは対照的に、蒼司のほうは冷ややかだった。

「まぁ、お前がミュージシャン崩れの男と一緒にこっちにきてると知って、あちこち名刺を配って餌えさをまくような真ま似ねをした俺も性格が悪いんだろうけどよ」

　自じ嘲ちようまじりの蒼司。

「俺に何か言うことはないか？」

「な、なによ……？」

　不意に切り出されたその問いに、女性の声には戸惑いの色が混じる。

「そうか、ないか。なら、俺から言ってやるよ」




「お前が捨てたあいつは俺が見つけ出した」




「っ!?」

　瞬間、僕の心臓が大きく鳴った。

　待て、蒼司。お前なんの話をしてるんだよ……？

　心臓がまるで、思いっきり叩たたいても音の出ない大おお太だい鼓このようだった。音はないのに振動だけでうるさい。胸が苦しくて、呼吸が浅くなる。

「今回、俺はふたつお前を試した。ひとつは俺が近くにいると知っても、会いにこなければそれでよし。お前はもう過去のことは忘れたのだろうと思って、俺もお前のことは忘れるつもりだった」

　一拍。

「もうひとつは、仮に会いにきたとしても、お前の口から最初にあいつの話が出ればそれでよし、だ」

　深いため息。

　そして、それをきっかけに蒼司の口調は嘲あざ笑わらうようなものに変わった。

「男と一緒にこっちに渡ってきたはいいけどさっぱり振るわなくて、おおかた金の無心か、最悪もう一度強ゆ請するつもりだったんだろうけど……お前、やらかしちまったな」

「……」

「本当に救えねぇよ。お前は電話であいつと──」

　と、そこで頭かぶりを振るような間があって、

「いや、もういいか」

「な、何よ、そんなこと言ってていいの。舐なめんじゃないわよ。蒼司、日本じゃ有名な青年実業家なんでしょ？　アタシとのことぜんぶマスコミに──」

「やってみろよ」

　蒼司は女性の言葉を遮さえぎる。

「お前こそ舐めるなよ。親父おやじから逃げるだけしかできなかった昔の俺とはちがうんだよ。鬱うつ陶とうしくて仕方なかった親父を力尽くで引きずり下ろして、俺は宇佐美のすべてを手に入れた。その力であいつを探し出したんだ。今ならお前ひとり消すのなんか簡単にできるんだよ」

「ひっ……」

「わかったんなら行けよ、バカ女。もう二度と俺の前に現れるな。いや、俺ならまだいい。だが、絶対にあいつとだけは会うな。それだけは俺が許さねぇ」

　それは決意のこもった脅しだった。

　誰のための決意？　そんなの言うまでもない。蒼司、お前は僕に隠れてこんなことをしていたのかよ。

「わ、わかったわよ。……はっ、あんたなんかこっちから願い下げだわ」

　捨て台詞ぜりふひとつ。

　夜の静せい寂じやくの中、小走りに駆けるヒールの音が響き、それは次し第だいに遠ざかっていった。

　僕は樹にもたれたまま、ずるずるとしゃがみ込んだ。頭を抱える。……ああ、くそ。最悪の場面に出くわした。こんなことなら興味本位で後をつけるんじゃなかった。今さら後悔しても遅いけどさ。

　今度は別の足音がこちらに近づいてくる。

　蒼司だ。

　どうする？　このまま息を潜めてやりすごすか？　運がよかったら見つからずにすむかもしれない。

　やめた。

　僕は覚悟を決めて立ち上がると、樹の陰から明るい遊歩道へと踏み出し──蒼司の前に進み出た。

　蒼司が僕の姿を見て息をのんだのがわかった。口から何かが落ちる。煙草たばこだ。

「煙草、やめたんじゃなかったのかよ」

「るせぇな。吸いたいときだってあるんだよ。……って、そうじゃねぇよ。お前、なんでここにいる？」

　蒼司は、自分ではそんなつもりはないのだろうが、険けわしい顔で僕を睨にらみ、詰きつ問もん気味に問うてくる。正直、蒼司にこんな顔を向けられたのは初めてだった。それだけ僕に見られたくなかったのだろう。

「蒼司、ケータイ忘れていっただろ。持ってきてやったんだよ。……ほらよ」

　僕は持っていた端末を、テキトーな調子で投げてやった。蒼司は手の中におさまったスマートフォンと僕の顔とを交互に見──、

「お前、いつからそこに？」

「いつからも何も、今ここにきたばかりだよ」

　こんな暗いところから出てきておいて、我ながら白しら々じらしいと思う。

「……そうか」

　だが、それでも蒼司は納得することにしたようだ。八つ当たりのように煙草の火を踏み消すと、ポケットに携帯端末を突っ込んで歩き出す。僕も隣に並んだ。

　少し歩を進めてから、

「……なぁ、俺の息子」

「……んだよ」

　だけど、蒼司は話し出さない。

　僕も先を促す気は起きなかった。

　僕たちは互いに黙って遊歩道を歩き、そのまま都市公園を出て──夜のロンドン郊外の街路を行く。そこでようやく蒼司が次句を継いだ。

「お前、自分を産んだ母親に会いたいか？」

「……いや、ぜんぜん」

　僕はゆっくりと、でも、迷うことなくそう答えた。

「ぜんぜん？」

「だって、もうふたりいるからね。教会の先生の奥さんと、今の母さん。ふたりいたらもう十分だよ。これ以上はイラネ」

「そうか」

　蒼司はふっと笑う。

「父親なんて三人だもんな」

「あ？　なに言ってんだよ。先生と父さん、ふたりだろ。何かよけいなもの勝手に加えんなよ。ふざけろ」

「お前ね……」

　やれやれ、とばかりに蒼司。

「千秋の家で育てられたわりには、どうしてこんなにも口が悪いんだろうな、おい」

「知ってるか。人間大なり小なり相手を見て話し方を変えるんだぞ」

　僕が蒼司と話すときに口が悪くなることくらい自覚しているのである。どこかの不良中年の血を引いているから、とは口が裂けても言いたくない。

「千秋の家に帰ったときはいい子にしてろよ。あの親父さん、怒ると恐こわいぞ。いいパンチもってるしな」

「はぁ!?　お前なにやったんだよ!?」

「決まってるだろ。お前のことで九州まで挨あい拶さつにいったら、ブン殴られたんだよ」

　まぁ、そりゃそうだろうな。一度は子どもを捨てた親が今になって突然現れて、しかも、やっぱり返してくれとか。温厚な父さんでもフルスイングで殴るわ。

「……那智」

　蒼司が僕の名を呼ぶ。

「今日見たことは忘れろ。お前にゃ関係ないことだ」

「わかってるよ。つーか、何も見てないんだから、忘れるも何もないっての」

　そう。僕は今夜、何も見ていない。何かあったのかもしれないけど、それは僕とは関係のないことだ。

　それでいい。

　僕はそう心に決めた。





　　　　§§§






　司先輩と僕は通りかかった百貨店に入り、エントランスの吹き抜けに飾ってあったクリスマスツリーを見上げていた。僕たちのほかにも、いくつものカップルや家族連れが見ていて、スマホのカメラで撮ったりもしている。何せ三階にまで届こうかという巨大ツリーなので見み応ごたえがある。確か飾られたときにはニュースでも取り上げられていたはずだ。

「蒼司にも同じことを聞かれたんですよね」

　僕はそのツリーを見上げたままで言う。

「でも、もういいんです。僕はいろんな人に育てられてここまできました。親なら人が羨うらやむほどいますから」

　両親合わせて片手の指と同じ数だけいればもう十分だろう。胸を張って言える。僕は誰よりも幸せだ。

　親だけじゃない。

　引き取られた教会では姉ができて。

　短かった日本での高校生活では親友と呼べるやつや、世話焼きの先輩と出会った。

　気がつけば妹がいて。

　そして、何より司先輩がいる。

　これ以上なにを望むというのか。

「そう言えば、那智くんとはこれが初めてのクリスマスね」

「そうですね」

　春に司先輩と出会い、クリスマス前には彼女のそばにいられなくなって、僕は逃げ出した。そのときはもう二度と会わないつもりだったけど、結局こうして隣に立っている。節操がないのか、それともそういう運命なのか。

「来年も一緒にいられるかしら？」

「そのつもりです」

「再来年は？」

「もちろん」

「じゃあ、その次は？」

「……」

　僕はツリーから視線を外し、体ごと司先輩へと向き直った。

「司先輩」

　僕の声に彼女もまたこちらを向く。何ごとかと首を傾かしげている。

「先輩、その、僕と……」

　言いかけて──、

「……っ」

　ダメだ。

　むり。言えない。

「ごめんなさい。やっぱり今はやめときます」

「そう？」

　僕は再びクリスマスツリーへと視線を戻した。果たしてツリーを見上げているのか、己のふがいなさに天を仰いでいるのか。

　クリスマスイブにクリスマスツリーのそば。シチュエーションだけは最高なんだけどなぁ。いかんせん僕が宙ぶらりんすぎる。これで言うにはあまりにも考えが浅いというものだ。浅いどころか、むしろ考えなし。……これはもう少し先の見通しが立ってからの話だな。




「那智くんが何を言おうとしたのかわからないけど、言うのなら早くしてね。わたし、いつまでも待てないから」




　おい、しっかりわかってないか？

「あんまり待たされると、わたし──」

　司先輩はそこで言葉を切った。

　待たせるとどうなるのだろう？　愛あい想そを尽かされる？　僕は審しん判ぱんを待つような気持ちで、彼女の言葉の続きを待つ。




「こっちからプロポーズするんだから」

「え？」




　僕は思わず司先輩を見る──と、彼女も僕を見ていた。

　ばっちり目が合う。

　そして、




「だから、早くしてね？　わたしの未来の旦だん那なさま」




　そう言って向けられる司先輩のとびっきりの笑顔に、僕は勝手に赤くなる顔を慌てて逸そらしたのだった。

　これはがんばらないとな、うん。









あとがき






『廻まわる学がく園えんと、先せん輩ぱいと僕ぼく　Simpleシンプル Lifeライフ３』を手に取ってくださり、ありがとうございます。またお会いできましたね。九く曜ようです。

　おかげさまで、このシリーズも三冊目となりました。

　でも、その一方で、これが最終巻でもあります。

　このシリーズは、わたしの作品にしては、とても登場人物が多いです。それはもう群像劇と呼べるほどに。いろんな生徒が聖せい嶺れい学園高校で学園生活を送り、学校の外でもいろんな人物が生きています。そして、それと同じだけ物語があります。

　例えば、ゆこりん先輩の那な智ちくん観察日記であったり、飛鳥あすか井い先輩と彼女の弟との話であったり、居い内うちさんの愉快な生態であったり。例えば、紗さ弥や加か姉の過去の話であったり、今の話であったり。

　主要人物の一角である一いち夜やと円まどか先輩も、仲がよかったり喧けん嘩かをしたりで、那智くんと司つかさ先輩ばりにドタバタしています。

　そういったエピソードをあますことなく書き切りたかったのですけどね。でも、諸般の事情でそれらにはあまりページを割くことができず、駆け足でのストーリィ展開となってしまいました。

　それでも思い入れのあるこの『Simple Life』を世に出すことができて、とても幸せです。ここまでおつき合いくださった皆様にも楽しんでもらえたなら、これに勝る喜びはありません。

　では、最後に謝辞です。

　今回も拙作に美麗イラストを添えてくださった、イラストの和かず遥はるキナ様。かわいくも美しい司先輩をありがとうございました。

　また、担当の佐々木様をはじめ、この作品の完成に関かかわり、お力添えくださったすべての方にお礼を申し上げます。ありがとうございました。おかげさまでこうしてふたつめのシリーズの完結を迎えることができました。

　そして、何よりこの作品を読み、愛してくださったファンの皆様に、心から感謝したいと思います。本当にありがとうございました。

　では、皆様。また次の作品で会えることを願って。


二〇一八年十月　九曜
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